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厚サ 3. 2弘3ω. 8引 X 30.1.8弘規 絡 寸 法

2. 3∞円- 4. 800[11  (材工共 )3. 3平方米{ 面絡

三塁の蝉性床タイルは 何 れ も 製法の

日本の多湿多雨の気専 売 特 許品で、

舶来品の候でも優れた性能をもつ、

追随を 許さない製品です。

徴

脇工後 l世間が少い ・工期が早い

価格ヵ、下ごろである ・子入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る ・永持ちする

. hl 外には使用出来ませ ん

- 各製品f f l : の カタロ 7 見本

技術報??j ? を{ 卸 il' l ;J<:ドさ い

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田島応用化工株式会結

工 場 小 台 営 業 所 東 京 都 忌 立 区 小 台 回r 6  3  3  T  E  L  (911)  1  1  8  1  (it 

本 社 神 III 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 田T 1  3  T  E  L  (866)  6  1  4  8 代)

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 - 1  4  T  E  L  ( 44)  5  9  5  1  (代)

夜間包: _ F ! 人宅用 T  E  L  (4 4)  9  9  1  0  (代)

.特



日京総ぷ紛

ク 床 材

ｚｵ トー ｾＴｊｾ
株 式 会 社

ツ美 しく 丈 夫 な プ ラ ス チ

.4，績
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紡

紡
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時
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N
東日

T E L  (2al) 0211 

名古屋営鍵所 名古屋市中区御幸本町通' ) 9 - 8  T  E  L (23:拍945 ・4414

東 京 本 社 東 京 都 中 央 区 八 窓 洲 6 - 1

循 岡 駐 在 所 稲岡市天神町8 西日本ビル 三桝句麗内 T E  L (4}  7  6  3  1  - 7  

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イル‘ ｉｊｾ＠
1::ヲート'1イル

ヌ市ンジシート

q  

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三 和 ヒソレ

i 8:話，(561)  1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和 ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフト な感触

ｾ 優 秀 な耐 久 力

ｾ美しい色 彩

東 京 支 庖

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈
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近 代 建 築 の 機 能 を 生 ヵ 、 す /

建築の設備とこれを生かすそれぞれの機器は近代建築美に調和し

た設計 と機能を備えねばなりません 。

目立製作所では、ビルデ イング に不可欠の各種ポンプを、多年の

経験を生かして製作し各方面から絶大な称賛を博 しており ます。

O V 型渦巻ポンプ

D V 型両吸込渦巻ポンプ

G M C型ターピンポンプ

モートルポンプ

汚物用プレードレスポンプ

水中モートルポンプ

ボアホールポンプ

自 主 差 是 f色 荊

平JI トMPボイラ

煙管式ボイラ の「革命見現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式前土平川欽工所

⑮ 
特 許

fa 
日吉ミ扶iこて

m力ス温度 jQ7

0

C

経費節減527万円ρ

利益を生も

女 高 性 能 • 語 射 型

女石 炭・オイル・刀ス焚

女 1年間(7200時間) の燃料節約額

35 EE11 1  比較 して

也み占( r

平川~水管ボイラ 、平川1- 機関車型ボイラ

〈コ 営業科 目c>

平)11- 竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

本担 ・工場 大阪 市大淀区大仁西2の1 m話福品@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東 京 部 ql火区八 重州6の7 電話 (281) 5飽3 ・7787- 8

九州 出張 所 福 岡 県 小 倉 市 富 野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2  
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. あ な た の 忠 実 な …

ド ア ー ボ ー イ /

米 紫 綬 寝 室 主 に 輝 ぐ 米

日・米・英・独，各国特許

昌・哩圃，

t i 7・苧Z 噌 q

日 本 金 異 製 作 所

職 造 元 ヂ' ( /( 'ヲ工業橡武曾桔

車 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン グ ス プ リ ン グ ン ヤ y タ ー

ｊｬ え令ｾ｜断まざ ｉｾＧ をくば》た・・ …

. ス プ リ ン グ シ ヤ y ター . 重 立 ス プ リ ング シャ ッタ ー

. 自 動 シ ヤ y タ - ・T 9i )J n:;: !ll )J スチーノレシャ ッ ター

型 状 優 美

故 障 絶 無

東 洋 シャッター株式 会 社

詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

本社 ・工場 止問 111丙υ[ /111>1冊14 ノ33 T E L ⑪ー2812- 3 .3116 似 14

m ｾ ｾ ｔ 宣日 ［ 見 ｬ ， ［ ， ｾ ｾ ＩＢＢ 医師 J Hft 5 ノ 5 4 7 T E L  (771) - 1171  

ＱＧ，， Ｇ ［ ＱＧ 主主 ｾｉｩ t'1I 'ili! Tli q qJ( I・11 山町2 rl 17吊I也T E L ⑫ 595. 1 臼24

出 頓 所 自 主 阜、 点 r. 6. tJlt ，i .  ｴ 品 浜 、 Ｍ ｩ ｾＡ 、 福岡
その他 ι ｾ Ｑ ，品川科書 ＧＱＱ Ｐ［ ｉｾ 士凹主哲郎 Ｂ ， にあり
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A  R;士子目竺J予)材中竺黒田区全JT
本 社 電 話 大 阪 ③ 代 表 1476 ( 直通) . 7071 ( 空機 1 小 町 電 話 東 京 凶1)

粍 厚 ③ 

必轟轟道 - ｱ ＱＢＯｾ＠
(  1・5 粍 J享)

A  

藤 森 建 材 株 式

A

令

官社 a‘  

東 京 東 京 郎中央区 日本精通 1 ー 2 ( 大合ピノレ) 電話 (271) 6432- 5  

大 阪 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 1- 1  ( 大同ピノレ) 電話 ( 44) 9417- 8  

九 州 福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電話 (4) 1945 (5) 3473 

北向 辺 札 腕 市 南 二 条 西10丁 目 荒 持 ( 株 ) 内 電話 (4) 2 5 11 - 3  
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

甲手重・乙手重防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

三10f.I ' t ョ司・株式怠誼

本 庖 尼崎市久々知1・F コ L 2  3  札， ｬ ，ｾ 一 人目 ｩ ( U， 1401  5  3  4  1  

札 機 支 贋 札 制 .10 V 似 ' [ "f 6J ｾ＠ 2  2 羽U A ｾ＠ I  6313 !  l '  1・l 8 .tt .・9踊 齢 別 小 . 11 ・I 7  ]  9 調U A 2 )  5  2  '3 l  

旭 川 富 ・ 厳 組 川 .1， ｾ＠ s2 ..t J  I  11 司u.u. I  i! I  S  0  9  7  総本" ' . . 納 r.: .. .1， 踊 ・ ・ '} .u. 2 ‘ 9 7 ‘ 7 ‘ 4  

. 広 幽 ・ R阿 保 仏 巾 内 _ -l: I剖 7 r  1( 1) ヨ. " J 凪 s 1) J  R  ｾ＠ 7  固 目前向巡 錫 厳 附 11 ，1，巾 阿 ，( .111 ・[ 2  IS 2  3  .t.u. 2  ｾ＠ 1  

• t  1: B 仙 to ，[， t ω 1  1  ，‘品 。3-13 2 9 6 9 b  ¥'8 

敏 困 . ・ 員時 休 組J ，!，rtI 山. t t I  1¥ n ・ 餅 ' [ ， 羽1.11. 2  7  8  ]  

・ " . ・ 踊 餅 似 '1' 6  11 ・i 州 2 [  11 A民Jl. 1] J I  . ・ 3

会虜若松出慢揃 土，・ r， 松 小 肉 3 ・1 ・ ， ， 司Itl.l. 2  3  8  8  

・ Jl J :  B  .. JjI m: J h ftl ν 断 耐 I 1 1 1 ω 市U A 1341 12・78. 967S，Jt，96

縛 図 . . 厳 司阪 fi.t m: f 代 111μ 樽IIlrl ' : U - 112111νν 凡 ヨII. J.l. L29I J J 8 ‘ 1 - S  

縛 策111. . 所t J tft." 中，...- 11 川 町 1 1 1 1 6 司IU A 131 8  0  2  1  

.鳳. ・R両 A 嶋 巾 ト 制 111 11'  IU 町制比例 1 111 1 司&.1.¥ 2  (， 6  

絹" ' ' ' ・ 局内 r 傾 向 巾 組 問 1 111 J ‘ 2  ，継. u . 7  7  2  2  

" " " ・ 厳 叩1 ( ， .1， U  陶 " 2 羽. " ， “  2  

名 古 置 支 B f，，1，願。[，中村l A. U. 1F個1 2 1 1 1ω ，、 M! I ' " "，U A ゆ 4 1211・(i -55 1 9786 

防 関 2 ・. ，民 俗 削 ，[. 6  .J.1 ・I I  (1 11 司11..11. 13 1  2  8  4  6  

文 面 1 . . .3 1， 崎 市 3 ・J : D I  J  ， 2 1 調. " 代 & .0  S  3 .  I  

氏 自長 嶋 曾 ・ h向 ，" ，巾同情 " 1' 制 ・1 1 1 1 1 2 2
/

3 ‘ U. i7 1 8  2  I  1  

ｭ 戸Ｂ ・ 所 縛ド巾Ｂ州 ｬｾ fI '" a  ]  I  11 I  9  {， 司ilJA S  I  ' ] ‘  S  1  

盆 沢 智 ・l ih '( ，，' 1['  t 釧 映 ・ [ J  6 司[.11. 12 1  L  J  8  7  

.  ｾ＠ 1t ・ 麟 ，1 11/ ，1， 則 自6 ・8 8 .uU. ｾ＠ 0  s  

. . 松 宮 . 偽 11， tf. ，[ . 也 i  ・I R  0  ' 3羽It. u. )  ‘ 2 '  0  

・ " " ・ 柄 拘 " 巾 組 問 、 の ら 。 ‘ U. l '  1  :. 7  (; 

広 島 冨 ・ 帰 d 拘." [  111' 1 ;1 山 内 s .. ，1I..!I. ｾ＠ 1  1  ｾ Ｎ＠ O  

九 州 :t: ' " 悩 削 01，'" 川 崎 、 I 11 9  2  .11.11. ' 5 1  S  I I! 1  ，，';1 01 

剛 志 奮 ・・ M 臥 も ，1i 質 " “ ' 1 ' [  7  ) ヨ'" ‘ 1 1 11 9  1  

儀 憧ｾＢ ・ 帰 休脚 ｬｾ .[， 馳 剥 ' [ 1 ‘ o  ｾ ｵＮ＠ 5  5  J  

a '.t " . ・ a同 検 問 烏 ，1，ず " ・ [ I  I  ' 3司区必 12 1 (， 7  (， 2  



. 明 日 の 日 本 を 礎 く . . . H牙多重岡

I 構 造 用 H 形 鋼

E 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E Eヨ ・ 橋 梁 地 下 鉄 建 築 ( ビ ル

工 場 発 電 所 学 校 そ の 他 )

船 舶 機 械 鉄 塔 鉄 道 土 留

寄 種 基 礎 杭 岸 壁 下 水 渠

。 八 幡 製 銭 株 式 奮 社

30メーカー代理庖

大 阪 ・ 四 ツ 橋

23thfR建 梓 匁

TEL  (54)  1861- 5 ・2131 ・2233

• 

4  
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経室、設勾配屋根tさ

軽快た道代建築枚

目涯ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド
8  jJit ]':"11- 子ン1レ7イ〉タ

伸 縮 目 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキえ シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八重洲 1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久田J 6- 101 

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区湖上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39)0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( こイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 『器 ( 1級) L .220.¥' 2. 750 

金 具 ( Q' T. .，.且ι 印}

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 21国) ¥' 1.200 

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ¥' 1，340 

排水金具 T 6 P ¥' 1，21 0  

ピル ・アパートはもとより一般住宅

パックハンガ

n付 木 ヰ ジT L  2200  ¥' 200 

にも御採用頂けるよう寸法や価格の点では従来最もよ 〈
at ￥ 6.700 

‘コ句 Ｕ お丸ｾ 御愛用頂いていた製品 しＭ 9 2 を基準と して 考慮いた しま した。

参 考 定 価

陶 器 ( 並 級) L 苫20 ￥ 2.200

金 具 ( . 7. 71<. . 印)

東 洋

本 社

陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥ 510 ( 2 個) ¥' 1. 020 

茅ヶ崎工場 止 水 位 K 4 A Y

ー小倉市篠崎町 4 5 8

T E L ⑤ 248ト 5

大阪営業所 大阪市東区高館橋 5 - 3 2  T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

各地営業所 東京名古屋・小倉 ・広島・高松・札幌 ・仙台・富山 T E  L  2105- 8  

@￥ 570 ( 21国) ￥ 1. 140

ｹｾ 水金具 K  6  P  C  ¥' 1，030  

. . J ンプレート

網 入 等 各 位 類 そ ろ っ た 溢 ピ 泌 板

ニュ4 ン丸戸ト

使いやすい、トタ ン小波の普 及品

ロ ン ガ ラ ス

問途の広い、透明 ・半透明塩ピ平似

ロンフィックス

丈 夫 で 汚 れ な い ll ! l 新の壁 ・被!J1占材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 一 と 定 評 の あ る 床 張 材

ロ ン タ イ J レ

あらゆる床にマッチする美しい床材

床 材 の 王 座 f

ロシヲイルK

ロシリウムK
182 crn liJ ・厚き 2mm、3 mm ・長 尺

従来の ロンリウぶ・ロンタイルの姉妹品として、川口

ゴムの最新の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

l掌れ性 ・耐ーI隊、性 ・耐j出'1生など絡段と優秀|生を有し ます。

ロン リウム K ・ロンタイル]くはL 、ずれも 全層同質で耐

ｉＡｾｊｉ が強化され 、 然もソフ トな 質感 ｉ ［ｴＮ公共建 築 ・ ビル ・

4崎両の床にピッタリとし価格も 一層経済的になってい

ます。

ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本社・工場 東京 ｭ 百陣区本国間 ＩＧ ｾド町 Ｕ ‘ 哩結 1駐車( 691) 6141( 代無 }

蒲 生 工 唱 14J i 以 JS 軒 rl1火 事 端 司 2 740 電;UX. ! ! I( 0811)2033io1:ト 112

舛 図 面 東京r. n 代ωVI 神川鍛柏町 2 - 16 電話 E賢官 ( 四1 ) 3588- 9  

神田宮鍵所 東京都千代凶灰神間綴iil 町 2 - 16 電話 東京 (291) 0003- 4  

大限官震所 大 限 ilir例 区 It 111 ! i I町 3 3  ;世話 大限 (21) 4358- 9  

， 





居辛 に張り 上 げて見 て気持

ゴ二 の よ い 色 合 無 暗 に余 分

の 光 沢 を 放た な い 表 面 パ 可

時 まで もア キ が来 な い ・ セ

ラ ミ ッ クの 良さ を生 か し た

ダ ン ト ウ タ イ J レを・・

伝 統 と 技 術 を 誇 る

淡 陶 の 製 品

床 には新 い 、床材料

ー ダントウフロアータイルP

モ ダン リビ ングの 設 計 に /

オ フ ィ ス の レイアウト に /

淡 陶 妹 式 会 社

大 阪 支 前 大 Illi 市 西 灰 阿 波 崎 市 泊 り 1 ( J )  1  

・包 ，lli ft J， ( 5  4  )  8  5  2  3  

呼! J 目立山 東 京 締 中 央 I更 日 本 情 浜 町 2 ( J )  47 

，11 ，1，号 ( 671) 7 3  0  9  ( 66 1)  7 2 9 7  

本社 ｊａｾ￞ｔ lj 仁助 民 服 県三 郎 副 南 鳩 町伊 f( ' 千 九1，11i 阿 方 )  0 ・1 1  0  削 ｈ ｃ 増兵 ｊ 収瓜 三 ｬｊ［ｲ ｭｾ 雨 情町岡 良 司l ，vo 1/. 1良 1 9 ・3 2  2  
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昭 和 3 6 年 1 月

新年交礼会開催

と き 1月 4 日( 水〉

午後1時- 2時 随 時

ところ 大阪建設会館 6 階

会 賞 300円

共催団体 大阪府建築士会

大阪建設業協会

日 本 建 材 協 会

日本建築学会近後支部

日本建築家協会関西支部

本 会

己11 1111 111111111 111111111111111111111111 11111 1111111 11111 11II III I IIII IIi

会 員 増 加 期 間 中 会 員 動 態 報 告

会員倍加速動中の増員を下記のとおりど報告昨l しあげます。会員諸氏

の絶大なるど協力に深く感謝いたしますと ともに ，な お今後とも会勢発

展にど尽力賜わりますよう，よろしくお願い申しあげます。

日 本ｾ築協会会会長審議会

日
U

z-
-

一
向

[ 会 と 催

新 春 の 若 い 会 員 の 集 い

西山卯三氏をお招きして躍進中国の実状を聴く会

1， と き 1月 20 日( 金) 午後6時- 8時

1， ところ ミュンへン別館< 大阪市北区神明町 ・総回新道の同和

火災ピ J レ東へ一つ辻南へ入る ・氾 話 ( 34) 3547番 >

1， 申 込 1 月 13 U までに電話でお申込み下さい。

定員は50名です。

300円( 別 (C補助があります)1， 会 費

新春の懇2覧会は，昨年10月末より中国悠築学会の紹きで約 1 ヶ月間，

中国を視察して乙られた，西山卯三氏( 京都大学助教授) を囲んで，ス

ライドを併せて建築事情を中心にお話しをお聴きすることになりまし

た。少しでも日中友好 lζ 役立てば幸いに存じます。何卒怒ってと参加下

さい。



.  

本 会 後 援 < 鐙築学会関係>

建 築 基 礎 構 造 規 準 講 習 会 開 催

と き 昭和36年1月26-27u ( 2 1: : 1陥J ) 午前 9 時~午後 5 時

と こ ろ 大阪府職員会館( 大阪市東区大手前 ・大阪府庁哀)

科目および鶴師 ( 敬称略)

1 月 2 6 日

1 条 - 2  6 条

1 月 2 7 日

ＲＷ 条 ＭＶＵ ｾ 長および設計例

竹 山 線 三 郎 ( 建設省建築研究所長 ・工博) 山 肩 邦 男 ( 京都工芸繊維大学助教授)

大 崎 須 彦 ( 建設省建築研究所員 ・工博)

小 泉 昇 ( 竹 中 工 務 活 設 計 部 次 長 )

貝 戸 俊 ( 大阪 市 役 所 建 築 局 技 師 )

馬 場 事 事 雄 ( 大 阪 大 学 助 教 授 )

陶 j良 貞 彦 Wi";]<9 j ! 設大阪支庖設，11課長)

会費および申込方法

μ)  
800円 ( 学会々員 ・後援関係宮公庁 ・団体の職員 ・会員) (ロ) 1000円 ( 左記以外の方〉

お申込みは会員種別 ・ 氏名 ・ 勤務先 ・ 住所を明記の上，会 ｴｾ ( テキスト代を合む) を添えて， JYI 阪までにお可 I込

み下さい。定員に達すれば締切る乙とがありますから，お早めにお申込み下さい。

申込場所 口; 本建築学会近畿支部 大阪市東区北浜3の37 TEl  e> 9  6  4  9  

テキスト 建築基礎構造設計士見準 ・問解説 定 員 4 2 0 名

近 続 支 部 研 究 発 表 会 原 稿 募 集

II I.l平n36W Ｔ Ｉｪ 開催予定の支部研究発点会の原稿を ｾｾｗ いたします。

発表部門，発友題名，勤務先 ，氏名Ｈ共同 研先のと きは発表省にＰｉ ｾ Ｑ Ｉ を， ｫｾ 入の上，下 ､｣ によりお ｲｬ ｬ Ｎ￬るみ下さし、。

なお，今回は活版印刷で支部復住の全会員』己責! ( 伯阻ィ' l i するほか関係) j iJ.ijに広 く配布を予定しております。

原稿〆切日 H日和366ド1 月23 仁I ( J J ) 正午

発 表 制 限 1 人 1題を原則とし， 1  ｾ遁 Ｙ ， ＶＰＰ 字以内とする。

採否の決定 原稿〆切後研究述絡委員会を開催し，発表論文を1 ' s ' f f . し係省を決定する。

原稿送付先 日本建築学会近畿支部・j I 必局 ( 大阪市東区北浜3ー 37 ⑧ 9 6  4  9)  

謹 賀 新

渡 辺 節

渡 辺 道 輝

大阪市東区北浜 1- 6 北浜野村ビ' )レ

渡 辺 建 築 事 務 所

栗 林 馬

同 本 建 築 協 会 和 歌 山 支 部 長

清 水 和 弥

勤務先 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

自 宅 豊 中 市 桜 坂 東 通 5 - 8

年 昭 和 36 { Fe 元 旦 ( 訓IJ 分 ・l州 市

坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

東 京 都 港 区 赤 坂 桧 un 6  

大 阪 市 西 区 京 町 郷 通 2 - 12

岡 田 平 蔵

名古屋市 凶区菊井町2ー 12 屯 (53) 0121 ・2057

岡田建材株式会社取締役社長

A

P

寸
村

大 阪 市 北 区 鹿 ケ 枝 町 2 5  

中央電気工業株式会社取締役社長

騰



‘  

謹 賀 新

青 員 世

青 盛 繁

青 木 友

大 阪 市 天 王 ，，'f I 文大道 3 ー 1 2 5

点 i平 洋 瓦 株 式 会 社 社 長

柳

年 昭 和 36 年 元 旦 ( 50音)1民)

伊 治東 恒

大阪市東灰伏見町2- 22 1'1山ビ J レ

ガ ｩ Ｑ ，ｾ 社伊東建築設計事務所

伊 東 正 也

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 4 - 7

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 |  伊 東 建 築 設 計 事 務 所

広 ):;j i行 欽 I臼 IlIr 1  0  8  

，11 { 1 主主J . ! ; 材株式会社

浅 海

男

雄

‘  

正

宝 塚 市 切 知1字 長 尾 山 2ー 161

浅 猪 之 吉

夫

井 福 蔵

伊 藤 鉱

ｉｉｾ 設日ｼ工必株式会社取締役社長

飯 精 次 lls 

沼

自日

雄

士

ロ

田

大 阪 市 北 区 宮 田 町 1 1  

共開設計株式会社 代表取締役

池
宮 彦

大 阪 市 天 王 JJ・- 灰石ケ辻 InJ 1  3  

株 式 会 社 浅 沼 純

井

しず

;争

田

大 阪 市 西 区 京 l町堀 迎 2 - 3 7

株式会社大阪建築事務所取締役社長

石 111 寛 一
一
一

上

1'1宅 西 宮 市 巾 子 園 三 容 11汀 7 1  

K K 井 上 (f. 夫 商 応

上

大 阪 市 部 1; ，¥ I文 京 野 間 IIIJ 2 ー 15

株式会社 Jt. 上高11 代表取締役

猪 飼 幸次

大 阪 市 天 王 寺 Iヌ 茶 臼 山 町 111

石 川 建 築 事 必 所

石 原 達 偉 ( 季夫)

大阪事務所大阪 市北 区宗是町 Ｑ 番地大ヒリレ ＹＱＶ ｾ 号室

東京事務所よ. R 京都港区芝南佐久間町2- 9 小豆ピル

圃 俊 lls 

大 阪 市 生 野 灰 勝 山 通 9 - 7 2  

江東iE気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

五 十 芳

名 古 尾 市 中 区 南 大 津 迎 4 ー 1

*J: 同法人日本建築協会東海支郊長

稲 垣 一
一
一

風

株 式 会 社 大 林 組

伊 丹 久

岐

株式会社 大 林 組

岩崎 太甚 lls 

大 阪 市 東 区 両 替 111} 1  - 1  3  

株 式 会 社 藤 木 工 務 自 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 京 橋 3 ー 7 5  

株 式 会 社 大 林 組



謹賀 新

内 成田 之

須 賀 工 業 株 式 会 社

年

岡

昭 和 36 年 元 旦 ( 50音順〕

本

，-

T寸 善

浦 !s 

株式会社 昭和建築設計事務所

辺 鎮 太

倉 敷 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

笠 原 日午

大 阪 市 東 区 伏 見 町 2 - 2  2  

株 式 会 社 小 笠 原 姶 築 事 務 所 代 表 取 締 役

笠

梶

原 良日梯

ご」‘

，ロ

本

閃 島 応 用 化 工 大 阪 出 張 所

尾 清 四 !s 光

秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 UIJ 3 9 2

八千代電設工業株式会社取締役社長

ー

l

 

j

 

五 !s 

口

大 阪 市 西 成 区 千 本 通 7 ー 11

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

津

崎

井

哲 雄

亀

株 式 会 社 三 晃 商 会

尾 崎 久 助

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 3  8  

日建設計工務株式会社 取締役会長

置 章 ・ 置塩 塩 光

大阪 市北 区 ｍＺ ｊｾ［ ｉｊ 上 Ｑ Ｍ Ｒ 新山ぶビ J レ

神戸市生田氏京町 7 0 必 岡 ピ J レ

鐙 塩 建 築 事 主 主 所

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

大阪市北区堂ぬ浜辺 1- 25 ( 新大ビル3階)

金

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8 宇

田中工業株式会社大阪出張所長

)11 盛

: .T. 

，ロ

大 阪 市 北 l又 太 融 町 守 8 3  

株 式 会 社 小 坂 井 組 代 表 取 締 役

河

木

覚 弘

岡 !s 

大阪市北区兎戎野町18 ｾｾ ＳＳＳＹ ・ ＳＳＳ Ｐ

河 井 建 築 設 計 事 務 所

久

大 林 !s 
助

株 式 会 社 大 林 組

株式会社| 向車11 取締役社長

n宅 箕 面 市 絞 丘 2 0 5

河

喜 之

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1- 2 4

河 tlt 装 飾 株 式 会 社

一
戸

4・

口 信 義

芳

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 掘 町 5 4  

大洋建設工業株式会社取締役社長

奥 平 幸
村 太

大 阪 市 阿 倍 野 民 俗 的 町 1 - 5 1

妹 式 会 社 奥 村 組

保

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

株 式 会 社 久 保 商 庖



謹 賀 新 年 昭 和 36 J，: 下元 B_ ( 50音順)

栗 回 政 次 .es  員 永 直 義

大 阪 市 西 灰 南 郷 江 1 :漆I l IJ 1  4  '.:!.' 11' r打 曽 線 東 1 - 4  1  

大 阪 朝 n 漉 背 株 式 会 社 貞 永 必 築 士 事 務 所 所 長

林 清 周 ;華 田
目刀』Z  

.es  

自宅住所 登中市曽線東町4- 3 - 7

勤 務 先 株 式 会 社 鴻 i山 組 大 口本1消子工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

林 得 志 設 楽 貞 一
一

大 阪 市 北 区 堂 J斗 北 町 2 0  I  1'1宅 神戸市須磨区桜木町3- 23

小 林 得 志 建 築 事 務 所 |  屯 ① o  3 2 4  

古

鴻

佐

佐

林 義

日 本 建 築 協 会 中 間 支 部 長

事務所 広島市鉄砲 町 青森Dl 材K K内

池 藤

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6 7

株式会社鴻池 組 取 締 役社長

藤
.:0:. 

日

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7- 34

株式会社 今 西 約

藤 重

広);j lj市下田町3 広応大学工学部建築教宅

広 島 大 学 教 授

一 一

佐 藤

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 2  

近 ｾ ｾ沼気 工 事妹式会社取締役 社 長

一 一 一

佐

坂

里子 正

大 阪 市 東 灰 淡 路 町 2 - 3 4

安井建築設訂ＧｊＮｾ務所

内 幾

坂 内 建 築 設 計 事 務 所

敦

松

夫

太

男

島

圧

白

芦向

田

鈴

仙

銭

田 孝

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 町 1

株式会社片山鉄工所代表取締役

聖子

大阪市南1 5 { 鰻 谷 仲 之 目T 5 7  

不動建設株式会村 取締役社長

キ多 嘉 日月

自宅 神戸市東灘区本山町野寄 19ー 1

谷

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 1- 37

株式会社 大阪電気商会大阪暖房商会

木 清

大 阪 市 東 淀 川 区新高南通1ー 14

株式会社 ケ ン トク 取締役社長

田 四

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 ー 3

関西燦尻・工業株式会社 取締役社長

高 輝

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3 - 2

株式会社 銭 高 組

:.J.>. 

，ロ

勝

.es  

市

.es  

之



謹賀 新 年昭 和 36 年 元 Il ( 50剤仮)

太 刀 J  11 達 太 fls 塚 本 猛 ;欠

勤 務 先 大 阪市西淀川区御『作品IIIJ rl 1  3  - 4  

不 三サッ ・ン工業株式会社大阪支府

n 宅 大 阪 市 西 氏 川 口 111]" 1  2  

大阪市東灰横l日i2- 38⑧2261- 5

rl 必 設 計 工 務 株 式 会 社

田 辺
雪

口
，
a

『，.

土 田 士ロ 嚢

株 式 会 社 大 林 組

大 阪 府 北 河 内 11官門 tt 町

必下屯工株式会社主主 材 事 業 部

田 村 揖 東 畑 謙 一

大阪 市 必ｼ 叉 南久 Ｇｪｾ !j 'IIIJ 4- 4  7  大 阪 市 mIX. 伏 見 111]" 5 - 1 9  

Ｑ Ｎ￺Ｎ ｊ ｉ Ｚ ｪ ［Ｚｪｩ式会 社 ｊ ｬｘ｟締役 ト ｉ Ｚｬ ｾ 株式会社 以 畑 ili ｾ＠ 'jf  務 所

j竜 手H 内 藤 資 忠

大 阪 市 西 IX. 北 堀 江 i並 1 京 都 市 左 京 灰 田 rlJ 大 堰 IIIJ 1 3  

う 起 点 建 設 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

竹 内 成 夫 中 沢 誠 fls 

大 阪 市 浪 速 灰 元 II IJ l - 7 4 2
守口 市沌J I". J eIIl J 3- 27 111沢姶祭事務所 屯@ 1848 

株式会 社竹内 建築。 ｊ ｾ ，ｦｊｦ所代友取締役 e m Ill T t.. .. 01 1¥ 0": '地 @(3 6814  
分 宅 大 阪市北灰常 同!日IJ 12( 品問II IJ ビJレ)m'(312) iii i o

竹 中 錬 中 西

. . L-

fls / ¥ 

株 式 会 社 竹 111 工 務 所 大阪市北区中之[.;j 3 朝円ビ Jレ

高 橋 慶 夫 中 松 通 日月

大 阪 市 西 灰 京 III J 婦 迎 2 - 3 7 大 阪 市 東 Iヌ 布 施 桁 5 - 3  2  

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役 東/ ( ，陶掠( 株) 大阪，} ; : ; ) 住所

実日 見 義 夫 中 道 朝 男

株式会社J i - 族代三il'lif.l i大阪支出長

大 阪 市 白fS J: ，'j 灰 相 生 IIIJ 2  7  

株 式 会 主1: 111  ;n 組

千 原 大 五 fls 長 尾 正 大

東京 自j¥港灰赤坂潤 j也1I 1J30 ｩｗ ｬｩ 也［Ｚｾｾ ＮＺＮ ｜ビ ｊ レ

株式会社大阪ｾ築 ・ 拝務所点以支所取締役所長

大阪 市 大淀灰天 Ｑｾｬｬ 紙筋 Ｖ Ｍ Ｕ 天ノ Ｇ［Ｑ Ｙｊ ＺＧ［ＺＱ ヒル Ｔ 階

11 ，..j，エレ ーベー タ工業株式会社代点取締役

地 頭 政 人 西 向島 徳 太 郎

大阪市北灰若松町30 ｾ⑧ ＹＰＰＴ ・ ＹＰＱＶ ・ ＴＸＲＵ

株式会社小俣製作所大阪支間取締役支庖長

大 阪 市 西 灰 京 国I 掘 ii!l 2 - 3 7  

株式会社大阪ｾ築事務所常務取締役



謹 賀 新 年 昭 和 35 年 元 旦 (50音)1則

武
久

長 谷 )11 

大 阪 市 京 区 淡 路 11汀 5- 2

j公 式 会 社 長 谷 川 工 務 応

伴 秀

株式会社凶原衛生工業所大阪庖

彦 谷 手B

京占11 市北区小山北上総1 I 1J 2 1

平 作 太田

五{ Ｑ￭Ｑｾ市下 ｊ［ｾ j X_大主' ; l ' 刊条件 l

藤 井 t聖

大阪市北| 又詐i笠111)"1 6 大江ビノレ

新比工業株式会社以締役* 1 : 1 <

藤 木 正

大 阪 市 川i 区 I，I!I 林 IIIJ 1  - 1  7  

株式会社 ｊＨ ，本木工務Ｉ， ｉｾ 取締役社長

Itt 

藤 原

大阪市京区今桁 1ー 14 ③ 5539 ・@ 4404

株 式 会 社 別 問 組 大 阪 支 応

藤 村 清

大阪市北区永楽町8 n  産 ピ ル6階

株式会社 IJ 新建築設計 'J]: 務 所

電Q 1 ) 5  7  3  1- 3 ・2 3  4  8  

藤 本

大阪市東成区東今ｾｉ［ＡＮ 3 - 4  

不 二 化 学 工 業 株 式 会 社

藤 本 之庄

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 - 4 3

株 式 会 社 工 盛 社

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

彦

雄

.fl s  

義

巧

.fl s  

助

藤 本 次

.fl s  

.fl s  

勝

2・h
，ロ

平

士
ロ

道

士
ロ

晴

大 阪 市 佐 野 区 治 制 野 中 1 - 5

株 式 会 社 桜 木 組

宝 来 佐 市

大 阪 市 - * 区 京 橋 3 - 7 5

株 式 会 社 大 林 組

前 聖子 慶 太

大 阪 市 北 区 堂 l;"'j 上 2 ー 11

i株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

牧 村 手リ

大 阪 市 外 ょ 区 横 #ili 2 ー 7 0  

株式会社! 日j組大阪火山取締役支! 万 j乏

1' 1''(; 伊 汁 市 民 協 ' 仔 ' 山 本 2 6  

町 田 信

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東洋リノリューム株式会社社以

松 田 邑

悩 間 市 下 州 IIIJ 2 砂Ufi I孟ピ J レ

松 m ｾ策・ ｊｩＺ 務庁 ｩ Ｈ白 ｪＺ［ｾ ，Ｉ

松 キサ 雄

総 式 会 社 松 本I 組

国 手リ

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4  

株 式 会 社 安 井 建 築 設J I'事務所

南 長

大 阪 市 南 区 )1脱 皮 町 通 1 - 4 4  

3智久工業株式会社大阪支l苫 支出長

向 保井



( 50音順)昭 和 36 年 元 旦年新賀謹

山 中 茂

大阪市東区高麗橋詰54 電@l 0473 ・4936

栄 興 建 築 株 式 会 社

工 湯 電 @ 1  3 6 0 ・8 1 0 1

吉手火

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3 - 2 0

浪 速 合 板 株 式 会 社

石村

男末本山E! s  上村

大 阪 市 南 区 大 和 町 1

株式会社 大 末 組 社 長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 3 5  

浅野スレ ー ト株式会社大阪支広 取締役支庖長

博

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3  

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本山水山谷室

庖商谷室株式会社

樹義本山

=ふ昼、

J ロ幸森

大 阪 市 東 区 横 堀 2 ー 1 4  

株 式 会 社 森 組 取 締 役 社長

E! s  

組

本 竜 太

大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5  

株式会社 ヤ マ ト電気 商 会 取 締 役 社 長

自 宅 大 阪市住 吉 区 帝 塚 山 西 4 - 2 1

高銭株式会 社

山

大 阪 市 西 区 京 町 制 2 - 3  7  

株式会社大阪建築事務所顧問

慶田森

武信田
士

ロ
健島十

jヘ

務

一

一

司

4

一

こ

園

一

子

一

中

m

T

市

一

，

H

呂

一

社

西

一

会

一

式

宅

一

紘

白

一

大 阪 府 大 東 市 三 箇 1 1  4 0  

士

口
繁

大阪 市 大淀区本Ａ上 川 崎 ｾｉｊ 2  - 6  

二 葉 足 装 備 T. ; 佐株式会社

林若大阪出張所

大阪市東区i奇麗橋 2 丁 目 野村 ヒソレ

竜 北 浜 ③ 4 2  5  7 ・4 2 5 8  

矢橋大理石商庖株式会社

雄季

大阪市阿倍野区阿倍野筋 2

鹿 島 ｾ設株式会社大阪支 Ｑ ， Ｑ［

林書

目

E! s  口 吾

大 阪 市 西 区 阿 法 隆 L通 4 - 8

不 一 建 設 株 式 会 社 社 長

自 宅 豊 中 市 栄 jffi 2- 5  

山

健尾鷲雄口 武

大 阪 市 西 区 阿 波 庄 市 通 1 ー 1

j炎 陶 株 式 会 社 大 阪 文 ) ，1;

屯代表ｾ 8  5  2  3  

山

大阪大ヤ: I 宇部情築ー¥". γ・教主

部 圭

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 6  

株式会社渡部建築設計事務所 ｾ Ｑ Ｕ ＲＱ
自宅 大阪府n岡市桜井20短大阪 (0287) 2209

軍

口渡;欠文

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 - 7

山田工業株式会社 代表取締役

田山



-・E 翠 (J) 理Eヨ・・

調査無料. ゲ

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

全 国 各 地 方 に 社員 が 出 張 い た し て お り ま す か ら

遠 近 に 拘 ら ず 御一 報 次 第 蛾害 対 策 の 御 相 談 に 参

上 致 し ま す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



， .  

建 物 樹 木 の 害 虫

‘  

• 

白 蟻

ご- " h

も ‘ “u

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 (和歌山 ) ② 1 3 8 9番



朝 日 毛 糸 株 式 会 社 豊 中 独 身 寮

設 計 大 成 建 設 株 式 会 社

設計管理 笹川 秀男

設 計担当 中 村 銀 之 助 ・ 小 沢 久弥 ・平田泰次

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

J9f (1五 l也 n 111  rli 桜 塚 本 町 1 T  11 

敵地 IIIi f/i

1.];稿 lui 陥

7  5  9. 1 1 m"  

4  4  O. 9 8  m"  

処 IIii 1ft 1， 0  0  4.  4  7  m"  

情，ii 鋭 校 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 問主n

唆 工 sIl TlI 3  5 年 8 )] 

川'j Rl  3 5 :[1' '1' 1ζ 唆 J : した胃; 1 . ] ; 築



株 式 会 社 輸 出 繊 維 会 館

段 計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 戸 図 組

10 

所 在 地 大 阪 市 点 区 制 後 関r 4  - 4  

敷地i師悩 1. 751. 54m2  (  530. 7拘 )

ｾ築面的 1，368. 50m2 (  414.0坪)

延 前 倒 15，260. 23m
2  

( 4，585. 9呼)

緋 浩 鉄 tれ 鉄 筋 コ ン ク リ ート 出

地下 3 階 地上 8 Wi tri 庖 4 1l1'i

住と梁の大きさをできるだけ小

さくするため鉄1' rfi1創立の尚い

尚強力鋼を使) I J し溶慢で組立て

コンクリートは H 時以上は軽 itl

コンクリ ート (JJ!川

1"1 さ 際 司i 地盤ょっ n  I::j 2 6 m 

θ 1;' I;{ 3 8 m 

勿 Ｉｾ礎下地返 1 4 m  

! H草炭2E 外 装

南西I師ー イ タ リ 一 政 ト ラ パ ー

チ y 貼り

北 京I師ーモザイクタイル貼り

t苦 嵐一 例 子 モ ザ イク貼 り

外部主ｾ只

アルミサァシ ュ ・アンチサン

併trJ ペア -6n ( - 人

内 装

一 般 事 務 宅- 1'- ，日空プラスタ

ー O. P 仕 上

山 一 リノリューム

天 )1 ー 吸 音 テ γ クス

主要 Ｇｉ ｾ 会ｩ［Ｚ Ｍ Ｇ ［Ａ ， t U七ベニヤ

制i付( オート ・ウ オ

ールナット t(¥l

ー コ' ムタイル貼り

天 井ー プラスター O. P 仕

上 市

エレベ ータ ー ホ ー ル

体 - 11 l ! ' i トラパーチン貼

り， そのf也ゴムタイ

J レ日占り

腰 ・壁 一 テラゾープロ y ク，

ゾ ラ コ - f ，一四げ、

Ptl .fi ， I尚子モザイク

貼 り

天 )t. ー プラス ター O. P 仕

上

竣 L 附 拘1 3 5  ij'. 1  1  ) J  9  11 

昭 和 3 5 年 中 l C 竣 1ょ し た 新 生E 築



大 阪 府 商 工 会 館

股 針 日 建 段 計 工 務 K K  

現場管理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 繰

施 工 K  K  奥 村 組

所 在 地 点 区 南 本 町 5 ノ 1 6  

放地耐M 1， 6  7  O.  8 2 m
2  

I.I!築IfJi 杭 1， 3  9  4. 8 7 m2  

延 市 町'1 8， 1  4  8.  6 0 m2  

t，Yl  j)] 鉄 ) ， ( . 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 治

地 下 l 隣 地 J: Ｗ 附 ｬｾ li l. 2  Wi l-l 

J : 周I Ｑｉ ｻＱｾＱ＠ ＳＴ 年 Ｓ 月 ｾ 附 ｾｉ 35 年 5 Jl 

f別 府I 3  5 年 中 IC 唆コした新I . I ! l I !

11 



関

12 

電 ビ j レ

設 計 K K 竹 中 工 務 広 設 計 部

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

191 (E J也 大 11.< di .11'. 1<: '1' よ !;) 3 r  11 5 百rJ 也

悦 j 血111] fli 4，736. 567m"  (  1， 432， 805J f )  

<J)築 IIIif li 3，091， 412m"  (  935. 148r n  

延 Ihi fli 36，825. 867m"  ( [[， 139. 789li') 

情 泊 脱 民 地 下 3 11!'i 9，705. 152m"  

地上 12附 25，734.555111" 

J r， 4!.4 隣 1， 386. 160m"  

刺尚 G  L  145. 0∞m 

軒両 J，U: j G L  ' 57. 000111 

鉄出尖端G L  ' 90.000111 

峻，: 11 lI {i ｲｾＱ＠ 3  5  q. 3  )J 3  I  11 

lI {i 白1 3  5  !Io '1' 1こ 唆 エ し た 官f 姥l l >



大

附 和 3 5 年 中 IC 唆 工 し た 祈 述 懐

不n 文 官白

段 計 者 吉 田 五 十 八

i9i  (1' ｊ 世 ｾＱ n  J! i 悦 1，;( nrr 9  6  9  

Fυ 也前Ift'I

i.l!可¥i frけ11

延 l師 h'l

2  8.  0  5  0  m"  

1. 3  4 3  m"  

2.  3  2 4 m"  

構造ｾｉＡ悦鉄筋コンクリ ート 泊地ＱＺ Ｒ 問弁

唆 Ｑ 開 ｔｾ ｲ 3  5 年 1 0 月

施 工 株 式 会 社 大 林 組

13 



芦 屋 市庁
ｾ＠
口

短 針 回 避 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 間 組

日i 1E J也 兵 141 ｾ ｉ［Ｇ ［＠ 1' i 阪 市 精 道 町

蚊I血Tliih'l 5. 1  6  0  m'  

組 築I而梢

延 llii f自

2. 2  2 8 m
2  

5. 6 1 1 m
2  

tYtjrt 品t慎 鉄 筋 コン クリート 31L 地下 ( 1階) .

地上 ( 4 陪 ) .  J1'ik{ ( 3 階)

姥 1: H 昭 3 5 年 8 月 1 6 日

附T 11 3  5 年 1. 11 にまま r. し た 新 雄 第

14 



所 在 地 三 木 市 街 J I' mf 

f{ 地面的

地策面的

延 面 積

2  5 0 ft' 

1  6  9  J干

5 2 0  Jf  

情i苫規模 鉄筋コンクリ ート 3階越一部地下室

竣 工 日 開 和 3 5 年 7 月 2 0  11  

附 和 3 5 年 中 IC 唆 工 し た 新 挫 築

木 農 協 会 館

投 骨十 笠 井 建 築 工 匠

施 工 K K  浅 沼 組

15 



長 谷 川 東 京 ビ j レ

設 計 株 式 会 社 長 谷 川 工 務 庖

施 工 株 式 会 社 長 谷 川 工 務 庖

16 

19i (1仁 j 也 lU ｾ ［ＧＺ相 ［ ｲ Ｍ ｉｾ ｉｉ ｉｉ 正炉 ｉｉｊｉｉ r， Ｑ Ｚ Ｑｾ ｬ ｬｉ ｦ Ｒ＠ il'iJ也

敷地 iliifll 3  9 0 m
2  

ｬＮｉＡｾ匹 ＧＧＧ ｩ ｦ ｬ ，

延，I，i fIl 

3 7 0 m2  

4， 2  2 0 m"  

ｭｪＩｾ ｉＮ｜ｬ肢が、，Ｇ［Ｎ f' t  i日 コ ン ク リ ー ト ，;5

ｊｉｾ＠ 1-_  9Wi JII! ト 2Wi J汗 J，l ;l P.寺

崎 l 町{ fll 3  5  q- 5  )1 

1I 1{ Tll 3  5  11' '1' IC  均 l し た 桁 健 全 匹



所平' f . J t I ! 大 限! 日 枚 方 市 紫 野 10 lI' i  J也

敷地flofll 3， 3  2 3 m
2  

ま ｾ犠 ｩ ｈｩ ｨＧｬ 1， 7  1 0 m"  

延 iM fll 5， 4  9 4 m2  

Ｑ ，Ｇｉｩ Ｎ ［ 告 ｊＮｬｬ ｾ Ａ 鉄 筋 コ ンクリー ト， J也l: 4P. 寺前九l 21li'i

} 品 目 躍 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト fiL ，1  

埼 :1". 11 IIR 111 3 5 年 1 0 JI 3  1  1I 

昭 和 3 5 年 中 lζ 姥 工 し た 新 也 積

枚 方 -rp  庁
ｾ＠
Iコ

設 計 株 式 会 社 K 梼 造 研 究 所

施 工 栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

17 



18 

紀州製紙株式会社ボイラー ・電気タ ービン室

設 計 ・ 施 工 不 動 建 設 株 式 会 社

所 在 地 三 市 Uよ 南 牟 婁 郎 ffl 殿 村

ｩｊｬ＿ｬ｜面 ｩｦｯｾ

延 商 ftl

3  5  0  >i 

5  0  0 門F

Utl 造 規 模 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

竣 工 円 昭 和 3 5 年 1 2 月 紅 予 定

昭 和 3 5 年 中 Iζ 竣 工 し た 新 総 領



久 保 田 鉄 工 株 式 会 社 本 社

設計 ・監理 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

昭 和 3 5 年 中 IC 竣 工 し た 析 建 築

主 ｍ ＿ ｉｗｊ 所 大阪 ｩｉ￭浪速区船 ｴｬ｜ｾｲ 2 丁目 22帯 地

敷 地面的 4. 867. 1幻m! ( 1.475. 19坪}

姥 療面的 2.867. 68 m
2  

(  867.17坪)

延 雨 的 12. 5臼 .05 m'  (3.799. 55坪〉

その他ドライエリヤ ・クーリングタ

ワー ・ピロティーなど 1. 025町"

4持 活 鉄汁鉄筋コンクリ ート i白，地下 l 陪

地上 8 階 . ｊ ＱＧｩｾ邑 Ｓ 階 付

外 後 柱 型 コンクリ ート 打法し ，シ リコン

吹付け . !i'.人造石挽り つつき 仕 上 げ

1  悶l ZT工 昭 和 3 4 年 8 月 8 日

竣 工 附 布J 3  5 年 9 月 15 日

19 



構 造鉄筋コンクリート ー ｩｴ 一間［供 Ｇ ｲｾ )古

防 1 ! ( 地下 l 附 地 上 4 階

敷地而w 2，391. 75m2  

j J ! 雫而w 新向ｴＧＡｾ築而 ｷ 472，08m
2  

ー
_._ー・

者日 聞 社

総 jJ! 築 而 h'l 1. 876.  13m
2  

株 式 会 社
尽 新

延 I日 f占 新 向1 延 而 w 2，467. 74m
2  

級計 ・監理 宮 家 建 築 股 計 事 務 所

無 f1l l!'iTfl i W 21. 35m2  

総 延 I而 w 7，558.  68m2  

主 ｾ 寝 ｲｾ j也 k 19. 36 m 

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社
無 H! 沼 地 J: 41. 06 m 

強 棋 士 長 雨 It 56. 335m (.':;Ji. 通)

見l 内一 34. 25 m 

茸t コ 附 RI 3  4 年 9 月 3 0  il 

竣 工 附 刊I 3  5 年 1 1 月 2 6  n  

昭 和 3 5 作 中 に 崎 1: し た 析 越 寝

20 



大 阪 富 士 ビ J レ

股 計 松 田 ・ 平 固 ま量 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 l苫

2.1  



硝 子 工 事

株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖

大 阪 富 士 ビ J レ

22 



大 阪 富 士 ビ ル

不 ニ 式 ア ル ミ サ ッ シ 工 事

不 ニ サ ッ シ 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

ヨドウオルパネル採用例 ( 大阪富士ピル外装)

株 式 会 社 淀 川 製 鋼 所

23 



f  

プ ラ ス タ イ ル 使 用

田 島 応 用

24 

化 工 株 式
. 6.  

ココE 社

大 阪 富 士 rぜ J レ

51桁会議室および 51併以 L:.l'('主

プ ラ ス タ イノレ iしli

5 併 以 上 各 階 廊 下

プ ラ ス タ イノレ u占



大 阪 富 士 ビノレ

サ ー モ ペ ー ン 使 用

日 本 板 硝

タ フ ラ イ ト ド ア ー 使 用

子 株 式
. 6.  

=  
ネ土
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大 阪 富 士 ピ ル

イ I I l ! ' i ならび fC 'lrt j 控室 アルミ天井

ロ. 尚 北 luiyド哩 7 J レミスパンドレル日占

ハ . H 寺会 演 宅 ハ 不 ル ー パー

ニー クーリングタワー南J . f iffii ) レーパー

近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社

大 理 石 工 事

H  ユーゴー 105り

カウスタ ー天 板 スエー デン G 3 1j

腕 f! ' A 府1107匂

ｾｾ＠ 1)' λー府1 30") 

株式会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル

大 理 石 ・ テ ラ ゾ ー 工 事

関 ケ 原 石 材 株 式 会 社

日 満 ゴ ム タ イ ル 使 用

(  11 il 日1ゴム タイノレ総発光広)

浪 速 建 材 工 業 株 式 会 社



大 阪 富 士 ビ ル

内 部 塗 装 工 事

株 式 会 社 木 塗

富 士 銀 行 大 阪 支 庖 談 話 室

家 具 施 工 大 阪

マ ー ス 半 艶 消 し 使 用

装 庖 日 本 ; 由 脂 株 式
. 6.  

τ"" 

越

社
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2 階 特 別 室

家 具 カ ー テ ン 敷 物 一 式

高 島 屋 大 阪 支 庖 装 飾 部

28 

大 阪 富 士
ヒ、 ) V

能 美 式 自 動 火 災 報 知 装 置

能 美 防 災 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

ド ア ー チ ェ ッ ク

ラ パ ト リ ー ヒ ン ヂ 使 用

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 株 式 会 社



大 阪 富 士 ビ ) 1 /

磨板ガラス ・ テ ンパライ ト・ドア

旭 硝 子 株 式

り ノ タ イ ル 使 用

東 洋 リ ノ リ

. d.  

=  
社

二L ム 株 式

. d.  

コ"
ネ土
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ｾ，Ｇ￩Ｎ＠ ダイケ γ S 2  S ハ ー ドボ ー ド⑦ 5 宇品格装 全世Ii f!:tm ダ イ ケ γ 吸 音 板 全 館 使 用

大 建 ウ オ ー ル ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

大 阪 富 士 ビ J レ

隊 の 素 吸 音 テ ッ ク ス 使 用

株 式 会 社 室 谷 商 庖

シ ヤ タ ア 工 事

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

石 工 事

株 式 会 社 熊 取 谷 石 材 庖

30 



大 阪 富 士 ビ ル

ス プ レ ッ ド サ テ ン 使 用

石 産

- ーーーーーーーー

回

朝日フレシキプル調音板工事施工

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

商 事 株 式

d註.

=  
社

9 階 出 キ 段 宅

，:i}] ｮ フ νν キプノレ調音 ｾｊｩ

千キ階J J f li 下 工 事 施 工

31 



各 階 化 粧 室

タイｽｾ工事
地 下 廊 下

32 

，炎 陶 株

作附 ｬζ 設 ｬｩＢ ，ｾされた空調器はすべて

氾 f r UJ J:_'i. K て制御l を 行 な ってい

る。また一郎会( ntlJ 系統だけを切り出Ir

し，';:[! .r ri : ) j 工¥';1ζ てゾー ンコントロ

ーノレを行な っている 。

ヱ ドｾ誠治 ｬ 乙は ， フエ ー ス ， パイパ

スダシパ ーが{ 史JTJ され ，iillU.Qコ γ ト

ローノレと ｬｲｩｊｉｉｾ ｦＡ乙，五Ｎｵ ｾｊ における ｩ｜ｮｑ

のコジトローノレ にも充分考肢がはら

われている 。

式 ""与
てZ 玄

社

空 調 自 動 制 御 方 式

大 阪 富 士 ピ ル

山 武 ハ ネ ウ エ ル 計 器 株 式 会 社

'‘・ 8・

-
H  • .  

I l i 量配坦 8 1 .

3・・..

凪凪

-ー-e 凪凪

.  .  .  



大 阪 富 士 ビ ル

l 階 男 f 便 所

衛 生 設 備 工 事

地 下 3 階 貯 湯 槽 廻 り 配 管 図

須 賀 工 業 株 式

地 下 3 階 揚 水 ・ 消 火 ポ ン プ

. 6.  

τ"" 
本土
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受 変 ZE フ シ ト ロ ー ノレ稔

電 気 設 備 施 工

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

ｲｾ Ｚｪ＠ 1広 I1 円己'，11 株 主 惨

大 |坂
吉

田

士
j  レヒ

34 



大 阪 富 士 ピ ル

地 下 3 階 コ ジ ト ロ ー ノレ 5I

正雨空気調和グラフイックノq.、ノレ

右 手 は 指 示 記 録 百| 熊

手 前 は 全 館 法 方 換 作 総

高 砂 熱 学 工 業 株 式

地 下 3 階 機 械 室

ｾ ｱ ・ Ｒ 系統空 ［，Ｎ｜ｦ ｊｍ 羽 ｬ 機Ｈ銀行Ｊ Ｎ j J [ j 部分)

. 6胸

τ"" 
社
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↑ 金 Mc 室 ・貸金庫室用" 7 : - - ' モス型銀、扉

株 式 会 社 熊 製平

施 工 1 階 大 金 庫 室 鉄 扉 ・ 内 装

貸 金 庫 設 備 ・ 同 出 入 口 鉄 扉

ド ラ イ ブ イ ン ウ イ ン ド ウ

書 庫 室 鉄 扉 ・内 装

夜 間 金 庫 ( ナ イ ト デ ポ ジ ッ 卜)

ドライブイ γ クインドワ

36 

作 所

i王 念 日 モ



大 阪 富 士 ビ) 1 . ;

⑥ 

株 式 曾 社

目 丘 場是 イ昆 月号

目立エレクトリ ックエアークリーナ 型式H B- 150

目立メラミ ンプラスチ ック化粧板

ヒッターライ ト

3 師寺 ，4 師寺佼 川

グラフイ ック量産および電動機遠方帯IJ 御盤

37 



空

水 平 型 一 連 ユ ニ ッ ト

内 部 構 造 の 一 例

38 

. t = 

ヌL 調 和

4 新 製 品 砂

器

Ai r ｾ｡ｮ､ｬｩｮｧ＠ Uni t  

ｾ Ｇ Ｎ＠

垂 直 型 一 連 ユ ニ ッ ト

低 速 回 転 ・ 静 粛 運 転

選 択 の 広 範 囲 性

低 圧 ・ 高 圧 用

(，¥，I鉱および，:)，11 技術的料はお q，越しによりお 送し ます)

新 晃 工 業 株 式 会 社

大 阪 di .It 区 制 i 笠 町 ( 大 川 ピ ル 1 f!' i) 

H;  ，1(; 大 阪 ( 312) }..j ( 代ぷ) 1 1 7 1  - 5  

東 京 新 晃 工 業 株 式 会 社

見iJ;( 郎'1'火区創刊さ一丁 i二l五番地( 大日本閃』ピル)

n; ，1，'; cl! ，;( ( 561)  }"j ( 代表) 5  1  2  6  



床 材 料 の 販 売 工 事 ( 責 任 施 工 )

営 業 昔 日

大 阪 市 大 法 区 天 満 柏 市1i 6  - 1  2  

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 3 丁 目 2 3  

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る 、

2 ・トaf 7EI

( 中心吊自由開型)

稼式会社桂商会

T E L 大 阪 ⑮ 6 6 2 5 舟

T E L (7S)  0 6 9 5( 直通 ) ・8 9 0 6 (2n 6 4  0 9  

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

Ｈカ タロ グ 御入用の節は御申込下さ ｾ ，Ｉ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

イli 胞l I i 横池町 1 T  11 4 6 酔 地 :u話 術 施 (72) 8  3  9 ・7 7  1  3 世

ょ ｾＡＩｬｩｭ 千 代目区神 ＱＱＱ 三崎町 Ｒ ノ Ｒ Ｖ 1(; 筋 斑 Jjf (301)  0403  (332)S31G醤
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車 レカー ペッ ト発売元ベ株} 辻田文平商庖( 大阪市住吉区南住吉町4 の 5 9 )

耐火・断熱・軽量骨材

| 加三拝rnーヲイド[

一

J ぐー ラ イト J 立 真 珠 岩 を 急 速 に 加 熱 、 膨

脹 せ し め た も の で主 成 分 は 硫 般 で あ り

小 さ な 其 主主状 の ガ ラ ス 質 の 巣 の 集 り で

形 成 さ れ て 居 り ま す 。

ｊ ぐーライト Ｑ ［ＱＮ非＿ 止 に ｩｾｬ <而f 火 (i勺 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱1m主

仕 上 に 又 、 コ ン ク リ ー ト と し て は 砂 の

イそ り に fil! っ て凶「事典、事王i7E コ ン ク リ ー 卜

と し て 使 閉 さ れ ま す 。

ヰ寺 '性

経い セメン ｬ モルタ ル の ｍ 以下Ｈ約 比ヨ ｜ ＰＮＰＴ Ｍ Ｐ Ｎ ＲＰ 、砂の ￮ｦｾ Ｑ ｩＺの川 一 Ａ ン品Ｉ

耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン ト モ ル タ ル の 4 倍 の 効 力 が あ る ( 熔 融 温 度 1000・C 以 上 )

断 黙 効 果が 大 ヤ あ る セメント モ ル タルの Ｒ Ｑｩｾ以 ｊ ｾ ＨＨ 云 ＣＮｦ ｩＨ［ｾｾ 主 λ ］ＰＮＰＳ Ｍ ＰＮＰＵｫ 但 Ｑ Ｏ mh・C ) I  • ー

亀 裂 予 防 に な る 蛤 ん ど ff1裂 が 出 な い か、 ー フ イ ト を 使 用 し た 国 連 ピ ル )

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七 メ ン トモ ル タ ル の 2 倍 以J -.

施 工 が 容 易 で あ る 他 の 軽 震 骨 材 に 比 し 施 工 が容 易 で あ る =  

化 学成分 ｓ ｩｏ ， ］ ＷＵＮＵ 、 ａ ｉｺ ＰＳ ］ Ｑ ＵＮＳ 、 ｆｾ ，ｯ Ｓ ］ ＰＮＹ C a O= 0 . 12、 ぬ 0 = 4  Na，0 = 3 . 5 三 パ ー ラ 、 イ ト セ メ ン ト モ ル タ J レ

有機 不 純 物 郷発分な〈、 長 J! 月保 存 す る も 変 質 しない 言 鯛 合 そ の 他 ・ パ ー ラ イ ト プ ラ

三 ス タ ー の 自 己 合 説 明書 贈 呈

用 途 の 一 例

(1 )  ｪ 降 ＱＱＱ コンク リ ー 卜用約 ｉ Ｇ ｾＧｬ オ

(2 ) 在 官 材 料 ( 七 メ ン ト・ プラスタ ー 骨 材 )

( 3 )  f呆J尽i担7手!!! キオ

(4 )  iE白 井 用

(5 )  ￬ｊ Ｎ ｾ＠ JIlIJ lIJ! キオ

本土株 式

東 京 (241) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 t44 )  3  7  3  1 ・3 7  5  1  

* 空 (24 1) 4101 - 9 ・2371 - 5  

笹 品 ( 54 ) 3  1  7  1  - 5  

中 局 ( 4 ) 9 3 3 6 - 9

ふ

冨業井 金 属

本 庄 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の !

大 阪 支 庫 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 線 室 町 2 の l

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 2 の 2 6

福 岡 営 業 所 桶 岡 市 天 神 町 3 ' 9  

鉱一-
-

⑥ 
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年 頭 の こ と ば 尾 崎 久 助

昭和35年の建築界は，非常な好況をもって終っ た。今年については年

末近くにいくらか警戒の戸も出たようだが 急にはどうこう い うこ とは

ありそうでない。当分忙しそうなのはまずご同慶に たえぬ次第である 。

昨年の建築界には注目す べき ｾ ｊＨ 柄がいく つ かあっ た 。

まず，世界地震工学会議が日本で聞かれたこと である 。 日本の耐震工

学は世界の トップ レベルだとい っても，明治 13年に地医学会が設立され

て以来い まだ8 0年，大正 12年の関東大地民で耐震工学は一大進歩を遂げ

たはずだが，建築の耐長計算はいまだ哀相をつかんでおらず，チ リの地

民がたちまち円本の太平洋沿 i 戸に津浪の大災害を起したには，一般世人

はもちろん，学者も不意をつかれたものだ。地震工学会議は，第 l 回は

1956年カ リフ才ノレニアナト|のパークレーで聞かれ，昨年のは第 2 回であっ

た。外国 17ヶ国からは同伴者を含めて 90 名が， 日本からは約 350 名が

参加し，人類を地震から守るための方法について 7 月中旬 1 週間，知識

と経験を発表 した。その結果，具体的に役立つ大きな成果が得られはし

なかったらし いが， I ( [ 付属工学がi世界的に取上げら れたこと は将来に大き

な期待が持てること といえよ う。

また世界デダイシ会議が 5 月 lζ 6 口問点京で聞かれた。出席者は建

築関係がもっとも多数であったが，なかにグラフィック ， クラフ 仁 工

業デ グイシー評論および教育の部門 も含 まれて，参加26ヶ国，全参加者

約500名，うち外人約90名という盛会であった。そ して世界デダイン会議

東京宣言なるものが発表せられたが，会議の性格上，成果に具体性を持

ったものはなかっ たようだ。 しかし，建築から見て都市計画を改めて 重

視する議論が多かっ たと のことであるが，これは|時宜を得たもの といっ

てよい。

次に国辿の都 市計画調査団が， 阪神，京浜，北海道を調査 して，わが

凶の広域計画に示唆を与え たことだ。 これは，昭和33年に国連 と，エカ

フェの主似でアジア地域の広域計画のゼミナ ーノレが東京でf J Bかれた際 tこ

京浜地域には首都圏整備法があり， 阪神間には， 阪神都市協議 会，大阪

市隣接都市協議会という地域計画の母体があるのに興味が持たれ， これ

らに対して，国連から技術援助を行なってはどうか，これは駆東アジア

後進国に対しての モデノレケースにもなるという ので，実行されたものだ

とい う。公式には阪神地域を対象とした のだが，京浜，北海道もついで

に加えられたと の ことだった。国連の団民は 6 人， 国連社会局次長ワイ

ズマシ氏を団長にき都市計画，地理学，行政学，公企業等の専門家数名

で，これに対しては日本側の委員会は，地.El ，経済，農業， 社会学，都市

計画， i l J 1 . 方行政等の専門家 11 人で協力した。 日本での調査がわずか40 日

ほどでは大き な期待をかける のは無理だが，それでもある程度の示唆と
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方向を残したことは，注目すべきだといわれている 。問題を大き くわけ

ると，土地利用，交通運輸， 7]( ，住居となり，今後 1. 5年ないし 2年のう

ちに交互に連絡しながら計画を完了したいとのことである 。要するに，

たとえば尼崎，西宮，芦屋は神戸よりも大阪に深い関係を持っているに

かかわらず，兵庫県の管轄下でそれぞれの都市別に計画を立てている。

道路にし ても，迎立工中にしても ，水の問題にしても各都市聞に共通し

た計画がない。そこでこれらに対して綜合的な計画を立てようという の

が今度の目的なのである 。建築家は個々の建築のデずイシには実によく

情熱を傾ける 。 しかるに者1n1i 計画に対して近年iは比較的冷淡であるよう

である 。大正 9 年建築基準法の前身である市街地建築物法が公布せられ

た前後の建築家は都市計画をリ ー ドしたも のだ。日本の都市の多くが戦

災復興をせねばならぬ こんにちは. またと得 られぬ都市計画の好機であ

る。世界デグイ y 会議で都市計画が l叫ばれたり，国連調査団によって都

市計画が刺激されたことはまことに結構である 。

更に国内的にみると. 広域都市建設要綱案というのが，五J ! ; 設省で検:i .，J

せられている 。 これは辺路. 河川，ダム，住宅，上下水道，都市計百!な

ど，公共事業を総合的に椛進するため，各地域別に有機的な関辿性を隊

保せんとするものである 。そして首都は別途考慮して，京浜. 11-1京. 北

九州の大都市地域 と，これに隣接する都市を特別広域都市圏として取扱

い，その他これに準じた地域もこれに準じて取りあっかおうという ので

ある 。なお，最近問題になっている地価高と宅地入手難に対処するため

に. 建設省が宅地開発法案と宅地造成基準法案とを考えているとのこと

である 。前者は建設大 lUの指定する宅地開発地域内では地/ 王公共同体，

日本住宅公団その他に土地の先買権，収用 ｾｴ を認めること等を規定し，

後者は宅地造成の最低基準を定める等のものだとのこと である 。 これら

の法案は建設省がさきに 10ヶ年 1，000 万戸住宅建設の計画を発表 しなが

ら，土地価格の値上りで宅地が思うように入手できぬのに阿って いる状

況にかんがみて考えられているようである 。

最後に，昭和35年に本会ではじめて試みたことがらにつし、て触れてお

こう 。そのーはテレビ放送であり，これは 「建築の広場」 と題して毎日

I @円の 11 時から 20分間，毎 U 放送で昨年 5 )j  から 11 月にわた り27田政送

したもので，昨年のス ポンナ ーは大阪窯業セメ シ 仁 東洋 リノリューム

I l 本板硝子の三社であった。そのこは海外視察団をまとめて欧米に送り

出したことである 。総勢 12;;g
1ヲそれに u本交通公社から 1 名が附さそい

10}:j 12 日に羽田発， 11 }j 2 HI羽田州活， 46 仁l 問で 9 ヶ国 22ケ都 dj を祝

祭してさた。この両企画は今年も続けられたら結構だと思っている 。

要する に，日本の建築界は世界的視野に入り ー園内的にはいよいよ E

視されてき たという べく，今年も多忙なこと と思われる 。会員各位はま

すます健康で一層の活断! をせられん こと を矧待する次第である 。

(^在者 本会会長 日建設計工必K K会良)
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1. 東 ホ ー ル

2. 西 ホ ー ル

3. 事 務 室

4. 会 磁 室

5. 日 本 間

6. 食 堂

7. 厨 房

8. 機 械 室

9. 衛 生 管 理 室

10. 応 接 室

11. 配 腿 室

12. 電 池 室

13. 浴 室

14. 便 所

5 階

1. 東 ホ ー ル

2. 西 ホ ー ル

3. 会 議 室

4. 機 械 室

5. 事 務 室

6. 支 盾 長 室

7. 特 別 室

8. 談 話 室

9. 用 務 只 室

10. 湯 沸 室

11. 電 話 交 換 室

12. 便 所



d 階

1. * ホ ー ル

2. 酉 ホ ー ル

3. 事 務 室

4. 機 械 室

5. 屋 上

6. 会 磁 室

7. エ レ ベ ー タ

機 械 室

8. 応 接 室

9.  !J イ プ 蛮

10. 便 所
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8 階

l. m ホ ー ル

2. 西 ホ ー ル

3 事 務 室

4. 機 械 室

5. 診 療 所

6. Ｚ ｾ蛍

7. ピル管理事務室

8. 休 恕 当 証

弘 前 室

10. 役 貝 室

11. 会 議 室

12. 電 話 交 換 室

13. 便 所

階

ル

ル

室

堂

屍

室

抜

室

所

一一

務

械

茶
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• 

7 階

大 阪 宮 士 ピ ル 平 面 図
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屋 I 階 1. 西 ホ ー ル

2. 機 械 室

3. 昼 上

十¥

10. 000 

冷 却 港 ホ4・ 無 線塔 ー一・

nr… ーノ イ 入--1i ;k--A  r  
4. 300 4'，500 

Ln - Tt t r  J C_i '  1 .u...J :  エレ ベー ター機械室 ・水槽、

3.500 

!  俄 械宣 !  機械室 ・変電室

匹二二二

.・ ・ Ｎ 変電室 ・エ レベｾ 一 機械室 、一、
， ＴＮＮｾ ｧ ｏ＠

ー

3. 200 
152. 1∞ 

.  磁械室

39cr--3•360 
事務 室

ｉＭ ｉｾｫ＠
3.4∞ 

事 務 室

3.4凹
事務 室

3. 4bo 
事 務 室

31 00。3 J 。凹

事 務 室

3.41凹

事 務 室

事車
l寓

I  
銀 行営難室

G，L. 
G し

3. 6po.  

E  車路 車 庫

3. 600 

駐 車 場

「
1  

4.5∞ 
変 電 室

特高園変 電 室
健 室

2.400  
置 • 

800 
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7. 一 階 営 業 室

8. 貴 賓 室 ( 2 階〉

天 井 桜 ベ ニ ヤ

蛍 . ウオー ルナ γ ト，ギ)i 貼り

W : アスタイル下地，カーペ γ ト敷

9. 支 底 畏 室 ( 1 階)

天井 シナベ ニヤ下地，イli 貼り

笠 チーク

床 7 スタイル下地，カーペッ ト敷

施 工 者 の こ と ば

K K竹中工務 底 武 田 健 一

E の現場を担当するに当って ，わたくしどもがとった

施工計画は ，安全的には) ，¥礎工司f I ζ ウェ ー トをおき ，工

期的 ICは笹体工IJ1IC ウェートをおいて，仕上げ工事 IC余

絡をとるように考えました。

とうして組んだ施工工程計画が昨年 9 月頃の鉄鋼ス ト

のため鋼材の搬入がおくれて，値 I，j:鉄筋工郁の竣工が予

定より l 月半おくれてしまったのは誤算でした。

ひとくちにいって ， ζ のピルは新しい胞工計画という

ものはとっておりません。 それは ，絶対安全をモッ トー

にして ，従来から研究されたユ法を! ) ' ( 1 fi IC間違いなくと

なしていくとと IC努めたからです。 とくに越礎には念を

入れました。たとえばウエルポイントで必礎地盤を乾燥

状態にしたので， 後々の工事も rJ 1 制に進められました

し， また御堂筋の路盤沈下を紡ぐために ，土留め工法は

とくに万全を期1 . " 三段の支保工を全部鉄筋コンクリ ー

トでやった乙とは良かったと思います。

いま ，ふりかえってみて . - - l I ' i 芯しかったのは. 外 ・

内装の {J; 上工事です。ひとつは躯体工事でおくれた工Jij J

のしわょせが. L ζ I c W' j" した E ともありますが. 37段

9.  100m
2

の外装稲田石を 3 カ月半の工血lで強りおわらね

ばな らなかうた E と，また内部では ，仕上げ材 IC極力乾

式材料を使うよう設計 されていたので ，工場寸法と ，現

場寸法の誤差をとう調整するかという ζ とも大きな問題

でした。たとえば工場製品の寸法は ， わずか 1 ミリてい

どの誤涯で作られてきても ，現場寸法では ，それ以上の

ｾ去をまま生ずるものであります 。 そのう え ， 工場生産

によるi j ! 策仕上 げ朋材は ，尺n材で取材がれーられていま

すが，設計基準寸法はメ ート ル法になっています。 ζ ん

な場合， 材料の取り合せにも問題があるように思いま

す。こうした点 IC苦心がありました 。

: ! J l : 計者ならびに隣の興銀ピルの胞工者大林組の皆さん

7. 

8. 

には ，いろいろど協力いただいた乙とを感謝します。 9.
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崎t

ポ: む有 効 数 字 3 桁

構造 iWf，[ 書ちJ主々有効数字を 5 桁も 6 桁も出している

のを見受ける乙とがある 。いかにも精密な計算のように

見えるが，果 してそうであろうか。

もし有効数字の 3 桁呂を 4 捨 5 入する乙とを 3 回お乙

な っ て出る 誤差 は Ｑ 固に Ｒ ｾ ちと し て ， 1. 02 x  1. 02 x  1. 02 

==; 1. 07すなわち 7 96 となるが，乙れはよどほ巡の悪い時

で，たいていは 2 - 3  96 ぐらいのものであろう 。建物全

体についていえば，+ とーの誤差が相殺するか らさらに

条件がよくなるはずである 。

乙の程度の誤差は ，構造計算そのものが色々 の仮定の

上に立 って行なっ ているととを考えれば，まったく 問題

にな らない。

そう考えると有効数字 3 桁以上出す乙とは計算者の自

己満足以外の何物でもないよ うである 。

数字を多くあつか う1!l t 0、l床な労力をはぶいて ，もっと

椴本的な椛造上の問題に芯; を用いるのが，構造設計者の

本当のあり方であろう。 ( Ks)

俗 流 巨 匠 観

コノレ ピュジェの建築は図面，写真，模型などの間接的

手段でしか触れることができないのが残念だが ， Iへブ

ライ 語」 の建築といわれる ，その難解さ をいたずらに神

秘化して ，盲目的模倣 lζ おちいる傾向が多いようだ。

と乙ろで，マ ノレセ ーユやベノレリンのユニテだが，なぜ

あの広々とした緑地iζ 人閣の巣をギ ッν リ詰め 乙んだ建

築にする必要があ るのだろう 。メゾネ ッ トタイプの住居

のなかを縫う 気送管のような中廊下一ー のどかな立ち話

風景を想像できない。屋上の遊園にわずかに息ぬきを感

じるが，子供の姿も思いなしか巨匠のモ デ ュローノレの添

物にされているようだ。あのJ ' ; ; : ! 続からい って， ピロ ッテ

ィというすそまくり建築で大地から逃げ出すほどでもな

さそうだ。またチ ャンデ ィガ ーノレのMfr 大さと 美 しさには

感嘆するが，市民の住居がどとにも表現されていないの

はどうしたわけだろう 。 (TM)

- 回 彊 墨 田l
| 日 5 0 音 順 : 木 田 幸 夫 国 代 正 白 山 田 勝 成 和 田 晋 瓦I
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『造 形 計 画 に 時 間 を』

ある斜院。uζ 日本人は，平行，水平， ｾｈ ｩＧｉの他 ｬ 乙，柔ら

かい Ill ltJi! を愛する 。それ らを生かす ζ とが， 日本の建築

家の一つの任務だろうと …・ ー・... 。

だがどうしたととか，建築 lζ は，水平，霊u' l の構図ば

かりが氾濫していて ，IllltJ i ! の美 しさが あまりにもかえり

みられていないということは一体どうした乙とだろう 。

総築家がT 定規の生活に抵抗を感じなくな ったからだろ

うか。あまりにも「造形J K 与えられる時間が少なすぎ

るのではないだろうか。設計計画 lζ 対する資料やデテ イ

ノレは ，乙んにち非常に安易に ， しかも 許制なものが入手

できるし ，椛iiE計画 ・設備計画も 一段 と前進してきてい

るので，そのiii iでは設計期間の短縮は可能である 。 もち

ろん図而化は問題外だ。後 lζ 残 ったも っとも 大きな問題

である造形 ｬζ 対しては ，できるだ けの時間をＺＡｩ ｲｊｾＱ てるべ

きである 。そして造形の美 しさを傑求せねばならない。

現代における処築の生命はそれに尽きる 。 (h )

( 本号と次号は上記の新しい執録者 1<: 担当し てもらいます)

建 築 家 と P. R.  

いまどき ，ζ のような言葉を口にするのは ，なんだか

お古いことのような気がずるが，現笑にせ っかくの依頼

を受けながら ，充分な設計能力を発事Ti しえない乙と の多

いのは なぜだろうか。

もちろん，乙れにはさまさ、まの問題が含まれているだ

ろうが，設計以前 lζ 解決されるべき重大な乙とを怠つて

はいないだろうか。 市場の商品を良うには行き応いた

P . R  によ って一般の人々に充分な選択の場を与えられ

ているが，生活! こ強大な支配 ] J を干l する建築ではどうだ

ろうか。註文主が設計者の作風にまで立入 って事前 lζ 選

択する綴会はほとんどないとい ってもよい。乙れで設計

1(. 満足な結果を期待することがすでにおかしい。どんな

要求にも応じますと いうごとき質 的詐欺行為や，孤高を

極めて納得のいかぬ設計を重ねているよりも ，われわれ

はもっと一般に迎解される方法で設計の立場を切らかに

し，事前にその所信と持ち味を知 ってもらうよう務めね

ばならない 。そしてそれを通じ充分な批判 と選択の; 場を

提供し，また知識の啓;去に当るとと乙そ急務である 。

(Ws)  
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アイデアを求めるアンケート

各産業にわた って，オートメーシ ョンの導入，エネルギー革命などに

ともな って，技術革新が叫ばれている折柄，建築の設計，構造，施工.

材料，設備，都市計画の各分野においても，そうしたオートメやエネル

ギー革命などの技術革新にこたえて，新しい形態，新しい機能を産みだ

すアイデア ( イメージ) を考えておられることと存じます。

つきましては，どの分野のどんな形，方法でも結構ですから， しかる

べきアイデア ( イメージ) を披・遅いただければ掌いに存じます。ご参考

までに下記に駄交を添えましたが，ひとつの分野についてのべていただ

いても結構ですし，これら以外のことでも結構です。字数は制限しませ

ん。短かくても結構です。

1  .  設計図面をつくるとき， トレシングペーパーに鉛筆で書いて青図を

つく っていますが，これらの方法に，もっと迅速な，もっと革新的な

ものが考えられはしないでし ょうか。たとえば電子写真の利用など。

2.  構造計算に，電子計算機など使われると，どのような利点が生まれ

てくるでし ょうか。また，その計算方法を設計にとり入れるのに新工

夫はないでしょうか。

3  施工工期のスピードア ップにともない. 新施工法や現場のちょっと

した工夫など採用されていますが，近い将来，何かその方面で革新的

なものが考えられないでしょうか。たとえば，高周波ボーリング，プ

ラズマの採用，毛ノレール方式の導入など。

4  最近，プラスチックや軽量骨材などの建材が沢山でできましたが，

近い将来，t.ことえば10年后の建材にはどんなものが出現するでしょう

か。

5. 設備の分野で蛍光体による壁式照明，電子冷房，ヱアー輸送機など

も考えられていますが，このように建築設備の面で近い将来，どのよ

うなものが現われてくるでし ょうか。

6.  新しい都市計画においても， 自動車の発進，高層建築の発展にとも

ない，近い将来どのような形態が考えられますか。たとえば，ヘリポ

ートの利用. コンベアシステムの道路など。また塔状都市のような速

い将来のイメージでなしに現在の技術で考えられる形での都市のあり

方なと。
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• i 公

11' 11.) 

吾 ふ

白岡

乙のたアイデアを求めるミ特集(

正月号) の企画は， 会員諸賢の奇抜

にしてユーモアあふれるアイデアを

誌面 lζ 満載して，屠首長気分の読者l乙

楽んでもらい，またわれわれ編集子

も年末の繁忙j切に，編集の厄介な仕

事からのがれられるというなかなか

要領のよいアイデアから起されもの

であった。

しかし，そう筋普通りにことは迩

ばず，集まったアンケ ート の解答を

前κ してわれわれは， 乙れは多少ア

イデア倒れだったわし ・と気がつい

た。それというのも，アンケ ート の

主旨を充分に徹底させなかったと

と，内容を，たんに技術革新の問題

のみに止めずに，現代建築に関する

広汎なテー 7 1 C拡張しておかなかっ

た乙と等が起因し，解答の内容がひ

じように片寄ってしまったからであ

る。内容をさらに充実して，躍進を

遂げようとすると建築と社会ミ 1961

年新年号の面子にかけても，なんと

かしなければというわけで，年の瀬

のあわただしいなかで，事! t いアイデ

アをむりやりにしぼって，あえて蛇

足をつけ加える破自におちいったし

だいである。

( アンケ ー トを一応「設計J ， i施

工 ・材料 ・生産方式J i 設備J i 都

市計画J の 4 つの部門に分けて組ん

で，それぞれの部門のあとに蛇足を

つけた。 4 つの部門に入らないもの

は「その他J K. 入れた。)

x  x  x  x  

ニュートンが，りんどの木から落

ちるのをみて，はたと万有引力の法
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則を発見したという話を聞かされて

いるが，やはり 良いアイデアとい

うものは，絶えずそれを求めていて

も，何かきっかけがないとなかなか

思いつかないものである。それと同

時lζ 肝心なのは， おちついて考 えら

れる環境である。昼間製図机に lill っ

ているさいには，ちょっ と考えださ

ないようなグッドアデアも，知って

一風月浴びている H与などにフット考

えつく ーーとし、ったようなことは，

われわれも日常経験すると乙ろであ

る。

さて神武以来か岩戸以来か知ら な

いが，建築ブームの続く乙とすでに

数年，いまや建築家( 屋 ? ) と名のつ

くものは末の末にいたるまで仕事に

追いまくられている。アンケートを

お願いした皆さまも，おそらくど他

聞に洩れずに，充分アイデアを絞る

余裕が無かったものと思う。むしろ

アイデアはあっても，それを発表し

実行に移すいとまがないというのが

現実の姿かも知れない。

昨今はま さに アイデアの時代であ

る。 i アイデアは身を助 く」で，何

事lζ よらずアイデア万能の世のな

か。株で一世代築 く乙とは困難にな

ったが，大した発明でもしょうもの

なら，特許料だけで一生遊んで務せ

ると，アイデア ・マンにとってはま

乙とに結構など時世である。されば

乙そ「アイデアをただで売れとは何

事ぞ」というお叱りも受けるのであ

る。

m寝技術者であるわれわれもま

た，短かい設計期間 lζ 悩まされ，短

かい工1切に さいな まされているから

には，乙れの解決に対して何等かの
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アイデアを待合せていないはずはな

いのそれを方 々の設計室や，現場や

学校や，役所等からアンケートして

並べてみたら，何がしかの未来 lζ 対

する指針が浮彫りにされるのではな

いか。少なくとも，現在の建築界の

一断固が露呈されるのではないか。

というのが乙のアンケー卜の主要な

ねらいであったわけだ。

解答をまとめてみると ，前lこもお

乙とわりしたように. 焦点を技術革

新にするアイデア lζ しぼったため

に，乙れ等からは建築全般 [ζ わたる

未来像は浮び上 ってこなかったが，

われわれ建築屋の，現在の悩みが何

であるかという点について，一応の

結果がでたものと思う。

大体建築産業ほどオートメのコン

ベアーに乗りにくい産業はない。l J i i l

方ひとつにしてもパワ ーショベルは

建築現場の間尺lζ 合わず，最後は土

方が総出でやんやらさと掘起さなけ

ればならぬ。生コンクリ ー トが利用

できるように なっても高層の建物に

打込む時には鳶のお世話にならねば

ならぬ。万事乙の調子で，近代とがj

近代とが必要やむなく無恰好な状態

で結合されているのである。乙うい

う風lζ ，近代産業からみれば，特殊

な形態の上でゼネコンなる企業が成

立している。そして現場単位で利潤

を上げてゆくゼネコン企業では，現

在のと乙ろ，これ以上のオートメ化

は困難なようだ。

乙乙で注意しなければならぬ乙と

は，最近大資本を擁する重工業界や

不動産業界がその資本力 lこ物をいわ

せて，建築生産の近代化lζ 一歩を踏

みだそうとしている乙とだ。現在は

乙れ等大資本とゼネコンが，ある系

列にしたがって直結し司ゼネコ ンは

労力すなわち各下諮業者，機械設備

すなわち各設備業者，材料すなわち

各材料メーカーをプールしていて

各現場単位に乙れ等をアツセンブリ

ーしてゆくシステムであるが，強大

資木が動 くと なれば， うI ' i 力，機械設

11111. 材料κ わたる巨大なアツセ ンブ

リーラインをまづ造り上げ. いかな

る建築の需要にも応える体勢を整え

るであろう。

些細ではあるが，乙の傾向のひと

つの現象として筏f i J : 鉄骨ハウスのブ

ームを取りあげる乙とができる。乙

れは製造過剰気味の軽量型鋼を，も

っとも市場を開拓しやすい小住宅の

マスプロで消化しよというアイデア

から ，端を発したものである。 プラ

スチック産業も乙んにちで乙そ，ま

だまだ主要な役割は演じていないが

まもなくアッ センブリ ーラ インの強

力なメンパーとして登場してくるで

あろう。

20世紀後半は，近代人の到のな

かに，どっさりと詰め込まれていた

アイデアが，強力な資本の助けをか

りで，現実の姿となっ て現われてく

る時代である。前近代の尾憾骨を引

きついている建築界も，大き く揺

さぶられて，成長してゆ く乙とであ

ろう 。1961年の年頭に在って. われ

われ建築技術者も技術革新の放に呑

み込まれないよう，ひとつ新しい建

築の在り方について，大いにアイデ

アをだしあう必要を痛感してやまな

し、。

スケッテ . 荻 野 勉

漫 画 : 酒 井 賢 治
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設計のオートメ化
岡 田 光 正

「設計のオー トメ化なんていうのは殺だ。そんなことを

すれば，イ危達はメシの食い上げになるのではないか」と

i1 ! : の設計者の方々にお乙られそうである。しかし「図面

をJt] 口K 聞に合わすのが，せいいっぱいで， じっくり考

えている余裕はとてもない」という戸を聞く ζ とが多い

につけ，つい，何とかならないものかと考えるのは，*

者だけではないと恩う。 r設計のオートメ化は，いかに

して可能であるか」以下は，との問いに答えようとする

ものであるが，幸か不幸か，いまだ「アイデア」の段階

で，実現の可能性については，保証の限りではない。

オートメ化の方針

よい設計とは，あたえられた設計条件，つまり敷地，

予算，使用目的などに対して，一般には無数に存在する

解答のなかから ，最適，最良のものを選びだす乙とにほ

かならない。だが，一口 K 設計といっても . プラニング

から ， 構造設計¥設備設計なども含み， ドラフティン

グ， 仕様舎の作成にいたるまで，各部門，各段階があ

り，すべて，高度の知的活動を必要とする。

したがって，設計条件から出発して，最終的な現寸図

の作成までを一挙にやって くれるような，そんな虫のよ

い機械は，いくら電子頭脳が発達したとしても，至難の

乙とである。かり κ できたとしても，そう なれば，すべ

ての設計技術者は路頭K 迷う乙とになるから，社会正義

の上からいっても ，そのような乙とは，なすべきではな

し、。

しかも，建築の設計には，一般にデザインと呼ばれる

ような，数量的な価値判断を組越したものが含まれてい

る。したがって，オートメ化は設計の各郎門，各段階ご

とにお乙なえばよいわけで，その聞に，多少の任意的な

判断のはいる余地を残しておいた方がよい乙とになる。

プラニングのオートメ化

予算，敷地，所要室，使用条件などを与えてやれば，

それらのすべてを満足する最適のプランが，自動的にで

て くるような，システムを確立しなければならなし、。

機能や条件の簡単な場合は，何も特別の方法によら

な くてもプラニングは容易であるが，病院とか，ある極

の工場などのように，条件が複雑すぎて，最良のプラン

をみだすためには，手間と i時聞がかかり過ぎる羽合には

大いに役立つ ζ とが期待される。

そのシステムは，各室の面積や所要条件，各室相互の

結びつきの程度，函松配分，柱配置， I特数， J . ' [ 面構成の

ための条件などを，高E々組み合わせて，そのなかから当

初の条件に合うものを選びだすという，はたらさをする

ものでなければならない。

乙のようなシステムは， { 9 1 ] のオペレーションズ ・リサ

ーチ，とく K そのなかのプログラミングの方法などを取

り入れる乙とによって，可能であるが，実用上は，電子

計算機の使用を前提とする。

しかし，プランをつくるという乙とだけを目的とする

ものであれば，かならずしも，万能的な計算能力はいら

ないから，比較的安く造る乙とができるであろう。

構造と設備の設計

設計; 過程のなかでは，オートメ化のもっとも容易な郎

門であると恩われる。というのはいずれも一定の方針を

立てたあとは. 計算を遂行するだけであるから . m子計

算機を利用し，あるいは，そのための単能計算機を組み

立てる乙とは，比較的容易であろう。

ドラフテ ィングのオートメ化

設計作業のうちで，もっとも多くの時間を占めながら

もっともオートメ 化の困難なのが，乙の最後の段階であ

る。しかも，デザインと直結するだけに，乙の仕事を完

全に自動化する乙とは不可能であり，また，なすべきで

はない。

可能な乙とは，考えられるすべての細部，すべての収

まりを，集大成した標準カタログをつくっておき，それ

を利用する方法である。利用の仕方はふたつあって，そ

のひとつは，出版されたカタログを設計者も施工者もつ

ねに座右に備え，設計図書には，建物の各組l部について

カタログ番号を指示するに止める，という方法である。

標準カタロクーにない特殊な設計については，むろん特記

図面が必要なわけで，現在，すでに常用されている標準

仕様替と特設仕様替の関係、のような乙とになろう。

カタログは相当大部なものと なり，当然高価なものと

なるであろうが，長い眼でみれば，スピードアップによ

る設計コストの低減の方が大きいから，充分ペイされる

はずである。なお，聞くと乙ろ ICよれば，乙の方法は，

すでに米国などでは一般化 されているといわれる。

カタログ利用のいまひとつの方法は進歩した複写技術

の適用によって可能となる方法である。つまり，カタロ

グから必要なととろを自由に選びだして， コピーを取り

数多くのコピーをモンタ ージユする乙とによって，図面

を構成する方法である。そのため，カタログの図面は縮

尺や，形式を統一しておかねばならない。モンタージュ

ーしてできた図面は，さらに一部修正したり，書きたし

たりして，完全な原図として完成される。これから第二

原図をとれば，青写真による焼増しも簡単にできる。

上記いずれの方法によるとしても，標準カタログの使

用は，それによる部品の生産をうながし，ｾ築施工の工

場生産化を推進する ζ とになる。つまり，設計のオート

メ化は. 生産のオートメ化 lζ つながるという，大変に結

構な結論がでたわけでーある。
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電子現像式のドラフト 河 合 正 一

製図は描く者乙そその苦労を知るである。所詮，オリ

ジナ J レなものは，すべて戸iJ l Cよらず，われわれの生の手

の動 きから発するし， 乙れを拾て ようとする必要はな

い。しかし製図には，一方機械的な繰返し作業があり ，

また頭のひらめき，乙乙ろみる13欲の方がスピードが早

く，省いたり消したりするのが，まだるつ乙しい場合も

随分ある。 ドラフティ ング ・マシンもまだ幼稚である。

次のアイデアは実現可能なもののひとつであろう。

白紙または卜レペをある台の上lζ 固定する。デザイナ

ーは，その紙上の任意の一点を特殊鉄乍のようなもので

ポイ ン ト・タッチする。一方線の太さのセレクター，線

方位のセレ ク宇一( さし当つ ては直交 X，Y のみでもよ

い) . 所主E以外の線を消す装置( すべて乙れはタッチ ・

システノ、) を操作しながら. 図面の上に鉄市を触れると

あら不思議，総が好みの方向l乙，好みの太さでするする

と{F11ぴ，不必、袋な 領域をサッとなでるとたちまち消え

る， しかも交る線を交点で消すことはない。乙れは電子

現像式のシステムを開発すれば， 十分可能な乙とであ

。。

ill l線に対しては次のよう なものも できるであろう。任

意の点をプロットする。あるいはスケッチ風の，ラフな

数本のカ ーヴを描 く。ボタンを拘lすと最小ニ釆法的な，

乙れ らをまとめる 1 本の実曲線に変る。

争

簡単な模型の作成法 木 村 喬 夫

設計のスケッチの段階においてアイデアのl吟味を行な

うのに，模型を作成して検討するのが，もっとも良い方

法であるが，現在の模型作成法は材料においても，加工

技術に おいても ，ひ じような労)] を裂するので，なかな

か簡単にはでき ない。

プラス チックと接着剤の最近の進歩は，かならずや近

い将来，誰でもがひじように簡単に模型を作り得るよう

になると，考えられ，その日を待望している。

.. 

模型による構造計画の検討

および計算の簡略化 木 村 喬 夫

古i]述の模型作成法と関連して くるのであるが，精巧な

模型を簡略に作り得る乙とになれば，たとえばプラスチ

ック等の抑制iを利用して，模型lζ 荷重をかける乙とによ

り，構造計画の正否の検討を立ちど乙ろに行ないうるし

また計画を利用することにより ，柱， 梁各郎の応、j ] .を直

ちに読み取る乙とができるようになると恩、う。乙れが成

功すれば，今度はプラスチックを，鉄筋コンク リー卜な

り鉄' 同なりに，置 き扱えて，断面設計がすぐ行なえ忍と

いう風になる乙とが考えられる。

.. 

毛 ン タ ー ジ ユ 映 写 機 犬 束 徳 郎

円分が拙いた設計が，実物ではどんな感 じに なるの

か，その外観や室内の状況を指定した形状や材料の とお

り，映写機の組合せを加減して一一人相写只のモンター

ジュのように一一立体感をだすためワイドスク リー ンに

写す装置があると，図面と実物の関係が早く正確に把握

できるようになるだろう。乙れは，大衆のための設計展

示 lζ も利用できるであろう。

.. 
透視図作成器 島 田 勝 次

設計図面の作成がいつも T 定規と三角定規を振りまわ

し，10年いや 100年1日の ごとくやっているのは，ま乙と

に能がない。 一般図と 仕上表をリコピーょうの図面作成

穏にかければ，すぐ図面が完成されてでて くるというア

イデアはちょっとトッピ過ぎるでしょうが，透視図だけ

でも，平面図と立面図 ・断面図または

展開図 [ζ 一定の視点を与えれば，透視

図が完成してでて くるという機械が出

現しないだろうか。そうすれば，建築

空間を設計の途中でいろいろとすぐ検

討でき て， よりよい建築がつくられる

《妥主b

ｾ三 ｲ ーーョ回

ミｾ

紫地になると思うのだが，そしてそれ

が一定視点ではなく，動く視点lζ 対し

でも. i i l i 続して透視図がえられるように

なると，ますますはっきりと処築の各

部がチエ γ クできてよいのだが・・ 一。

A町、
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簡単に応力計算を 力 武 利 夫

現在の構造a-I・3干のやり方であるが，次から次へとまっ

たく同じようなま| 釘Jζ はうんざりする乙ともある。それ

で黒いガラス板に計算するラーメン架桝をはめ込めば，

鉛直荷重時と水平荷重時の応力が自の浪淡で各所応力が

I直ちにしめされるとする。乙れをわれわれは特殊な装置

で，応力 IL換算し鉄筋の計算ができるようにするわけで

ある。塑性理論が進み，又リミットデサ、インの考えを入

れていけば，あるていど現在のような剛比の考え方は否

定されて，もっと自由度が大きくなるに逃いない。そし

てたんに架織を上述のｾＪ具にはめ込むだけで， ｩｪｬｾｴ 生波の

縞自のどときものがでて応力状態がはっきりすれば，現

在より更に合理的な配筋も可能となるだろう。 上記の器

具は，とくにシャーレとか折版構造とか，H .P シエ J レ等

にはまことに威力を発揮する。現在のごとき労力をつか

わずに簡単に応力がやj り，とくに困難な水平力作用時の

応力がでればどんなに愉快だろう。

4ら

ドライパー 1 本で建つ組立ハウス

三 川 栄 吉

素人でも， ドライバー 1 ; 本で家が姥つ。

早くこんな ｩ 時期 が来ないものか，百 貨 ｦ Ｎｳでも ， ｾ築会

社でも，ど乙でも住宅の組立セットを売 っている。パン

フレッ トにより，自分の好みの型を注火し， 即日 配達さ

れて，青写真を頼りに組立てて行く，家族の者に手伝っ

てもらい，自分の家がみるみる組立てられてゆく，乙ん

な楽しい乙とはない。

組立住宅は，現在でもいろいろと売りだされており，

世の需斐を満たしている。しかし，それはまだまだ試作

の段階であって完成されたものはなし特殊の例として

南極観測隊の組立ハウスがあるが，乙れも普及( 1' - ) なもの

ではない。乙れを早く，ぷ人がドライバー 1 本で簡単に

mつ組立住宅に持ってゆくにはどうしたら良いであろう

か。

... 

製図板のかどに金属を 倉 石 秀 夫

T 定規にかわるものが市販されていますが，まだ高価

です。製図板の T 定規の当る辺の角 lζ ，アルミ，ステン

レス等の金属をはめ込めば，木の反りによ る狂いや，す

べりもよくなると思います。 T 定規の方にも . 金属をそ

えれば，さらによくなるでしょう。

... 

アイデアを模型化する方法

佐 野 正 一

1  アイ デアが形つく られる過程で -

アイデアを簡単に絞型化する方法が，もっと進歩して

ほしいと思います。いまや紙や，木や粘土でこしらえて

いる方法では，手数とスピードの点で将来の用には不適

です。プラスティック系の材料で，加工後の熱処理また

は電気的処理で安定させる方法がありませんか。

現行の構造計算方式と電子計算機とはほとんど関係が

ありません。やはり特殊な計算方式を樹てて，それに適

した特殊な計算織を作 る必要があります。たとえば計算

する過程として，特殊な塗料で模型図を作り，乙れを電

気的な処理で解き，正解をだすために電子計算機( ある

いは電子の処理機) がそのカルキユレーションをやると

いうのなら考えられそうです。

2.  アイデアの実現化の過程で・一一

最大の問題は，骨と皮という建物でなく，商と点の建

物lζ 変るのではないかの問題。すなわちラーメン+ 内外

装材料ではなく，プラスティックスの可塑性を極度』ζ 生

か したあたら しい建築材料の誕生，それに函または点状

の照明，冷暖房設備。それには無機化学と有機化学の結

合という ，大難問が解決されておらねばなりませんし，

前掲どときは計算方法が案 出されて，構造力学の飛躍的

な進歩がなければ駄目です。

ー宅 同
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... 

エヤサポート建築 島 田 勝 次

とにかく ，建築は主力の上にあぐらをかいて建ってい

る。だからデザインも，その上にどっしりとおちついて

みたり，それK 抗してみせた りする。重力から解放され

て，新しい力で起物を支えるようにすれば，建築はまっ

たく異質 な展開をするだろう。

たとえば， 天: tn商より上階のスラブに強力な空気を

iIii KJ噴射して，その浮力と重力のバランスの上l乙主主物を

支えるような方式ができないだろうか。つまり気球のよ

うにである。そして空気の l噴射監を適当に調節して，固

定した土地から浮かび上って移動できれば， I ブラジ リ

ャ」も一夜のうちに完成するし， ｉ 海上自 ｾ ｉ 市 ｊＹＱ 設も恐

るに足らない。 妄言多謝

... 

大張間鉄骨構造 高 原 道 夫

A ) プ リストレスドスチーノレトラス

1  鉄筋またはケーフ勺レを利用して， トラスメンバー

lζ プリストレスを与え，予想荷重lζ 対する存在応力

を，できるだけ少なくする方法。ベルギーの航空機

格納倉に実例あり。

2  不，' fi' 定トラスに対して，温度低下による収納を利

用して所要部分にプリストレスを与える。すなわ

ち，あるていど高温にしたメンバーを最後に取付

け，その常温化 lζ ともなう収絡を利用して応力的 lζ

有利に導き，よって大張問構造! と利用する。

B  ) 浮揚力利用のトラス

空気中の特殊気体の浮協力を利用して， トラ スメン

ノミーを熊応力に近い状態にもってくる乙と! L よって，

超大張関 トラ スをたくらもうとするものであるけれ

ど，防燥，浮協力の大小，必j荷重あるいは JJ<平荷重に

対する安定性の問題多数あり。しかし， もし実現可能

となれば，野球場，競馬場等の大面積をなi う乙ともで

きそうである。

4ら

鉄殻コンクリート構造 河 合 正 一

構造手法としてやってみたいのは，鉄筋コンクリート

ICあらずして，車k殻コンクリート。すなわちノ、イテンシ

ョン鋼のスキンエフェクトを利用してコンクリー卜充填

構造とし，必! 梨なパイピングやダクトは構造休中』ζ 納め

一方仮枠を不変ーにする。乙れはすぐにも可能である。
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まと め・

設 計

建築設計の過程は計画 ・デザイン

という創造的な部分 と，それを図面

化，もしくは記号化する機械的な部

分か ら成立っている。前者は精神活

動すなわち形而上的なものであり，

後者はたんなる技術に過ぎない。

さて，技術革新の放が一層大きな

うねりと速度をもって，迫って乙ょ

うとしている 1961年を迎えるにあた

って，辿築設計という作業が，乙の

波の洗礼を受けて，どのような変貌

を遂げるか，ひじように興味のある

問題である。

アンケートの解答の多数は，やは

りあまりに手工業的であり過ぎる現

在のドラフテイングを，多少なりと

もオートメ化しよう とす るアイデ ィ

アであった。もっとも乙れ らのアイ

ディアは，現代科学の使児電子工学

の可能性lζ ，希望を託したダ物語lζ

近いものであるが，裏返してみれ

ば，設計家の最大の悩みが何である

かをあらわ していて面白い。

大企業の事務屋は「ユニパック 」

とか f l B MJ とかの強力なユニパー

サルビジネスマシンの出現で，年末

も涼しい顔をして余暇を楽しんでい

るのに，ひとり建築毘だけが年がら

年中製図板にかじりついて i 9  HJ  

の芯を切出小万でとがらし， 3， 4本

線を引いては，また紙やヤスリで鉛

銭を乙すって線を引く，といったま

だるつ乙しい乙 とをしなければなら

ないかと思うと，実際い らだた しい

思いがする。

元来線を引いて物の形を揃いた

り，字を書 くという乙とはひじよう

に単純な作業で，建築のドラ フテイ

ングも惰性でついそのままで，乙ん

にちまできてしまったのであろう。

アメリカの打上けγこスパイ衛星は幾

時間かかけて撮影した相手国の写真

を， 自国の基地上空を通過するわず

か数分の閣に，地上κ 送ってくれる

という。乙ういう超スピード，超能

率の時代1 ( ，ギ リシヤローマ 11寺代と

何 ら変る乙 とのない方法で，設計図

を描いたのでは，急速に成長してゆ

く経済の要求する性急な箭ｾ， ζ ， 建

築生産は応じてゆく乙 とができない

であろう。

アンケートの解答は抽象的に過ぎ

て，現状打開の ヒントになるような

ものがすくないのは， ひじように

残念であったが， ドラフテイングの

能率化については，各設計家の間

で，相当論議されているもの と思

つ。

音楽家は作曲というあの複雑K し

てヰ妙な: ttf 神活動の所産を，わずか

のね号を使って五線紙の上に，余す

と乙ろなく表明する。建築設計の内

容も，何か乙のような記号だけで，

施工者へ手渡せないものか。建築部

材のi財各化と大量生産』ζ 一口の長の

あるアメ リカでは，乙の「図面の記

号化」がかなり進行しているようで

ある。乙のよう な高度の記号化は，

図面を f l B MJ のような機械で，生

産する可能性も約束するように思わ

れる。

話は建築設計の技術的な郎分，す

なわちドラフティングのオートメイ

ション化の問題が先に な って終った

が，設計の本質である計図，デザイ

ンは今後どのよう κ 変質してゆくで

あろうか。乙れは今後の建築家の使

命と絡みあった難しい問題である。

構造技術の発達，新建材の止ると

乙ろを知らない発掘，建築の設備化

の進行，需要家のますます被維にし

て精密な要求，乙れらの傾向が増大

するにつれて， ｾｈ 誌の企画デザイン

を一人のアーキテクトの才能で，カ
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ノ《ーすることは不可能になってくる の目をみているが，近い将来には現

のではなし、かという見解が，最近有 在のままの形態では，存続を許され

力になってきている。ちょう ど機械 な くなるであろう。

の生産工程の ように需要家の倒IJ で， しかし，機械文明 lζ 人間的な秩序

用Zまされたデータ ーにも とづいて企 と，生の喜びを与える役割を果すべ

函が決定し，デザインは生産の一工 き建築家が，乙のような没落を遂げ

程 1(. 過ぎず，建築家は 乙の与えられ るという乙 とは，人類の将来に とっ

た範囲内でデザインする乙としか， てまことに不幸な乙とといわねばな

まかさ れない ように なるのではない るまし、。

かという 危恨である。 建築家は，乙の霊安な使命を自 i、よ

乙のよ うな技術革新の波に押しっ し，固 まぐるしく変化してゆく社

ぶさ れた建築家の，未来の姿を偲像 会， 広大な分野で述鎖的 l乙起る技術

する乙 とは，われわれ建築家自身に 革新に対処し，それ らの主主主権を握

とって，決して喜ばしい乙 とでは な る乙 とに努力しなければならぬ。そ

い。 1961年という時点にあって，わ れκ は，乙んにち建築界のあらゆる

れわれ建築家はいかにして乙の問題 場で現代文明の矛盾 lζ 悩み，建築生

lζ 対処してゆくかという乙とに乙 庄の非近代性 lζ ，なかば絶望感を抱

そ，全建築家のアイディアは |可け ら さつつも， JH(. 時代の要求 lζ 応じた

れなけれ ば な ら な い。ｾ主ｾを社会 ｬζ 送りだすことに心の粧

大企業，官公庁の組織に従属して をみいだしている一人一人の述築家

いる丈t築家は，現在でもすでに多少 の現状打開 lζ 関する良きアイディア

ともこの傾向の歪みを受け ており， の結集が，ぜひとも必9 J i である。

また民 間の宋細な設計す ｉ 務所も，ｾ 乙のよう な努力が結実して，建築

築生必のオートメ化が，完全に軌道 の黄金時代が到来するかどう か。

l乙采っていない乙んにちで乙そ，陽
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• 
施工面から…

土に密接したものと，土に拘束される度合の

少ないもの

谷 口 倫 武

「アイデアを求む」の ど要求にはそいませんが，ただ，

乙うなればよいと考える具体性のない夢を，胞工者の立

場か ら描いてみたいと思います。

建築の胞工はふたつの性格の異なる裂求からなりたっ

ています。土木工事，基礎工事のように，その構造物の

つく られる土地に密着したものと，主体工事，仕上工事

のように，土地に拘束される度合の極めて少ないもので

す。乙の両者によって進歩の方向と迷度とが異なるのは

当然です。

後者は土建業以外の，一般産業と同じ方向 lζ 進むべき

で，従来の特殊性は次第K 除去されねばなりません。造

船と同綴1 ( ，建築は迩搬可能な，最大限のユニットにま

とめて工場生産し，現場の仕事はその接続部の施工κ の

み限るべきです。施工が容易で，金属』ζ 優る強度を発揮

し， しかも安価な接着斉IJ の出現によって，その方向への

進出は急速化されるでしょう。組積式は，耐銭的でない

という考え方は，乙れによってー拐されます。建築工事

の大部分が天候に左右されない ζ ととなると，工事はひ

じように苦|固化 され，労務者は，はじめて完全に定期的

な休日がとれるようになります。

しかし，前者，すなわち，土に密着した仕事は，そう

簡単にいきません。敷地どと ( C，土質は千差万別であ

り，あらゆる土質K 適用して， しかも経済的な工作は，

ひとつにしぼれないでしょう。土質調査の重要性は，な

かなか消失しないと考えられます。さて，あらゆる土質

には適mできないかもしれませんが，次のような工法は

ないでしょうか。最近，7 ) < . による採炭法が注目されてい

ますが，強圧力でふきだす粘土Ｊｾ与によって，敷 地周辺

に巾の極めてせまい講を穿ち，注入できる高強度の合成

樹脂液で，粘土水を置換し，この樹脂墜を土樹墜として

内部を無支保工で機械掘さくできたら，土工事はひじよ

うに簡単になります。もちろん ， 天候の ｴｾ ｐＮＡＡＭは多少うけ

ましょうが，問題にな らないていどでしょう。高熱であ

らゆる土砂を熔融する熱噴射機で，敷地周辺にうすい熔

岩壁を土中構成する方法でもよいと思いますが，乙の方

が実現への道は速いように考えます。

• 
土留のない工法

力 武 利 夫

建築の工場生産という形は，オートメーションの進歩

にともない，必然ＨＱＧ ｾＱζ 進んでいく ζ とはまちがいないと

しても，現窃作業を無くする乙とは，いかに技術の進歩

があっても不可能であろう。そ 乙で現場施工で主要な部

分を占める悲礎工事IC，何かすば らしいアイデアが無い

ものかと) j ・えた。それは，つまり乙んにち，われわれが

もっとも望むと乙ろのものであり ，せ'ひとも早急に改善

れねばならないからである。

まづ山留の無い工法。 ζ れは多分土の性質を流体から

固体IC変えなければならない。もちろん土は流休ではな

いが，また担単位と塑性を有するまったく不可解な代物で

あるが，合水比または塑性指数等を変換するととで，完

全国体になれば，はなはだ有利である。現在のウエルポ

イン卜や沼気回結法以上IC，急速に土の性質を変える方

法が発明されたら， レ - )レ打ちゃ シートパイル打ちの騒

音から解放され，工JJi Iも短縮されるだろう。

そして，たとえば粘土居の圧密沈下も色、速に行なえる

から ，現在 のごとき杭打工事というのは姿を消すだろ

う。それK は大仕掛の電気的方法か，または特殊な薬液

の注入等はどんなものだろうか。

4島

鉄骨新接合法
倉 石 秀 夫

リベットも，ハイテンションボノレトも時代遅れです。

鋲打すべき箇処の裏表か ら，乙れを当てて電気を. i i l l じれ

ば，立ちどとろに， リベットと同等もしくは，それ以上

の接合ができる。そんな機械ができれば・・・・ 。

℃下f，d

( 百十 ぷムュ

67 



• 
建築施工に関するアイデア

岩 崎 甚 太 郎

さきにアメリカは，人工衛星からカプセル回収に成功

したが，今回ソ速では 2 匹の犬をのせた宇宙衛星船第 2

号を， 地球からの信号lζ より，地上の予定地域lζ 着陸せ

しめ，史上初めての，生物生還に大成功を収めたと報じ

ている。いよいよ夢が現実となって，人間の月への宇宙

旅行もほど近い ζ とと恩われる。

乙の とき，わが建築界に おいて，とくに建築の施工面

における 宅工法の進歩ならびに技術の事新はいかがであ

ろうか。戦後の 15年間外国か らの優秀な工事機械や，施

工技術を取り入れるとともに，園内でもおIj 怠工夫を重ね

今日著しい進歩発達をきたしている。今後の 10年間建築

ブームの波にのっ て，かならず仙の産業lζ 劣らず， なお

一回の革新を示すものと思い，楽しいイメージを鮒iいて

いるものである。

荘、は，紙面に限り があるので， 市街地におけるヒソレの

施工についていささか普く乙とにする。

いつも建築の場所は交通の頻繁なと乙ろで， しかも狭

い敷地，隣家と接触して，寸地も残さず廷でるのが普通

である。乙れに空へ空への制限一杯の高j百建築であ り，

地下へは 3 階 4 階，ついに地下 5 階の深庖建築が多く

なった。

施工はだんだん難しくなるし，工JUJ の短いのが普通と

なった。乙れからの 10年後を考えると ，地下階は深くと

も堅い地盤まで掘り下げて，杭打な どのi也業を胞さず，

地下 S 階程度のビ J レを建設するのが一般化するものと思

つ。

今 H では，近隣や一般に迷惑をかける騒音や，振動が

許されな くなった。 杭打や土留工事は，1 m音無J反ifiI J の工

法でないと，工事を進める乙とができなくなる。そのた

め無音振動工法をかね，深周工法が各業者で研究考察さ

れて，ますます進歩するものと思う。杭や鉄矢板の打墜

による打込みは影をひそめて，これにかわる新しい工事

68 

機械や，施工法がつぎつぎと 出現してきた。

t京周: J -j: 戸，ベノ ト， オーガー，カ ルウエJ レ方式など，

とくに鉄矢板( C . 代る土額支配用の鉄筋コンクリー ト擁壁を

造るイコス方式のような方法が広く実施される。次 ｉｌｾ

く掘り下げる ために起る周囲軟弱地盤のヒーピングを防

ぐため，また，隣接建造物の沈下を|紡 ぐために，屯気回

結法やグラウ ト工法，その他確実な|勿銀! 策が実施さ れる

ものと思う。

それから lJ Il i撃について二考えたい。今 H では，土笠i 切梁

をいれるまでの錨方は，パワーショベルか，パックホ ー

などに よっ て能率をあげているが，切梁下になると威力

のある機械が使用できず，ベルトコンベアーによる人海

戦法であって，はなはだ心細い。それで掘撃にはアース

ドリルが考案されて，砂でも粘土でもうまく畑られて，

土砂を上郎にあげるバケットコンベアーまで容易に迩搬

できる。

乙んな重宝な掘重量機械が出現す ると，労務者を少くし

て， うんと能率をあげる乙とができ，ま乙とに結備な乙

とである。

J欠』ζ 鉄骨工事における騒音をなくするために ，燃接が

主となり， リベッ ト打lζ 代るハイテンションボール ト締

めが普通となる。

また，現在益礎から鉄骨の組立にいたるまで使用され

ているカd イデリッ クが， ヨーロ‘ ノパで多く使われてい

るタワークレーンに代り，着工から竣工前まで活用され

て，なおーJ[.i j ，施工のあ らゆる i1 i i 1 L 使益を与えるものと

思う。

コンクリートのプラン トは，乙れまで工事場[ 乙設けて

いたが，だんだん敷地狭隆のため姿を消し， もっぱら工

場から生コンクリートの供給を受ける乙ととなる。そし

てタワークレーンやケーブル，またはモノレール方式に

よって迎搬，打設する乙とになる。ポンプクリー 卜も建

築} 刊の!I霊使なものが考案されて，広く使用さるる乙とに

なるだ らう。乙 うなると恩うように能率よくコンクリー

トが打設できて，はなはだ便利である。

施工技術革新の ＲＲｲ が人工衛星と同じようにｾｾとなっ

て，人力を減じて大いに能率を増進し，施工の完ｾはも

とより，工 'J.'1の低減と工程の短縮に役立てば，ま ζ とに

喜ばしいしだいである。

その他施工の科学化において，原子) ] ，高周波，プラ

ズ7 など利用すべき乙とが，研究の進むにつれて多々あ

ろうと思うが，この辺で捌筆する。

F 一 議 護 職
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同一

.. • 
コンクリート溶解剤 倉 石 秀 夫

適当な商品名は思いつきませんが，なんらかの手段に

よって，たとえば薬品とか強力な熱線をあてると，その

部分のコンクリートがとろりと溶けてしまうようなもの

ができればよい。 10年後にはコンク リー にかわる材料が

出現するかも知れませんが，旧建物を取り乙わすときな

ど，偉力を発揮す ると思います。

• 
コンクリー卜溶剤 島 田 勝 次

コンク リートというシロモノは，一度建ってしまうと

なかなか厄介で，簡単に増改築や撤去もできず，はつり

も大変だ。 i 鉄筋バ ラッ ク」には頭を 痛めねばならな

い。そこで，コ ンク リートを溶かすか，分解させる材料

ができれば，大いに助かると思う。ただそういうものが

出現すると ，今度はそ ういう溶剤を厳重に監視しな いと

1 階の柱がひと晩のうちに消え てしまったとい うスリリ

ングだ心配 もでて くるわけだが ・・… ー。

• 
無収縮性コンクリー卜 倉 石 秀 夫

現復のコンクリートの収縮性クラックは鉄筋を組lかく

入れたりウエルドメッシュを入れる ζ とによって，ある

ていど| 妨げますが，それでも，頭痛の種です。強度その

他は同 じで収縮 クラックを生じない コンク リートができ

ないものでしょうか。

• 
引張り強度に耐えるコンクリート

倉 石 秀 夫

現{ E の鉄筋コンクリート構造は，普通コンクリートの

引張り強度を，無視して計算さ れています。もし引張り

強度K も耐える コンク リートができれば，複雑な配筋も

不ｾです。建築界に一大センセーションをまきお乙すと

とは確実です。

‘  プラスティックス
河 合 正 一

プラステ ィッ クスに対する JUl待は大き L、。理論的K は

矛盾するこ とかも知れないが，その耐火性の問題は，コ

ンク リー トlζ 抗張力を分子的に勺える乙 とと同様. mま

れる。建築の革命 !Cよってのみ可能であろう。

• 
消える材料

( たんなる惣像です。深い意味も線拠もありません。)

小 田 島 兵 吉

アンケー 卜には 10年後の建材にはどんなものが出現す

るだろうか，というよう な乙とも含まれているようです

ので，建築材料のうちの一部K ついて，ほんの思いつい

たままを古いてみます。どんな材料が出現するかという

ζ とは，大変興味のある 問題ですが，過去20- 30年間の

うちに，と、んな材料が消えてjすったか，また消えつつあ

るかを振りかえってみる乙とも ，面白い ζ とだと思いま

す。しか しζ れはアンケー トの主旨ではないので，詳 し

く触れませんが，その消えて行 った材料の代り に，現在

使用されている材料があり，現在使用されているものが

やがて消えてさらに新しい材料が生れてくるのです。乙

乙で消えるという表現をしましたが， どうも穏当ではな

いようです。材料と いうものは一度出現する と，それが

全然姿を消すにはかなりの時閣がかかります。ジェット

機が出現して も，辻馬車がローマの街 IC屯しているよう

なものです。

さて今後 10年先IC. どんな材料がでてくるかというと

実の所私にはわかりませんが， 10年位では多分そんなに

変った材料はでてくまいと患います。現在使用されてい

る材料の改良されたもの位だと思うのですが，30年位先

というと，乙れは確かに大変だと思うのです。その手が

かりとして消えて行 くだろうと恩われる材料を想像し，

そのためには，どうしてもとんな材料がでて ζ なくては

ならない という乙とから ，新材料の想像を返し くしてみ

ましょ う。

まず煉瓦が何時の間に か主構造の座からすべり必ちた

よう lζ ，耐震耐火永久を誇る鉄筋 コンク リート造という

牙城も，やがて出ーえてしまう時がきそうです。コンクリ

ート という 材料そのものは永久( C残るでしょうが，残物

の主体構造としての役割は30年先あるいはもっと先には

もう終っ てしまう κ 迷いあ りません。取扱いが不便でし

かも何ヶ月も かかっ て現場打をして天候に気をつかいな

がら乾燥を待つというような乙とは，万4j J 能率化し進歩

したその時分の人々には堪えられない焦燥だと思うので

す。代って主体構造となるのは鉄鋼とプラスチックスで

す。乙乙 lζ プラスチックスというのは合成繊維や容採な

どに利用されている所翻高分子構造のものだけでなく，

もっと広い窓l沫のいろいろの物質，たとえば，金属岩石
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などをも熔融して造り上げた，温度にも化学変化にも耐

え，相当な強度を持ち，しかも目方も縫いといったもの

です。( そんなものなどできるものかという人は，人工

術星の乙とを考えて下さい。) そういうプラスチックス

を工場にて加工し， リベッ トな どを使用しないでつく り

あけγこ鉄鋼の架械に簡単に とり付けて壁体および床を構

成します。 iii は乙れに豊富な色彩を持つ化学塗料を施 し

ますから，石を貼る手間もタイルを貼る面倒もありませ

ん。したが ってタイルや石材は壁貼材料としては，やが

て姿を消す運命にあります。滋廊鉄板，アルミ板のお化

| 生産方式|

• 
技術革新への道 橋 本 良 介

建設工業は，他の生産工業に比較して特異な生産方式

の係用を余儀な くされている。その主要な原因は，生産

物( 建設物) の多様性と，生産 lζ とも なう立地条件が個

々に変化するためであるが，さ らに労務者の不定性，各

種各様の使用材料に対する技 術的 Ｑｾ ・Ｚｭｬの 困難さ， 機械力

を 利用し得 る範 囲の限界， 天候による靭 ｉ ｦＮｾ等が，建設工

事の合理的運用を阻む宿命的な隆路となっている。

乙のような陸路を克服する手段のひとつとして生産方

式の職種別統合 と ，その組織化がｾ求され よう。 工事に

従事する労務者の職種はきわめて多い。それぞれの職種

はその113任の範聞内で作業を行なうが，その技術的管理

の能力において，その職ｾと他の Ｑ 積極との相関性の調整

において，その職種が消化し うる工事f立において，すで

にある限界を持っている。乙れらの個々の職騒が調整統

合され，特定の工事種目を施工する企業体として成長す

るならば，建設工事現場におけるマネ ージメン トは，ひ

じようにやり 易いものになる。た とえば「型枠工 ' J i 株式

会社J rコンクリー ト工事株式会社J r上留工事株式会

社」等の部門別専門企雰が出現して，笠宮な材料と機械

設備，優秀な技術者，熟練した1;務者を擁し，その工事

の計画，胞工，竹泡! を専門的 lζ 実施する乙とに なれば，

現在， ｾ首 ｩ 合施工業者が行な っ て いる 煩維は技 術 上， 管理

上の問題が解決 され，それぞれの草i 門工事より技術的 lζ

研究され， 材料の面からも ，労務の面からも，組織的な

迩周が期待できるのではなかろうか。そのためには，現

在大工， !ょ工， 11 左官等と分かれている職極が， J影を

変えた組織体のなかに分割整濃統合されなければな らな

70 

粧も過渡期のものになる日も近いと思われます。

いろいろの仕上材料は， プラスチックス がとっ て代り

ましょう。金属，造作木材等の天然材料は当然漸減にな

ります。長tt 具( [ _ とりついているドアチェック なども近い

うちになくなり，自 由 に ｮｾ 閉速度 を調節する単位ｾが登場

します。ま さIζ プラスチックス万能のH与ft です。

J1U)史的にi法然とプラスチックスなどとコ 7 化して，乙

乙まで占いてきましたが，実のと乙ろ， :fl、lζ は何ひとつ

具体的に乙れ乙れしかじかの材料が出現するといった豊

富な想像力はありません。

い。型枠工事は，型枠製造工場の延長となり，コンクリ

ート工事会社は， 工場で製造したコンク リート が型枠内

で硬化成形するまで‘ 立任を持つ一一ー 乙ういった形態は，

工予現助と，製造工場を直接結びつける 乙とと なり，工

事の汗!'j図的施工管理，機械力の利用，技術度の向上に大

きく貢献するものと思われる。

また天候Ａこよっ て，ｾ設工・ｪￇの工程が左右 されること

は，いかにも近代工業 とは縁の遠い話である。原子力を

手IJ mして雨宝を速くへ追いやるというよう な祈似は当分

実現が困難であろうから，工事現場をすっぽりと波うプ

ラスチックス製の傘をちえてみたい。ゴム風船のように

空気を柱にした半球型の傘を架設すれば，おのづから全

天{ 民胞工が可能となる。

「オートメー ション J (よ，いまや産業界の流行語と なっ

た感がある。ま. t t ，没工 'jcのオー トメーションーし、かにも魅



力的な言葉であるが，技術の近代化，生産方式の近代化

等といった抽象的な意味でのオートメーションはさてお

き，いわゆる生産の自動化の対象としての建設工事は，

まだはなはだ速い距離κ あるようである。生産物の多様

性，立地条件等，建設産業の持つ特殊性が，そのオート

メ化を阻む大き なエレメ ン 卜とな っているのである。元

来オー トメー ションとは， 自動化 された生産工程が人聞

の判断 と同 じよう な判断を各所で行な い うるようになっ

ている。つまりフィードパックの回路があるという乙と

である。 工事現協のオー トメー ション化 とは， このよう

な窓味で，工事現場における作業形態が，自動化，機械

化 されるとともに ，現湯での作業の状態，材料の入者使

用状態，機械の巡用状態，労務， 資金の状態等が，直接

経営の主体である 中央機関 lこ， 即時即刻 lζ 連絡さ れ，綜

合的な判断の資料となっ ていなければならなt 、。つまり

工事現場と， 中央機関との距離が解消して，一体となる

ならば，ほんとうの意味でのオートメー ション化が，実

現する乙 とに なるのである。 工事現場から屯信回日告を利

用して，各f i l 1 の数字的なデーターが. 本社の担当者の机

上 lζ 送られ，現協' ，(ζ 備えつけたテレビカ メラ によっ て，

本社の会議室で直ちに工事の状況を把握する 乙とができ

適確な指示が通達される。工事現場にはきわめて少数の

人員がいて本社か ら送られた指示を労務員に伝え，ある

いは，機械を作動し，資料の整理 lζ 当っていればよい。

乙のよう な茅r物語 りは， はてしな く拡が ってゆ くが， 乙

れを実現するためには，各種の建設用材料の性質や工法

が飛躍的に向上する乙とが前提条件である。コンクリ ー

トの よう な欠点の多い材料が，まづ必要でな くならねば

な らなし、。すばらしい性能を持った接着剤が出現すれば

工場で生産された規格部品が現湯で楽々と組み立てられ

るようになる。フィ- ) レドワークヵ、らファクト リーワー

クへー一一建設工事が現在のような，いわば手工業的生産

方式から脱皮して， ラジオやテレビの組立工場のように

捺然と一糸みだれぬ態勢の もとに， 運営 され る日は いつ

の乙とであろうか。

• 
マスプロダクシヨン 山 下 暢 雄

「アイデイアを求む」というアンケ ー卜である。

新年号 lζil ませるからには，お正月映画のように何か派

手な ものを書かなければな らないだろうが，系人うけの

するような華やかなものは，たちまちにして読者諸君の

畑眼 lζ 見抜かれて，失笑を口うのがオチであるから ，い

ささか野悲 ったい意見を述べることにする。

テーマでは ， 1""大体十年後を回線にして」という乙と

であるが ε 現在のようなシステムで，建築の設計( また

は施工) がなされている 限り ‘ 大いに飛躍は望めない乙

とは，逆に過去数十年の建築の歴史を振返っ てみればわ

かる。1 " " 近代建築」 らしきものの裂索の大部分は建築の

仕上材料の新しさで あっ て，狭義の建築家の wor kの範囲

では， 技術的には戦前と大差が無いといっ て良いで あろ

う。( 設住ii と仕上を変えて 「近代建築」に なりすました

大正時代のビノレあ り。)

そ乙で私はいい古さ れた乙とながら「建築の7 スプ ロ

ダクション J をふたたび提唱したい。

日本K 何千万戸の建築が有る かわから ないが，乙れ ら

のほ とんどは注文生産によって，手工業的 1ζ 作 られたも

のである。 市井の9 J e 築家は千差万別は条件( 全体からみ

れば， (ζ かよった条件が多いと恩われるが。) (ζ 適合す

るよう K 職人的な労作 lζ 追われて，建築の本質的 fJ.， 品

質の向上を追究する余地がない状態である。乙れがL 、か

に精力の浪費であるかは，テレビ，ラジオが注文生産に

よっ て製作 されている 状態を想像してみればよ い。

7 スプロダクションといっても 工窃製作. 現地製作の

別や. 注文生産と計画生産. あるいは工事までのものと

設計までのもの等色々種類が有るが，乙れらは環続， 条

件等 lζ よっ て決定 されるものとして， 細 目は乙乙では

ふれなし、。もちろん乙れは，デザインによっ て，若干設

計変更される乙とは妨げないものとする。

7 スプ ロダクション l乙よって，品質の完全な管理が行

なわれると 同時に，建築物の組織的な研究がな されねば

ならない。

たとえば，戦後おびただしい数 lζ 上 る骨折材料が売りだ

されている が， 乙れ等のなかには，耐久力の無 い見掛倒

しのものが多い。簡明な，材料試験機関が望まれるゆえ

んである 。

また高層建築物では建築自 体の重量が内容物の十倍近

くに上 る乙とは( 屯車では三倍位) ，はなはだ 「非近代

的」な乙とであるので， 材料的な研究が要求される。

さら K 構造設計では，根本的な ζ とで不明な箇所が多

い乙 とは，研究部門の，力不足にもとづ くも の と想像さ

れ るので，マスプロによっ て生 じた余剰紡)] を， 乙の部

門{ ( 傾注 して， 機関の強化を図りたいものである。

乙れらの「脚下照顧J {ζ よっ て，明日の輝かしい飛躍

が望めるものと思う。

• 
工期の短縮

吉 田 元 七

工 lUl の短縮は，第ーに地下工事の簡易化を考えねばな

らない。それには掘撃作業を全面的に機械化する乙とを

要する。さら lζ 機械化するためには 山留工事を省略する

方法を考えねばならない。したがって，土綾， とくに粘

ニ居のごときものを，掘撃前』ζ 硬化せしめる手段を創造

する必ｾがある。
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第こには，いわゆる左官仕事を可及的 IC減少せしむる

よう な設計を採用しなければならない。皇室体や，天井は

すべて組入材料，貼付材料を もって弁じ，床材にしても

現物研作業を極力避ける乙 とが望ま しい。

第三lζ は主体コンク リート の硬化l時間を短縮すること

である。乙れはセメン ト製造業者の努力にまつ問題であ

るが，その努力に対しては，学会をはじめ一般の現場管

理担当者が，同情と鋭敏さをも ってただちに取り挙げる

態度を持つ必要がある。

第四には，作業場内の迩輸と通信施設を整備する乙と

である。乙れには，施主側IJ の予算編成態度の改訂を求め

る必要を感ずる。すなわち，従来は，仮設工事といえば

直接工事政の，何パーセ ン トというような規格を定めて

いるので，施工例にいかなる名案があっても，実施tζ 移

せない状態である。乙乙 1 0立を決して，踏みだせば，直

接工事費の逓減と ，工期の短縮は自然lζ 達成される。安

全衛生の問姐も同級である。

ま と め • • • • • • • • • • • • • • • 

1 . 土・基礎工事 川11111111

技術を基調とするあらゆる生産工 をつづけており，その反面，施工の

業が，その製造過程においてのみ， 面，すなわち土や基礎に関係ある工

独自の改革を行なう乙とが不可能で 法，施工技術の面で，めざましい発

あるどとく建築の生産過程，いわゆ 逮をつづけている状態である。しか

る施工面においても，乙の部門だけ し，現在行なわれている各種の工法

が他の要素K 先んじて飛躍的な革新 はそれ自体性格的にも限界をもって

を遂げるものとは考えられない。し おり ，そのいづれを とっ ても乙れな

かし，施工法の進歩や新らしい材料 らといった決定的な要素のないのが

の出現は，建築が質的に向上するた 不満である。決定打がでていないの

めの重要な要楽であり ，さらには建 である。

築そのものが根本的な変貌を遂げる 土や基礎の工事計画には，まづ土

前提であるともいえるのである。そ 質調査が先行する。土質調査を簡便

の怠味では，アンケ ー トにあらわれ に，正確に実施する方法はないもの

たいろいろのアイデアや着想は，ま であろうか。現在もっ とも一般的な

乙とに12重なものであり ，未来への 方法となっているボーリ ングやサン

建築の歩みをいろいろの角度から描 プ リングは，いかにも前時代的な| 凍

きだして くれるのである。 11肉なもので，普からある上総煽りを

建築の施工には異なった二つの面 やや改良したものに過ぎない。い ろ

すなわち土工事，基礎工事のように いろな調査l * 具が考案され，工夫

土地を切り離して考える乙とのでき れてはいるが，いづれも土の診断法

ないものと ，主体工事，仕上工事の としては一長一短がある。土質調貧

ょう K 土地に拘束される度合の少な がもっと容易 IC，しかも適確に実施

いものとがある( 谷口尚武氏) 。わ されるように ならなければ，土や基

けても前者は，工学的にも未知な図 礎の工法の発達が，その出発点から

子の多い土が相手の 工事であるか 阻まれて しまう乙とになるのであ

ら，建築の設計に当る者も，施工に る。また，数年来の努力が実を結ん

携わる者も，ひとしく乙の部門の発 で本年初春出版された「東京地盤盤

迷に期待すると乙ろは，きわめて大 図」のような質重な資料が，日 本国

きい。最近lζ おける土質工学の進歩 中の大小都市にわたっ て収集3整理さ

は，土の性質を解明し， 土の処理 れているならば，業界を益する乙と

法，基礎工法の改良等lζ 大きく貢献 大なるものがあるであろう。

しているが，どちらかといえば，基 土質一安定工法は，土 ・基礎工法の

礎的，理論的な面でやや停迷の状態 本命といえよう。いかなる土に対し
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ても，もっとも好もしい工学的特性

を，自由 lζ 賦与する乙とができるな

らば土質工学の他の課題も 自ら解決

されるはずである。土質安定工法が

理想的な発達を遂げると，土や基礎

の工事はあたかも主体工事や仕上工

事と同織に ，土をひとつの索材 とし

て，白血に扱う乙とができるように

なる。谷口尚武氏は，粘土中の水分

を高強度の合成樹脂液で置換し，乙

の樹脂墜を利用する乙とによっ てB

土留工事が不要になると考えてい る

。また電気化学的に， あるいは薬液

の注入による土性改良法( 力武利夫

氏，岩崎甚太郎氏〉の提案は，現在

すべて実施されている方法を一層高

度化したいという怠味であろう。ま

た，高熱を利用して敷地周辺 lζ 薄い

熔岩壁を構成して，土 'ff{ 墜とする考

案( 谷口尚武氏) も，土質安定工法

の一環と解されるものである。その

反対の凍結工法というものも，すで

に実施された例がある。いづれも，

物理的，あるいは化学的手段によっ

て，土の本来の性質を改変しよう と

するもので， 乙の方面の工主主の飛躍

的な進歩を期待する声はす乙ぶる大

なるものがある。

さて，現実の問題として，軟弱地

狼 上｛ 乙ｾ設される建物の蕊 ｬ 礎 ｬ ζ は，

杭やウエノレ， ピア 一等が用い られ

る。この極のものの胞工lこは， ｉｉｾ き

乙む，ねじ ζ む，押し乙む，孔をあ

けておとし乙む等，いろいろの方法

があるが，いづれも振動や音響，周

.、



今

困地盤の沈下等の障害を発生するも

のが多い。 乙れらの障害を除去し，

あるいは軽減して建築物の施工K と

もなう不快な現象を，なるべ く少な

くしようという目 的から，乙れ』乙代

る工法や施工技術が考案されている

が，乙れならといったものはなかな

かあらわれて乙ない。今回のアンケ

ート lζ も，乙の J誌に触れたものはな

かったが，結局は，前述したように

土地を改 i与する乙 とによっ て， 乙の

ような工法を採用する必要がないよ

うにすることが建築家の理想、となる

のではなかろうか。

戦後，地下の掘削工事1 c も機械力

が利用されるようになって，工事現

場の様相を一変したか の 感がある

が，現実には，機械力の利用範聞に

限界があっ て， まだまだ人間の労力

に依存している度合は少なくない。

建築物の地下工事には，土木用の大

規模な機械を，そのまま利用する乙

とができず，それにもまして土留と

いったような邪魔物が， ど う し て

も，必要であるといったような条件 子聞編』ζ 近づけ てもよいし，また接

が，地下工法を極端にむつかしいも 合剤で分子間をつないでもよい。ま

のにしている。土留のない工事( カ た分子を変化させて も接合という目

武利夫氏，吉 田元七氏) は施工業者 的には充分であろうが，所期の目 的

の悲願のようなものである。また掘 に充分なだけの接合の分子構造とい

削の方法にも，アースド リルの応用 うか，ミクロスコピッシュな研究が

( 岩崎甚太郎氏) ，超高圧水の利用 建築でも必要となろう。

( 谷口尚武氏) 等，活機なアイデア

が提案 されている。超高圧空気』ζ よ

る郷削，超: n 空機械によ る土砂の俊

いだし工法等も考えられよう。高周

波土砂切断機等というのも夢ではな

ヵ、ろう。

その他，土 ・基礎工事 lζ 関係ある

問題は数多い。たとえば地盤や杭の

支持カと沈下の問題，地下防水の問

題，建物の沈下とアンダーピンニン

グの問題，杭の腐蝕の問題等々数え

あげるに，いとまの ない程であっ て

そのいづれをとっ ても現在解決ずみ

のものは何 ひとつな いという状況で

ある。それだけに ， 乙の部門の発達

によせる期待は大きく， ｾｲ は果てし

な くひろ がっ ていくのである。

次K 材料そのものについて考えて

みよう 。乙乙数年いや十数年といっ

て良いかも わから ないが，たしかに

材料の変化だけが建築の進歩であっ

たかのごとく，つぎつぎと目新しい

ものが出現し，ある物はすで IC消滅

して終った。乙れは逆{ζ いえば万能

薬がなく決定打を欠いたためといえ

ぬ ζ とも ないわけであるが， 何 とか

万能楽はでないものだろうか。

2. 主体構造および仕上材料，

倉石氏ならびに鳥田氏より提案の

コンクリ ー ト溶解弗lは今後，都市の

再開発のためK も，必要となってい

くであろう 。 乙れもプラズ7 か， さ

らに原子力が登場してくるかも知れ

ない。フ ランス ICJI彰族性コンク リー

トがあるそうだが，無収縮コンクリ

ート も，ともに現在強く要求される

ものである。収縮を防ぐには，7kを

使わなければ良い。夢の建築lζ は左

官という 仕事はな くな って，現J :Eの

ように技巧に頼る ζ となく，吹付け

塗装を現場でやる lζ しでも ，モノレ

ールトランスポータ 一式に自動的に

行なえるだろう。

建築の材料を考える時フ ィーJ レド

ウワークである乙とを前提に，当然

土と密着したものと，土と無関係な

ものとに分かれるだろう。また材料

そのものも ，現在の欽筋コンク リー

ト造，鉄骨造から脱却 して，軽くて

強度もあり，また振れやたわみ剛性

の強い材料となっていくであろう。

そして鉄筋コンクリ ー トや，鉄骨に

よる不自由な構造上の制約は取除か

れて， あらゆる形が自由 lζ ，そして

充分な応力解析がなされながら出現

しょう。

さて，まづ構造主体から考えてみ

よう。それには現在の鉄筋コンクリ

ー ト構造や鉄骨造を肯定して， 乙れ

を押し進める方 [rljlC 向って考えれ

ば，まづコンクリートの軽量化が考

えられる。乙れには現在そろそろ不

足勝ちな骨材tζ 代 って， 5t 倒 boll

コンク リー トが出現するだろう。 丁

度ピンポン球を st eel または pl ostic

で作れば，強度的にも，重量的にも

今より，うんと進歩する。さらにコ

ンク リー トの断熱性を考えてもすぐ

れた材料となる。また鉄骨造につい

ても，倉石氏の案のどとく通電』ζ よ

り接合部を今の熔接よりも，さらに

完全に接合できるかも知れない。現

在でもフラッシ ュパッ ト法で鉄筋等

も接合させているが，もっとポ ータ

フ勺レで瞬間的に接合する乙とができ

れば現場の工程はどれほど助かるか

わからない。それはプラズマの利用

lζ より， または接着剤lの 進 歩 に よ

り，当然なされるだろう。乙こに接

;(j. という乙と の物理的意義で ある 0

5耳石Eのものの分子間隔を，同積の分

それに，アルミかプラスチックの

ごとく ，ア ルカリ [ζ 強 し か っ 軽 く

てさびないものが，構造体，仕上材

として，使われれば稀金属で- あるチ

タニウ ム等も建材の仲間入りする乙

とになるだろう。タイルがまた今の

ままで存在するにしても，モルタ J レ

で下地を作 って貼 るのでは な く， タ

イJ レを並べるだけで附いて，かつ耐

薬品的にもすぐれた接着剤が欲しい

ものである。

結露しない硝子，そして構造体と

見合う強度を有する硝子も要求され

る。硝子の表面に フイ J レム膜を作る

ぐらいで結露が防げたら，紡絞工場

等の設計はもっと楽になるだろう。
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乙の乙とはまた将来の建築が有窓κ

なるか11ft 窓になるかの別れ道にもな

る。完全な Shelt er としての建築には

無窓の方が適しているが，断熱材が

る。乙れは石油化学の発達とともに

どれだけ進むか，またどんな方向に

進むか，まったく我々には不可解で

ある。そして， 安価 fC，今の粘土，

ント瓦のバラックまで等級はある。

しかし学会の標準仕様替はなにもか

も結構づくめで，等級を規定してい

ない。これはあくまで標準であって

耐火的にならないものであろうか。 石官，セメント，ウットファイバー 別 lζ 規制される必要はないが，はっ

その他乾かす必姿のないペンキ，完 等の気安さでどしどし佼われる H寺代 きり等級を明文化しておけば施工の

全な IYi 水材料等々 ，建材の将来にか がかならずくるであろう。 良否』ζ 関するトラブノレも，幾分減少

けるｾＧＺは多いしまた大きい。硝子は プラスチ ック とならんで電子工学 するのではなかろうか。

ともかく ，将来の構造体の champi on から新材料が供給されるだろう。ゲ つぎに生産方式で毎度問題になる

となる可能性もある。熱線，赤外線 J レ7 ニウム， シリコン，クーラー， のはマスプロである。 TI LT- UP 工法

の吸収，反射， 透過等いずれも思い ヒー タ一等設備関係だけでなく ，建 も相当の成果を収めているが，ま だ

のままに行なえる硝子が出現すれば 材にも利用されるだろう。現在の材 住宅の範囲をでない。しかし 10年後

どんなに今の建築の形が変るかわか 料の欠点の征服，乙れが現実的な夢 には優秀な接着剤が発明されて規格

らない。 の明日の材料である。 化された部材ば現場で組立てるだけ

最後 lζ プラスチ y クの発展であ

3. 生 産 方 式…

生産方式に関するアイデイア，イ

メージは案外少なかったが，現在の

建築生産が注文生産で、あり，フィー

ノレドワークであるというなかば宿命

的なあきらめが，すでに概念として

脳裏に刻み込まれているためか，あ

るいは政治，経済，社会機構lζ まで

関連する大問題で，ひとり建築家が

力んでみてもどうにもならないため

か， いささかさびしい感じがする

が，橋木氏の職額別の統合と，その

組織化IC関するt . ¥見はひとつのあり

方を促示したものである。

現疋Eではi背負会社が各積下訪を寄

せ集めてひとつひとつの建物を造り

上げているが，乙れを改めて型枠工

業K K， コンクリート工業 K K とい

った企業体を作り，材料の生産工場

と現場を直結して施工を 担当すれ

ば，たしかに管理技術，材料等の面

で組織的な運用が期待できると同時

に現在限界にきている工事f i 1 消化の

問題もあるていど解決するよう lζ 思

われる。しかし乙れは建築産業の形

態を総本的に改変する乙とをなl床し

よほどの利点がない限りむづかしい
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であろうが，現在でもすでにサッシ

や天上仕上げ等は乙の段階に入って

おり，生コンクリート会社も現場コ

ンクリー卜打ちまで施工する乙とは

さほど困難な乙 とはなかろう。 小企

業による材料生産にも良い点は多々

あるが，生れて半歳もすれば消え去

るものが実に多い乙とを思えば，大

企業がしっかりした研究に基づいて

生産したものを自ら責任をもって施

工すれば，美しく早くできるに迎い

ない。そうなれば諮負会社は各工事

坊の進捗状況に応じて指示を与え，

オートメーションで中央機関へ集ま

るデーターを整理しておればよいの

で，商事会社のような性格を稽びて

くる。

またこのように，各材料が，明確

に，規格等級別に生産されれば，完

成した建物全体を一個の製品として

等級をつける乙とも，容易となる。

商品には，すべて等級がある。美術

骨百品のような，わけのわからない

ものは別として，衣料品，食料品，

沼化製21なんでも等級がある。建築

にも坪何 1-万円の豪華邸宅からセメ

といった工法が考えだされれば，も

はやマスプロなどは問題でなくなる

だろう。そして現在の壁は，さらに

多くの機能を持ったものとなる。ハ

ニカムボード型，オーノレプラスチッ

ク型などの薄い壁が構造体，仕上げ

材，インシュレーシ司ン，照明，冷

ｊｉｾ 房等すべての機能をはたすように

なる。基礎的な物質が電子l i J ' j J J巡の働

きによって，オートメーションで建

築家の思うままの製品とする乙とが

できる。強度 ，型， 色 ， 品且 ｴｾ ，機能

といったものは個々に任意の性格を

与えられるから ，決して単純な もの

ではなくサーモエレメント，熱のサ

ンドイツチパネノレ，電子照明パネル

等は電流のサイク J レ，強弱 lζ よって

その視度や色を任意lζ 変える乙とが

できるし，また室内ムードをオート

7 チック lζ 調整することも可能とな

る。すでにカナダでは2 ，3行なわれ

ているが，工事現場を半球型やドー

ム型のコa ム風船でｾｩＱい ，天 候にわざ

わいされる乙となく，乙れ等のユニ

ットを構造体として組立て，あるい

は構造体にはめ込んでゆくといった

乙とも，あながち砂ーではない。そう

なればコンクリートの硬化時間も，

さほど気にならず，もっとも面倒な

左官工事もなくなり，工)0] の短縮

云々も，もはや間組でなくなるだろ

つ。

p. 
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設備と動力源についてのアイデア

中 原 茂

近き将来として約 10年後の新しい建築の形態を想像す

る場合，まづ考えられる乙とは，各産業のオートメーシ

ョン化!e強く影響されて，建築の生産形態も一変するに

違いないだろうが. とくに建築設備のいちぢるしい高度

化発展が，その動力源の革命的進歩にしたがって促進

れるものと恩われる。乙の時lζ は建築物の維持管理的な

経済性が明確に基本計画に計算される乙とは当然であ

り，建築物の耐用度についても，局部ごとに割り切った

方針を打ち立て，建物の骨組以外の部分lζ ついては自由

{ζ 変形し，改修する乙とを容易に行なう乙とが通念化 し

ているだろう。

さて，乙乙で，将来の建築設備と，そのi l l I Jカ狐につい

て，イメーヂを職場の設備屋さんから聞いてみる。

設備周エネルギーに太陽熱および太鴻光線の利用

最近の傾向からみると，石炭，石油等の諸燃料は化学

工業の原料資源として利用されるようになり，将来は一

般エネルギーとしては，原子力および太陽熱がさかんに

利用されるであろう。原子力はその取扱いが複雑である

が，太陽熱は簡単で，建築物の冷暖房，給排水用の動力

としての利用の道が大きく開け て くるものと思われる。

最近，すでに太陽熱を利用した太陽熱機関，太陽炉，太

陽熱暖房装置，太陽熱冷凍機，太陽熱ポンプ等が試作さ

れ，研究の域を脱し，すでに実用 lζ 供されつつある。さ

らに，また充電エネルギーとして，太陽光線を利用した

太陽包池が一般化される乙とも考えられ，現在では，ま

だその容量も少なく，試験的なものに過ぎないが，やが

て乙れが大容量のものに展開してくれば，現在の照明や

動力源の供給資源、として，あらゆる分野に利用される乙

とは明らかである。

赤外線装置の利用

人が近づくと自然に開閉するドアーはすでに笑用に供

されているが，これをさらに範囲を広める乙とにより，

自動開閉式水栓，水洗便所用自動フラッシュ弁等が，衛

生設備の常識K なってくる。

自動制御の利用

自動制御の長足の進歩は，設備関係の維持管理にも大

々 Ｈｉ ｾＡ ζ 利用 される乙とに なり ，建 物の鼠湿度調節，給排

水，給湯， IYi 災，電気関係は全郎自動1111J 御装置になる。

たとえば，エレベータの昇降は乗客が近づいて，階数を

呼ぶだけで自動的な運転が行なわれたり，電灯照明につ

いても，環境lζ 適応した照度調節が自動的に可能となる

であろう。

守。

民、

+  

建物に内蔵の掃除機 犬 束 徳 郎

床面や側面の rt 木または雑巾摺lζ ，自動的に開閉する

よう なスリットが設け られ， エアードアーと同じよう

に，高速の空気が一定の時聞に走り，空気とともにゴミ

を吸い込む。空気に静電気を平帯電した粒子をまぜて，微

細なゴミも吸引さ せる。また，紙片や大きいゴミが吸引

口をふさいだときは，渦巻の気流となって監の近 くで回

転し，小さいゴミだけをダクト !e吸引する。

窓ヵーラスの両面にも，サッシ粋のスリットから，空気

や薬品が流出し， i，'f 掃 ・乾燥させる。

乙うなると，うっかり散らかした ＲＭ 類は ，ｾ ぎわを探

せという乙とになるだろう。
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エキュプメンタル・コア 上 林 1導 雄

住要求が質的に高くなっている乙と，零細な住宅建設

のマーヂンが一般の取引とくらべて甚だ低いことから ，

いわゆる組立て住 宅の事業については大きい疑問があ

る。いま住宅で台所 ・浴室 ・洗面所 ・使所は設備工事が

集中す る処だから，それらをまとめてレディメードとし

て量産すれば，経済的で， しかも住宅のパラエ ションを

そ乙 な う乙とがない。乙の考え方は 2 次大戦直前にア

メリカで事業化されたのだが，戦争のためにつぶれたよ

うだ。 r住宅のコア ・プラン」といわれるのは，元来設

備コアをもったプランという窓味で，池辺陽氏あたりが

いいだしたのは和製英語でないかと思っている( 反論は

あるが文献としてみせてもらっていないので，まだ乙の

ように{言じている)

アメリカのエキュプメンタ J レ・コアでは給湯設備がつ

いていた。次の段階はユニット ・エア ・コンの設備まで

がついたものが考えられる。また附属設備として量産し

尿浄化そうも必要と なろう。エネルギー源はなににして

もよいが，電気機具やヵース器具の製品を附属品として売

る乙とができるのだか ら， それらの大会社が乗りだせば

簡単に解決できる 問題であろう。

。

家庭用石油系燃料ガス 上 林 博 雄

「ガ ・水」乙れは住居の広告では都市ガスと上水道がき

ているという乙とで，もちろん電気はきているが，下水

道はないというシンボルである。カF スがきている乙とが

便利だというのは，主として熱経済的な理由によってい

る。

いづれ家庭用のエ ナーヂは全部電気になることと恩わ

れるが，それには少しひまがかかりそう。て、燃料ガスが

用いられるわけだが，者s市ガ. スよりプロパンガス( ブ者

ン等を含めて) の方が安いなら，もう都市ガスは必要な

い。しかも実際にはプロパンの方が安い場合があるとい

うとものがやや乙しくなる。

プロパンの 10 k9 入ボンべでは，都市ガスの最低料金

10 m3 までの使用者には，有利になり 50k9 ボンべでは

100m3
までの使用者 lζ は有利になる。なおプロパン等の

価格は今後とも値下りが予想されるので，配給機構さえ

改善さ れれば，原価がタダのように安いものであるだけ

に将来性があろう。問題はアメリカの一郎でお乙なわれ

ているように，タンク ・ロー リ- I I i で戸別 l乙配給する会

社をつくる企業家がでてくるかという ζ とと，一般需要

家， とくに建築家の認識1(';. かかっていよう。これは販売
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( 乙れは今のところもうかりすぎて動きださないような

感じがする〉が連繋すれば解決できょう。乙れが成功す

れば，まづ都市ガス税がな くり ，電気の方 も税をかける

訳にゆかなくなるのではなかろうか。

。

量産し尿浄化そう 上 林 惇 雄

回会連合 といわれるわが国の郎市では，下水道を完備

する乙とが緊急事である乙とは当然。しかし郊外住宅や

ｊｾ 村住宅にあってはどうだろう。最近茨木県の ｊｾ 事研究

所で、汚水処理と燃料カ4 ス発生装置を組合わせた処理方法

が研究され，その実験j災家では，年間の全家庭燃料をえ

ることに成功したと伝えられている。郊外住宅では標準

し尿浄化そうオンリイというと乙ろで，平面型の異形の

ものでは実験的 lζ 伶化不充分という結果がでている。

考えようによっては 10万円位でできるし尿浄化そ うは

安いものだ。しかし，もっと製品化されたコンパクトな

ものが望ましい。浄化が主として生化学的なものでお乙

なわれる以上， ある程度の容積と反応時間1; 1. 不可欠だろ

うが，それにしても乙のと乙ろ幾十年も全然進歩しない

乙とは残念至極というと乙ろ。じつはいろんな研究団体

や研究者が乙の問題について研究しているが，充分な成

果はえられていない。次の 10年間にはなんとかいいもの

がでて くる乙とを | 位界的に期待するが， あるいはし、わゆ

るノ ーベルtt ものといわれる難研究のひとつかも知れな

し、。

。

都市における冷暖房供給センター

木 村 喬 夫

都市の高周ビノレ各々に，冷暖房設備を設け る乙とは従

来の建物では当然であったが，乙んにちの どとく ，近接

して高周ビ〉レが立ち並ぶようになれば，ガスや包気と同

じように供給センターができて，各ヒーJ レへ供給する方が

経済的であり，かつ企業として充分成立しうると恩われ

る。

• 
高 圧 空 気 輸 送 管 吉 田 元 七

設備工事のi I i i でつねに考えられるのは，冷暖房工事の

ダクトスペースの過大さである。あれを，高圧空気輸送

符 l乙切りかえうるならば，I街高を少なくし，釣天井を廃

止し，工J! J l の短縮，工ままの逓減，土地の利用度の地大，

等大いに只献すると乙ろがあるであろう。

‘E  
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空中集水塔で湿度の調整を

川 上 秀 光

昨年の互のように，猛暑がつづ くとや りきれません。

冷房機を使うと乙ろがふえていき，また自動車が急激』ζ

増加していくとなると， 乙れらのものが吐きだす熱量も

馬鹿にならないでしょう。そ ζ で将来，都市の気候M'ilffP

が期待されます。調節といっても，都市のj昆度をさげる

のは巨大な太陽エネルギーに対する挑l臥であって，たと

え 1 )支さげるにしても，まず絶望的と思 った方がよさそ

うです。

そ乙で考えられるのは湿度の調整です。者s市の方方に

空中集水塔をたてて，とのなかに秘密の機械が入 ってい

ます。乙れによって空中の水蒸気から水をとって湿度を

快感帯までさげるわけです。もちろんオートメーション

になっていて，人聞が操作する必要はありません。冬に

なって湿度がさがれば逆lζ 作用して湿度をあげる乙とも

考えられます。フェ ーン現象もうまく処理できるかも知

れません。空中からとった水分は，そのド付近の建物1[. 給

水ないしは給湯します。都市の上水難解決の一助にもな

るでしょう。問題は集7 ] < 塔のなか lζ ある秘僚の機械です

が，その仕組はアンケートではなしもっと別の場所で

ないと申しあげられません。

-圃 -守 ｾ ｈ Ｎ､ ￺ ＯＢ｟ ぬ

。

ノン・ダクト冷暖房方式 倉 石 秀 夫

ビノレ建築の現在の段階では，まだ天井裂をはいまわる

ダクト lζ ，いつも頭を悩まされます。もっと安価な冷暖

房パッケーヂ，あるいは電子冷暖房のどときものが出現

しないものでしょうか。

。

テ レ ビ 電 話 吉 田 元 七

大都市への人口の集中は，建物を高層化 し， したがっ

て極小地域に臼動車の洪水をきたす，乙れは，人々人々

の銭触態度が昔なが らに，席を同 じうする習性からき て

いる。電話がありながら，その活用をしないためと思わ

れる。そ乙で思いつ くのは，少な くとも ，大都市の電話

をテレビ包話 l乙改めて，いながらにして相手の顔をみつ

つ会談できるようになれば，同居ｾｾの癖は改められるので

はなかろうか。したがって. 自動車の動きも減ずる可能

性が生ず る。
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デレビテレフオーンの利用

中 原 茂

外部との交互通信方法は，現在では屯認ーが111t - のもの

であるが，音声のみに頼る通信はH寺代遅れとなり，乙れ

に画面を加えた立体的なものとなって，短時間iζ 処理が

可能となる。たとえば複雑な写真，図面，書類について

も適般に相手方と芯見交換や述絡が即刻』ζ 行なわれ，

極度 lζ 通信労力は節約されるだろう。

ま と め - ・・・・・・・・・・・・・・

設 備

コンストラクションの理論は仮lll iJ

論等を含めても，建築界が指導性を

もっ てい ると考えられるので 10年

先の( 実現の可能性のある) 新しい

アイデアが突飛にでそ うでは ない。

乙の方面では理論よりも施工法に(

それが経済組織につながる生産方式

の問題として) また新人工材料の出

現に，新しい着想の重点があろう。

乙れに反して，われわれの生活の

便益にあづかり，またその物理的環

境を調和す る建築の エキュ プメント

の方面では，それが広く，近代科学

の進歩の恩恵を. 直接的にうけるも

のだけに 10年さきの泣かなアイデ

アlζ 恵まれているはずである。いい

かえれば現在の時点に おい ても，

必要性さえあればミ相当なニューア

イデアがだせて実現できるのであ

る。別ないいかたをすれば，科学の

進歩の段階からすると，建築を含め

た生活面において，すでに 10年位は

遅れているという乙とにもなろう。

乙乙で問題になるのはた必要性が

あればミということで，乙れは，わ

れわれの生活様式や，生活の理念の

変化IC . 支配されるので 10年先には

どう なるかということの予測ははな

はだむつかしい。たとえば 10 年，vj

に，不述私Lなスペクト J レ分布をもっ

た後光灯が. このように普及する乙
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とを誰が予測しただろ うか。また洗

濯機の爆発的普及にしても，既設の

公営アパートを，建築家不信のモニ

ュマン にしてしまっていることを誰

が予測しただろう か。乙う考えて く

れば，設備に関するアイデアの問題

にも別のと乙ろに決定的な隙路があ

るとし、うことになる。

集ったアイデアを通読すると，設

備の関係者の分は，当り前のことと

も考えられ，着想の新鮮さがなく，

部外の方の分は面白さはあっても，

技術的な裏付けにと lましいうらみが

ある。では個々のア イデアに ふれよ

つ。

×  ×  ×  

中原茂氏の，太陽エネルギーの直

接的な利用のアイデアは，: m熱およ

び蓄熱( ( 技術的な問題があり，いづ

れもその効率がはなはだ低い乙とに

疑問がある。それでもなお，太陽熱

の直接的利用を考えなければならな

いケ ースは，建物の特殊なローカリ

チイのみに基くと思う。原子力以外

は，石炭にしろ石油にしろ水力 にし

ろ，われわれは一番上手な方法で務

ｾＱＧＱ された太陽エネルギーを利用して

いるので，乙の上，天 U潟水法的な

太陽の搾取反対。しかし太陽氾他の

みは，半導体物質の飛躍的進歩が期

待できるので，乙の限りではなし、。

赤外線の遮断を利用して，手洗い

の71<栓，便器のフラッシュパルプ等

を作動しようと いうアイデアは，先

lζ 述べた ようにミ必要性ミの問題で

あろう 。すでにガレッヂの開閉， ト

イレットの中扉の開閉 lζ 実用されて

いるが，それさえもコマーシャリズ

ムの慈臭を感ずる。誌に用の問題が

第; 一義的な事柄については，足ぶみ

や肘おしの繰作によるメカニズムが

優先しょう( 熱風タオ J レのよう[ 乙) 。

乙のようにオ ートメーシ ョン 化への

多くの着想は，技術的に解決されて

いる乙とであっても，社会や経済と

のつながり lζ 問題があるので，空調

のオートメーション化が，きわめて

遅い速度ながら ，ちょっとづっ前進

しているように，堅実に実現の過程

をふんでゆかなければならない。

犬束徳郎氏の掃除設備の発案は，

本人がフェミニス卜なのか，モノク

サなのか，興味のあると乙ろ。掃除

用のヴアクウム ・ノマイピングは，ひ

と頃病院や事務所建築にみられたの

に，現在ではどういうわけか，あま

り採用されていなし、。エアードアー

にみられるように，大手手誌のブロア

ーが必要になるが，高iili 〆クトをも

っている建物な ら，夜間それを転用

できるだろうしまたその容量にあ

わせて，建物を多くの区画に分けて

"  
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迩転する ζ とも考えられる。ただし

9 J ! 物のパイピイングは，いまの何倍

も面倒になろう。と乙で，屯気的 Iζ

W @する乙とにふれていられるが，

空気の輪道の，どの郎分KJ TJいるの

か不明であり，また電気集邸機にし

か，かからないような 1/ 10 ミクロン

程度の微細な箆峻は，衛生上ほとん

ど無害である乙とを附言する。一方

窓ガラスの| 司王JJ 制除装置のtE3誌は，

空調 lζ よりはめ殺しの窓がi行えてき

ているだけに，童女ーであり，室内側1)

はさておき，室外側 lζ は噴射J.!<の清

掃装置等がほしいところ。

上林! 専雄氏の: ul J i E し尿浄化そう ・

家庭用石油系燃料ガス ・エキュプメ

ンタ J レコア [ζ ついてのー述のアイデ

アは至極ごもっともという ところだ

が，予算数十億円のヒつレ計画に直面

している建築家や， ｾｾ多き古 Ａｩ 市 の未

来像を追求している建築家からみる

と， ミロクの世界のできごとのよう

なものかも知れない。しかし乙れ等

の問題が，いま流行の組立住宅のキ

イ ・ポイントのlli ' 2 f な部分を占めて

いる乙とは，確かであろうし，また

技術的解決の問題とともに，企業的

な解決を求めていると乙ろが妙であ

る( 妙というのがいろんな窓味にと

れると乙ろがミソ) 。

空気調和は設備関係の中心的課題

であるだけに，多くの人からアイデ

アをいただいた。まづ高圧空気輸送

管について，吉田元七氏から提案が

あるが，現在も大建築では高速ダク

ト・システムが採用されている。一

般に，高圧になれば空気をf i l : 的に輸

送する上』ζ ，送風機が低効率となる

乙とは常減でわかることで，その上

騒音の問題がはねかえってくる。な

お近H寺空調において要求されるゾー

ニング Ic対しては，高圧では技術的

処理がよりむつかしくなる欠点があ

ろう。 ζ のように考えれば. パッケ

ーヂのユニット ・コンデショナーと

の併用が有利K なってくる。これが

極端にゆけば倉石秀夫氏のノン ・ダ

ク ト冷暖房方式となるわけである。

ノン ・ダクト冷暖房方式としては

ど存知1のように ，中央機械室から，

冷J.!<または祖J.!<の供給をうけて，室

内のユニット ・コンデショナーに用

いる方式と，独立した冷i J I ! サイク J レ

をもっ小型のコンデショナーを用い

る方式がある。後者は住宅の規模に

は多用されても一般建築の規校では

線用しがたい。しかし冷凍サイクル

が電子熱交換 ｾｋ かわると，後者の

方 Ic も広い利用方法が可能になる。

ただし ζ の場合にも冷却面が考えら

れれば，放熱面がそれだけ必要とな

るわけで，交換器全体ではエネノレギ

ーを消践しているだけ発熱の度が大

きくなる乙とを考えあわさねばなら

ない。また冷却iiiHc はつねに結露が

ある乙とにも注窓を要する。一般に

ノン ・ダクトのシステムでは，空気

の湿度調節や衛生条件の悪化K 対処

する乙とがむつかしくなる。 なお空

気条件については後κ もう一度ふれ

よう。

各建築の空調の 問題より拡大し

て，地域冷暖房の問題には木村喬夫

氏の提案がある。 地域暖房の問題は

外国には、その実例も多くみられる

しわが国においても術生工業協会

κ ，その特別委員会があった。乙れ

は技術的に問題はなく企業の問@で

あり，最大の陸路は，わが国の郎市

ｾｉ ー ｼ 国，およびそれにつながる公益の

保護法規にあるといわれている。一

方地域冷房はいまの処，不可能のよ

で，暖房の脇合スチームでは温水に

なるときに， 860 Kcol / Kg の熱がえら

れ，祖7 l < の場合でも使用状態が60

0

C

を見込めばよいので， 40

0

C の温度

降下が見込めるのに対し，冷却水で

は紛々 20

0

C の温度上昇しか見込め

ない。また特殊な安価な新冷媒が発

i列されれば，乙のへんの事仙は変っ

て くるが，乙れも 106ド先のアイデア

としては頂けないだろう。

地域の空調のつぎには，当然高!i 市

全域の空調が問題となり，より拡大

すれば，ソビエ ー トにみられるよう

な門然改造の問題となる。乙乙では

川上秀光氏の都市の湿度を調節する

アイデアがあるが，都市の空調はい

づれにせよ 21 - 22世紀の問題となろ

う。すでに 10年程前 Ic ，建築的多百物

語として，空調された都市の正II 築の

様相がアメリカの雑誌K あつかわれ

ている。乙乙 lζ 提案された集水塔を

用いて，都市の空気のj悦湿を計ると

いう乙とは，どうも理解の範囲を逸

脱しているように考えら れる。一般

に脱混と冷却とは併存すべきもので

あって，それであって乙そ，脱湿さ

れた冷い空気が，塔頂から生活圏K

降下してきで，有効に者s市を冷却す

る乙とになろう。 j悦J.!<剤による !段湿

建築界待31m新院錠ー一__1
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は熱発生をともなうので，乙れも役

K. 立た ないと とに なる。むしろその

ような高い塔から ，強力な ファンに

よって，高圧の冷い空気を直接地上

lζ 送る方が有効であろう。なお空気

中の水分を水として利用す るという

のは， もっとも ) 1，能率な取水法であ

る乙ともつけ加えたい。いづれにせ

よ核融合によって，必裂なだけの電

気エネルギーがえられ，また物』ζ 対

して，人が比較にならないほ ど尊重

される社会になるならば，都市の気

候調和のメソードは何とでもあるは

ずである。

×  ×  ×  

アイデアとしてでなかった二三の

事項についておぎなおう。まづフレ

ッシュ ・エア ーの問題である が，ヤ

グローが換気の指標rcrc. おいを入れ

てか ら約10年を経てきた。次の 10年

』 ζ 何 か 決定的な新Ｃ｜ｾ空気 につい ての

解明がなされなし、かという 期待があ

る。すでに一般の空調システムにお

いて ，都市 の外気の悪染 ｾｩ 自にあま

るものがあ り，ダ ク トは外気の取入

系統のみならず，供給系統において

も，はなはだ不潔な状態になってい

るζ とは公然の秘癒である。物理的

lζ 完全なエヤ ー ・フィルタ ーが採用

される だけでな く，イオン交換樹脂

( すでにボイラ - 7 ) < 等には用いられ

ている) による不純物質の排除，ま

た空気の衛生条件 として正負イオ ン

の調節等があげられる。もう一歩進

めるとフレッシュ ・エヤーの人工化

というアイデアがでてくるわけで，

乙れができ れば先のダク トレ スの空

調も解決されよう。

つぎK は熱交換に関する乙とで，

屯子熱 交挽 Ｖｾ はｈ￭ ｈ ｣ のべたので行

き，冷媒について考えよう。現在多

用されるアンモニアは，約 100 "ドの

歴史をもち，フレオン系の冷媒も約

50年の歴史をもっている。乙の 10"1

で劃期的な高能率で，安価な ものが

でき なL、かという乙とである。乙れ

ができると，電力のコストダウン と

相まって，広くヒート ・ポンプ法が

利用できる ζ とになる。すなわち，

陽熱の利用も考え直さねばな らな

いし ， また 地域冷 ｊｉｾ 房の 可能性も で

て くる乙とに なるわけである。 なお

別 lζ ，冷房ーのため には|放水能力が大

きく取扱いが簡単な新脱水J ' f i 1K.も ，

大きい ｊｾｬ 待がょせ ら れる。

照明と音響については全然アイデ

建 築材 料 の 選 び方 使 い 方 の 専門 誌

建 築 技術 者 と 材 料 業 者 の 必 読

建 築

雑 誌 材 料 と 設 計

アが頂けなかった。 前者は当然，パ

ネル光源の高性能のものの出現が予

想 される。 乙れは輝度の述統的調節

のみならず交流サイ クノレの変化によ

って色光の調節 ・選択が可能κ なろ

う。乙 れ全容は電子熱交換の問題と同

戦rc ，半導体物質の研究の進歩にか

かっているといえ k う。また衛生照

明という乙と が考え られ，人工光線

のみで，充分健康が増進できるよう

になるだろう。

室内音轡の問題は，壁面| 汲音特性

の調節によって，室の使用目的K 応

じた環境をえら れるようにする乙と

が実用化 されよう。 外部騒音につい

ては，空調の一般化とともに，壁休

( 窓を含む) の主主; 音性の向上につい

て汚胞が払われぶう。しかし都市の

空気調節が問題になる以前K. ，騒音

の発生源についての，対策が考えら

れる乙とになる ならばである。音の

暴力K ついては近代人が敏感なだけ

に，乙の方は案外早く実現するかも

知lれない。燥発しないとi l l IJかないよ

うな野蛮な釆物は都市|掛から 追放 さ

れてゆく。

キ充

建設文化社

毎月 1 日発行

B 5 ￥150〒共

全国書庖で発売

株 式 会 社 武 智 工 務 所
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支社 大阪市西区西長郷1- 5 四 ツ 鳩 ピル 電話⑧92ω
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都市の低空間の再考 図 師 嘉 彦

泥縄計画はど免乙うむりたい。具体的計画は，その国

↑，IJ や現実的諸条件を，もっとも巧みに組入れたものであ

っても らいたし、。むしろ，そのもつ条件の弱点をi釦ζ 生

かした ｾ ｉ 聞だとすばらし ｌ 、。荘、の専 門 からは逃げて，専

門外の乙とを例にとってみると，現代都市の交通難の解

決など卜l 本の現状をみると，全く泥縄で，シーソゲーム

を繰返えしている。無能もはなはだしい。

専門外だか ら気楽K 勝手な乙とをいえるのだが， 1J 4: 

の都市構成と先進欧米諸国の都市構成とは，色々な而で

大きな& 位のある ζ とは周知1だ。なかでも，その構築物

の規伎と質lζ 大きな相巡がある。最近は高層建築ブーム

だとはし、っても，それは盛り Jおを中心とした限 られた地

岐に集中していて，全体としてはあいかわ らず， 1 - 2階

木造組の雄物がぽかぽかしい1/よがりをみせているのが実

状だ。土地取得難などといっても せいぜい地上 10mまで

が満員なので，それか ら 上部は六大自 ｾｉ 市などととい っ て

も広失たる原っ 1-1みたいなものだ。弱点だが，乙れが日

ーの大都市の大きな特徴だ。乙れを生かして，従来とは

全たく別観点に立って，まず『道路網を計画し，実施したら

どんなものか。

新高速道路網は，地上 10 m以上の原野地符に自由自

在 lζ 新設する。既設道路を僅か数 m拡げるにも，地下鉄

1 1 1  

1*通すにも，土地買収，地主との話合い，土地収用法

の適用だ，既設物の微去だと大変な手闘がかかる。営業

補償lζ しでも馬鹿にな らない。

土地収用法の改正を行なって， 地上 10 m以上の空白

地帯の一定空間の，公共使用権の取得を単純化する乙と

は，そう難しい乙とではないだろう。

障碍物のない広い道路を，地下lζ 構築するより 上空に

構築する方が，はるかに谷易だし，経済的でもある。現

在家が建ち，人々が生活し，仕事をしている地 上 の必ｾ

区域を接収し，捜すより， 上空道路の足の部分だけを接

収し，壊す方がはるかに犠!jIJ が少なく，経済的である。

10 mも高い所に道路が縦横につけられては陽当りは悪

くなるし， うっとうしくして仕方がなし、かもしれない。

しかし，それはいつまでも，現郎市の状態を考えている

か らの話であって，それ相応の，新都市の構成が形成さ

れてゆけばよし、。立体的道路網の椛成を主題とした都市

造型などなかなか乙なものができそうだ。

新道交法などは，交通の発速にブレーキをかけている

ような消極法だ。率は早く走って早く目的地に達し，目

的地の至近距雌で停車するのでなければ意味がない。ニ

ューヨークなど，自家車用は市内iζ 自由にはいって停車

でき江い，東京もやがてそう なるだろといわれる。しか

し"JWl は逃うのだ。日本の都市はあまり高く ない所 lζ 自

由な広い空間をもっている。乙の天から与えられた空間

を，都市の再建のため兵剣』ζ 再考慮してみられないもの

だろうか。
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人工の山上都市 河 合 正 一

ヨーロッパにどろどろしているとき，若い邪気のない

大学生か ら，なぜそんな，天災の危険な日本K Mって，

一生器すのか，と1mかれて弱った乙とがあった。わが国

M'0- I E- 氏提案の人工 III 上部i I i

の建物の特色は，その耐震性につきるであろう。そして

それを美しく表現するとき，世界にそれを誇る乙とがで

きる。現在ではまだまだ十分ではない。第一国民の大多

数の人々は，耐民的な建物で保護されていない。大火は

繰返され， 風水害は年中行事である。者11市は建設され

ず，人災のi u: が: 1: ¥"1えつつある。建築家は乙れに対し，ど

集中コロニイ : A=シ イッ Ｗ 中心 Ｎｂ ］ フ ラー ドー ム ｉ ｾ 蔽 われ た 商業中心Ｎ c=海浜工業地区 ・D=; m・空港 . E=人道山コロニイ
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4除

れだけ奉仕しているだろうか。私はもっと大きなスケー

ノレで，乙の問題と取組む必要がある乙とを痛感した。わ

れわれの時代の建築は過去の時代のそれのように，一軒

のｾ物を完ｦｬＡ ｈ｣ ，美しくｻ士上げるだけでは足らないので

ある。私は Jt イタリイの昔にみるような，人工の山上都

市を造る乙とを提案する。111を造るのである。ダムのよ

うな，土木構造物的スケー J レをもっ，大きな耐m構造体

を地表lζ 載せる。そしてマカ不思議な地震動を，乙の構

造体をiffi して，工学的解折のできる力のベクトルや振動

に変化させ，それに見合う建物を建てるのである。 山の

恰好は安定した形態をもたねばならぬ。 山は同時に，人

間の集団生活環境のーコロニーとなる。それはある大き

さのコミュニティと なろう。平面的な用途地域11i lJ ではな

く住居と職場の緊結した立体的な都市ユニット となる。

山の表皮の，ょいと乙ろは住居空間とな り，山のなかは

仕事場ーコミュニティ ・ ユニットの生産 ・ 消 ｹｾ ・ 厚生の

空間が収められる。住居から，職場には垂直に| 締りてゆ

けるのである。それぞれの山は地方計画的な機能分担と

生産組織をもっ。互いに高速道路によって結びつけられ

る。天然地表面は， ! 民業と余暇の空聞に還元される。も

ちろん，特殊な工業の平面的集団は，許容さるべきであ

る。山の形K もさまざまなヴァリエーションがあろう。

住居は，山の東南西を蔽う表面 fC，かなりコンパクトに

しかし，それぞれの庭をもって，階段状 lζ 造られる。多

分その 1 ・21絡はコンク リート で規格ユニッ トのものとな

る。だが最小 100 m2 は確保される。第 3 胞には，好み

の材料，好みの形の住居の部分建物と庭がある大きさの

11;IJ 限内で，自由に造られる。もちろん他方，独身者やよ

り筒井: な合理的生活を欲する家族に対しては，アパート

式建物鮮が造られる。乙れは山の絶壁部にはめ乙まれた

り，より念な階段状であったり，または踊場的高原K ，

地上の塔状建物のように ( ζ の場合は垂直交通シ ャフト

の精進と関述してくる) 建てられるであろう。自然気候

条件の比較的惑い西 ・北傾斜面は，強度のエアコンを使

えるオフィス等のビジ ネスの空間および学校が急な斜面

にくみ乙まれる。 山頂や山の内部の半分より上は厚生 ・

娯楽 ・日常買物の空間で，ヘリポート，通信施設，展望

台，公園等は頂 IC，大集会施設，劇場，映函館，体育館

その他文化施設は上部 lC，その下にショッピングの街が

設けられる。地上第 4 厨は，山 内を平面的』ζ 結ぶ交通の

湯であり， 山同志を結ぶ高速道路は第 3 厨K 入り交通の

ターミナ J レとなる。生産工場の施設は 乙れより下，地下

に至る空! 日lを占める。生産手段，，f i l l 別によってその規模

は異なるが，原則 として生産従事者ーは山内に住むように

する。山の規模は人口 3万をいれるコロニイを最小とし，

S 万 10万のユニッ トの 3 種類を原則とする。構造は大

構造システムとし，できるだけ大きな熊柱内部空間をと

る。つまり 山全体が立体トラス式の網目で組立てられ，

必要な大空間がポコポコその中に開いている感じであ

る。

乙れらの山が，大コロニーをつ くって大都市闘を構成

する。 1時間をかけて，もう少し具体化してみたいと思っ

ている。

司.

新政治都市の建設を 北 垣 智 造

日本の敗戦は，戦力以前の「問題 J ，日 本の「文化」

の敗退であったと思う。

日本の「近代」を推進し，それを支えてきたとZ- え，

自負もしてきた人々の， i 近代化」のなかには，その本

質的な人間形成という，もっとも基本的な問題であり ，

しかもその確立が最も困難を伴ったものである，という

乙とを全く等関視して， i 近代文化」というものを単な

る，固定化 された「習得」としてのみ受け入れ，形だけ

の「近代」へ飛び込む乙とに終始していたと;考える。

日本を西欧と巡った，一つの文明として自 J ' J :させ， i  

文明としての日本」が，ど乙 tζ ，どう定位すべきか，と

いう足場なり ，構えを追究しようとしなかった。

日本の文化がその「精神」という大きなれ石の上で，

いかに無力であり，単なる砂上のものK 過ぎなかったか

を，私達は身をもって体験してきたと思う。

「習得J されるものとしての日本的な方式が， すでに

一度，日本を破局に導く前奏であった苦い経験を，改め

て思い直してみたいと考える。

敗戦κ よって，日本は再びふりだしにもどり，第一歩

から踏みだす乙とを余儀なくされたが，反面，乙れまで

の混沌，未熟の中にあった日本の文化 fC，反省と自党を

与え，確固たる秩序と ，基礎をもたらし，さらに飛躍す

るためには絶好の機会となったと恩う。

それにもまして，ブラジリアほど，私をして堪能せし

めるものはなかった。

その宏大な着想と，実行力は，乙の狭く貧しい，人口

過剰の日本では惣像されうべくもないが，新しく理想的

に計画された政治都市を，何物lζ も制約されず，建設し

てゆくととは，未来の国の発展 lζ 重要な乙とだと思う。

日木の政治，文化， 経済，な どあらゆるものが東京，

次いで大阪と，その周辺lζ 集約され，人間も，都市 も，

疲労し，混乱している乙とは残念な乙とと思う。

日本も政治者I1市建設の構想を提案してみたら ，どうで

あろう。場所は中原の地 「信州」へ〆 ただしそ乙には

過去の日本において，政治K まつわってきた寄生的なる

もの，不合理を遮絶した政治都市でなければならない。
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司.

呼 応 計 画 松 井 昭 光

交通機関の発達，産業立地の整備， 市街地再開発，宅

地開発，福祉施設などの必要性，その他にともない，こ

んにちほど，建築家が 「都市」というものに対してi!i- 任

をもたねばならぬときはないであろう。また，個々の建

物の設計・や建設においても，ただそれだけK 責任がある

のではな く，都市に対 しでも責任を負 うものである乙と

はもちろんである。乙うしたなかで， 都市計画との関連

さらに広域都市岡との関述のもとに，建築をも考えてい

くζ とが大 切だといわれる。 乙の乙とは，もうすでに，

理念としては常識になってきている。乙んにち，よくい

われるマスタープランという考え方が恐らく乙 れに当る

であろう。

とζ ろが，いかにして，都市を現在の困乱から救済し

新しい都市改造をなしとげていくかκ ついては，まだま

だ建築界のなかでは意志の統ーができ ていない。いう な

れば，いかなるマスタープランが，どのようにしてつく

られ，いかにそれが建設されていくかについては，イメ

ージがなさすぎ るのではないか。

そ乙で考えられるひとつの案を提示しよう。私はそれ

を「呼応計画」と名づけている。

E の剖画の呼称は， ソヴエトが 社会主義9Jl 股途上で悶えられた名跡で

ある。しかし内容において同じでなも、。私は E の考え方はすでに 1955 年

頃から ，いだいていたが、19ω 年代にいたって， それを只体化する必要

があると考えたので， ここにそ の続擦を示す色のである。 くわしい E と

は，またあとの機会 IC ゆずる。走り型3きみた いで論理はま だ整理 きれT

いはい。

乙の計画を考えた理論的根拠ないし前提条件はつぎの

とおりである。

< 第一点>

都市計画ないし，都市建設は，綜合されたすぐれた技

術である乙と。乙の乙とから 技術とは何かを真剣に考え

る必ｾー が ある 。技術 とは， 単』 ζ 発 明 とか設計とかの Ｑ 狩止

したものでな く，社会の生産体系のなかで，あるいは疏

勤し発展する社会のなかで，労働の生産性をになう要因

として， みる乙と が大事である。乙 の観点fLたてば，都

市計画とか都市建設と いう場合lζ ，労働生産性との関係

をはっきりと認識していかな くてはならないのであ る。

乙れを人閣の生活か らみれば， 人間の生活が生産と消

費とで成立っている乙とは，だれでも知っている乙とで

あるが，乙の両者の媒介をす るも のが労働である。それ

が全社会的にみた場合に労働生産性となるのである。家

庭( 住宅) は消費と結びつき，職場( ヒツレ ・工場) は生
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i l Eと結びつく 。その聞に交通網がはいる。またいろいろ

の施設がはいって，ひとつの社会的生産がお乙るわけでー

いる。より高い社会的生産は，より高い労働生産性のあ

ると ζ ろにある。したがって，都市計画ないし，都市建

設がより高いものを望むならば，つねに乙の労働生産性

を向上させるものでなければならないのである。

< 第二点>

都市には，乙んにちの経済水準に応じて，椴々の社会

集団がすんでい る。それが，地域的にみれば， 問屋街の

集団であり，官公庁の集団であり，小企業の集団であ

る。さらに，乙れを職業別にみれば，労組の集団であり

文化人集団であり，経済者集団，あるいは，主婦の集団

である。郊外から一歩 ｊｾ 村 に目を 転 ずれば山 村 にもいろ

いろの階府f L 応じて12民ないし地域住民の集団が形成さ

れている。

ζ れらの社会集団の窓志 ・エネルギーが都市の活動を

決定づけている乙 とをはっきり知る必要がある。

乙の立くl沫f L おいて，都市計画ないし，古11市住設には，

乙れら社会集団の協力と，その意志 ・エネルギーを強く

とり 入れていく必wがある。職業別 と地域別 lζ 考えてい

く場合( ある場合は階層別，年代別) には， 乙の乙とが

必要な条件である。

もちろん，乙の社会集団そのものも，発展するもの，

滅びゆくもの，未来のあるもの， 未来のないものとがあ

る乙とを考慮にいれなければならないであろう。

< 第三点>

労働生産性の向上と，社会集団の怠志 ・エネノレギ ーを

都市計画ない し都市建設に入れてい くためには，つぎに

建設技術者側の体制の問題がある。

建築設計ないし建設体制は，現在の各府県の事業体や

公団，公庫などの諸事業体がより集ま って行なう諸機関

協議会方式( 乙れを I . A .方 式 = Int er- A ge問 Y 方式と呼ぶ)

ーもっとも現在は 乙の I. A 方式すらにも達していないか

も知れないーでは，各個ぱらぱらで予 ｴ￬ｾ のぶんどり合い

計画の霊後，計画の敏行性は まぬがれえない。そ乙で少

しでも，ひとつの河川の開発はひとつの問題で，考えて

いく方式 = one 山 er .one  pro blem 方式，たとえば TVA の

方式などがもっと考えられてよい。

ある地域の開発lζ は，ひとつの開発機関があって，そ

の開発機関のもとに，住宅，下水道，道路，産業配置，

港湾，尿尿，その他開発に必要な事業を統合していく。

乙の地域別に( その選定については大いに論 じるとこ

ろがあっ て しかるべき〉ひとつの開発機関をぜひつくる

べきである。広域郷市計画といっ ても，乙の機関のやり

方にかかっている。

建築設計事務所などの設計組織は， Ｑ ＧＱ分の Ｑｾｽ ぷ とする

専門に応じた仕事のある開発機関 lζ 所属する。どの開発

機関に属するかは自 由であるが， しかし，どの日H発機関

.‘  



からのプランにはずれた設計をしてはならない。

民間の企業は，それが社会の生産と住民に役立つよう

に，その新規の活動( 設備拡充) がなされる。しかし建

設計画はその日日発機関の許可を必要とする。

建設会社は，それぞれの開発機関に登録される。大き

な綜合建設会社は当然，二つ以上のIJ 日発機関に府する乙

とかできる。おそらく全国の開発機関にも登録されるだ

ろう。 小 さな建設会社でも，その会社規般の拡充に応じ

て，ひとつの開発機関から他の大きな開発機関への登録

がえ，もしくは二つ以上の笠録権をもっ乙とができる。

仕事はすべて，他の開発機関との調整によって継続を

保障される。

建築労働者は，職能別K_ 組織化され，その最新の技街

にもとづいた技能の向上がはかられる。

建築資材の生産会社は，開発機関との契約のもとに，

一定の生産E を持続して，部品， 資材の工場生産化に力

を入れ られるよう 保障 される。

以上の乙とは， もっと有識者なり，経験者ーによって，

もう少し，現実味のある方法をとられでもよい。

いずれにしても，建設体制は，労働生産性の向上と ，

社会集団と it' 接にむすびっくような組織であるととも

に，独占企業のためのものでなく，広く 社会のためのも

のであるべきである。

以上の三点が， i 呼応計画」の理論的収拠ないし前提

条件となるものである 。それでは，どういう風K その計

画を進めていくのか。

< 第 1 段 階 >

開発機関は，その地域の開発に必要なあらゆる調査を

して，その資料をもとに，都市計画の 7 スタープラン第

1 案をつくる。

そして，それによって，開発機関は，建築資材会社K

その計画の骨組と必要な資材の生産量を提示する。建築

資材会社は生産を開始する。 設計事務所は，第一案にも

とづいた設計を検討する。そして本絡的設計の間までに

設計体Iljl lをととのえるとともに第 2 段階への活動κ そな

える。

開発機関は建設労働者の組織化をお 乙なう。

< 第 2 段 階 >

マスタープラン第 1 案は公示される。その地域へ。そ

れは，単lζ 育図だけでなしに，相当大の模型とか立体図

形( 組立式，開閉式) と か，あ るいはl決写技術の利用に

よる とか，パンフレット とかで，その地域の関係ある社

会m固に提示して，その討論にかける。

その期間，約 6 カ月。

社会集団は，必ずそのWl 問中 iζ ，その 7 スタープラン

第 1 案に対して芯見をのべる。修正があれば，どんどん

文書で提出する。それだけの討論は充分確保される。

乙の聞に日日発機関ならびに設計事務所の建築家や都市

計画関係者は，社会にでる。その社会集団に対して技術

的な説明をするとともに， 自らも学ぶ。そしてさらに高

度の設計技術としてとり入れてし、く。

また，一方，社会集団は，乙の地域の建設はおれたち

がめるんだという建設の怠欲にもえる。設計側と社会集

団との結びつきは， 乙の段階では， ひんぱんに行われ

る。そして，技術者は，自己の技術をもって，その住民

に奉仕してい t 心構えができる。同l侍f C ，技術はより高

度K 自分のものとしていかなくてはならない。

< 第 3 段 階 >

開発機関は，社会集団との話しあいのなかからでた怠

見や要求をもとにして，都市の労働生産性の向上に役立

つものへと止揚して，マスタープラン第 2 案( 実施案)

をつくる。

設計事務所は，乙の 7 スタープラン実施案にもとづい

て， 具体的に個々の建物の実胞設計 l乙とりかかる。そ

の湯合，すでに第 1 段階にととのえた設計体制のもとで

スピーディ K 設計していく。もちろんデザインは自由で

ある。ただし，建築の資材の規格化，骨組の工場生産に

会わないものは採用されない。

< 第 4 段 階 >

設計事務所による個々の設計ができ次第，建設にとり

かかる。この場合，その開発機関 lζ 登録された建設会社

が優先される。しかし場合によっては，他の開発機関登

録の業社にも発注される乙とができる。

社会集団は，たとえば，開発機関からだされた 7 スタ

ープランに応じて，みずからの建設として，あらゆる面

で協力す る。

4-

以上の 4 段階で計画は完成する。

第 1 段 階 初 期 7 スタープラン作成時期l

第 2 段階社会集団』ζ 提示，建築家は社会へでる。

第 3 段階本格的マスタープラン作成時期，個々の

設計。

第 4 段附 乙れが文字通りの建設l時代。

乙れが「日手応計画」の概要である。
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司.

建築のイメージをささえるもの

西 原 清 之

技往Iの発展をエネノレギー資源の開発や，生産rr理fr:焦

点をあわせて考えてゆくと ，従来の考えかたから飛践し

た走行りしい概念でとらえないと理解できない段階とし

て，何か革新という断層を意識させられます。広大な石

油精製所が，わづか数人の人たちで管理されていたり ，

小 さなエレク トロ・ユニットが，オート 7 チッ クfr : 生産

されている工場から放 出されて くるｾ大な製品の置は，

私たちの生活lζ 拒ft かしさ時代を約束するであろうという

乙とと，それらのものにしばられて，人間的な生活が機

械化されるのではないか，というひそかな期待と，不安

とを同時lζ いだかせるよう な不気味 さをとも なってをり

ます。

乙の期待と不安の均衡関係をわづかに保っているのが

現代社会であるという乙とがいえるのではないか。技術

のもっている法則性と人閣のもっている生活感情を合理

的に結びつける方法をみいだす乙とが現代に生活するも

のに与えられた課題であると思います。そして，それら

のものに秩序を与えるものが，建築計画や都市計画 lζ 要

求される新らしい意味での，技術休系のイメージである

と考えます。人間の基本的な生活感情 lζ 根ざした合理的

な社会構造と，ス卜ラグ J レをお乙すような技術の; 偉大な

成果をまとめあげるアイデイアは，次のように分けて考

える ζ とができます。

問題 1. 交通機関の発達に対して都市が与える秩序。

ヘ リポートや高速道路やモノレーノレという施設と ，給

排水， iE気，ガ ス，というような設備と，建築とが共

存できるよう な都市形態。空間を四角 に切り 取ったも

のが，建築であるという概念から抜けだす乙と ，すな

わち，敷地lζ 建築が，限定 されるのでは な くて，土地

lζ 構築されるという考え方を級拠にして立体的な架構

のなかに胞設が，おのおのの技術的進歩を阻害しない

で，機能を発揮しうるよう なス トラ タチヤーをつかむ

乙と。

問 題 2.  そのよう なス トラクチヤーが， ｾ、かなる社

90 

会規l I i I J によっ て具体性を もちうるかを考える乙と。生

産が個別的であっ ては，有機的なコオ ペレ ーシヲンは

望めないから，建築生産の工業化は急務であり， 材料

( material) が現場で加工されるよう な生産形態と前近

代的な生産関係から脱皮して，*Sl 絡生産ができるよう

な工業化を推進 させる必裂がある。 ru築の生産構造の

近代化はカーテンウオーノレや間仕切パ才、 J レなどの半製

品工業 ( Component s) の成長から設備ユニット という

段階までの工業製品化 ( functi onal elements) が組織的

かっ計画的に開発される必変ーがあります。制

問題 3 .  1政H寺の社会は世界的にい って，生産の社会化

や， コミュニケ ーションの組織化K よっ て，促進 さ

れる構造変化によって， リー ス7 ンなどが分析 したよ

うK ，イデオロギー的な価値基準の混乱がひきお乙さ

れてをります。たとえ偏境の1也で起った現象であって

も，ただちに 世界共通の問題 とする乙とができるし，

またいかに先鋭的な高い11<準にある技術といえども，

容易に導入しうる機構lζ なっており，技術あるいは芯、

識の疎外関係は， 資本構造lζ よっては分裂した線なし

草的繁栄を可能にしております。言語，生活線式の迩

いからくる恩号機造の差によってさらに拍車はかけら

れ，世界各国の社会は各々巡ったかたちではあります

が，指導型念の分裂がみられます。かつ ての社会にゴ

ジックがあり ， ロマ ネスクがあったように ，現代社会

の法則性に対して適応した l時代様式 とでもいうべきイ

メージを発見する乙とが必要でありましょう。

いま混乱は始まろうとしているときに，アイデイアを

与えたのではもはや手おくれで， 比較的近い将来を予測

するとしても ，高s心における自動車交通の箆鯵状態をみ

て高速道路のイメージをうかべたのでは，決定的な乙と

は何もできません。

私はかなり悲観的であります。私たちの忠告や提案を

よそに，おそらく今後 10年はあし、かわらず中途半端な高

速道路ができて，いたづらに交通を混乱させる以外は何

もできそうに思えません。部分的なアイデイアがいくつ

だされたと乙ろで，その総合化への道が聞けていない現

状主義によりかかった楽観論には，何も期待する乙とは

できないと思います。建築や都市に関する 限り，何 も変



.降

いだろうと思うのは，次の理由からです。

理 由 1.  生活水準の成長率が，かなり楽観的な見通

しのとおりになったとしても， 10年後の国民所得は，

やっと現在の西欧の水準lζ 追いつ くのが限度であると

い う乙と。 したがって，どんなにすばらしいアイデア

も，大衆のものとなるためにはかなりの年月がかかる

乙と。

理 由 2  建築の生産構造が工業化 lζ 対して再編成さ

れるためには，建設機械投資 と工場設備投資との，両

面からの大資本を必要とするにもかかわらず， 市場が

安定していないため，また乙のととが建設産業におい

て，革新的な生産方法が発見 される可能性をうすく

し， つねに他産業の成果を吸収する立場ーにおかれてい

る理由lζ もなってい る乙と。

理 由 3 .  技術的な方法論が実験室的に可能にな って

から，現実的になるまでにはかなりの年月が必要であ

るにもかかわらず，建築f C. は技術革新を ささえうるよ

うな新 らしい方法を研究する機関がない乙 と。た とえ

ばコンクリ ート に代るような軽量で， しかも耐久力の

ある材料の組織的開発。

新らしいl時代lζ 即応したアイデイアや，イメージは，

めざましい発展をとげるという現実的な前提，または保

証がないと，意味をもたなくなってきてをります。原子

エネルギーのコントロールは錬金術のような，空想的ア

イデイアから考えだされたものではな く，核反応の理論

的成果が，工業力と結びついて可能になったといえまし

ょう。建設産業には理論的 lζ ，あるいは工業的 IC多くの

問題を残してをります。 乙乙 l乙は新

らしい アイデイアを次から次へと大

量生産する乙とによって，解決する

だろうという楽観論も，新らしい技

術から人間を隔離する乙とによって

解決しよう という悲観論も，成立し

ないような気がいたします。いまの

と乙ろ見通しはないが，最i喜をつく

す，という倫理だけがたよりです。

しかし私にはとっておきの

アイデイアがひとつだけあ

ります。

そのアイデイ アは建築家

を総理大臣にする乙とで

す。建築家は建設する乙と

が仕事でありますし，戦争

は破壊をともないます。し

たがって世界平和はうたが

いなしです。そして戦車 l

台の生産' i ! ( でアパートが建

ち，ジェッ卜戦闘機 1 j殺の

価額で住宅団地ができあが

り， ミサイノレ 1 発の費用で

小都市が建設できる乙とを

知 ってをります。これは夢

物語でも何でもな く，総選

挙のときにでも実現させう

る乙と なのかもしれませ

ん。

*1 欧州生産本郷研究報告第174号

の分顕によ る
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コンヲソート製コップと ＱＩＱｾｾ 紙人工患の釘胞

通よτ凋立作; r ;

司'

SHUTO 秀 島 章E

乙れは20年前のアイデアーである。いまさらではある

が，近年例の加納i憐惣の東京湾埋立以来，海上都市，犠

状自ｾ｜市構似 と ｾ ￭Ｚ 物語が賑 やかであるので ， どひろうにお

よぶ次第。もちろん太平洋戦争中の米国をやっつける工

夫のひとこま。タネをあかせばコンタリー 卜製の人工島

( 乙れを暗号で秀， シュー島， トウ と呼ぶ〕乙れを黒潮

! こ浮べて太平洋を横断，乙の人工島から米国攻撃の爆! 整

機を飛ばそうというこんたん。瀬戸内海を造船所と考え

92 

六角形の コッ プさかさ状のコンクリートプロック( 一辺

30 M) を無数のプラントで造る 。乙の中空部に酸素と水素

をH20 比lζ 入れて海上K 浮べ，あたかもハチの巣の加く

連結して 1KM 円の人工島を製作す る。乙れがS HUT Oで

ある。引船で，瀬戸内海の造島所からでて黒潮に乗る。

爆撃機は乙の流れる島飛行場舞台 K ニューヨークへ，ワ

シン トンへ。カノレホノレニヤの沿岸近くに至れば，例のコ

ップ内の酸紫と水素は，電気火花で水と化し， S HUT Oは

太平洋のモクズと沈没。利敵! こは役立なくて使命を果す

といったわけである。幸い日本はコンクリート製造工場

としての立地条件にある。 なんと なれば河川は急かつ多

雨で，砂，砂平IJは採りほうだい，石炭( C . 石灰の名産地。

乙れを軍某研究所 lζ 持ち込んだが，ゃんぬるかな光栄の

敗戦となり果て，乙の迷案も今日まで日の目をみぬ次第

であった。

日本の ど臨床がちかずいたとき，ある人が 日本の将来

をこう論じた。四つの場合

万一神風で勝っとするか①楽に勝つ，①苦しんで勝

つ。負ける状態，③楽lζ 負ける。@苦しんで負ける。

最後の苦しんで負けるが日本民族の成長に最も幸いする

と。

戦後 15年 LI 本の復興( 都市) は前向きだろうか，後向

きでは なかろうか。戦災の都市の方がそのなかでもがI向

きに近い形状を示しているが，果して，その骨紘・や体質

は純金であるであろうか。都市計画の基: ょが SHUT Oのご と

く海上や主上lζ 逃避して，大地l乙足のしっかりついた建

設の方向を見失っ ているのではあるまいか。

"  

¥ 



ま と め - ・・・・・・・・・. .  .  .  .  

都 市 計 画

都市計画ないし，者s市建設につい

てのアイデアを考える場合，現実の

ｾを一 応捨 象してしまっ て， 将 来の

あるべき姿を想定して，そのイメー

ジlζ 合 う計画を 考えて いくやり方

と， 現実の矛盾を指摘し，そのなか

から発展す る要素をみつけ だ して，

都市改造 や 都市ｾ 設を すすめてい く

やり 方とがあると恩われる。

古iJ者を空想的だとか，後者をただ

の改良だとか，と考えられがちでは

あるが， かならずしも そうでは な

い。われわれの 乙の 1960年代は，両

者いずれも必要としている時代であ

る。それだけ， .Ul : 界の社会体制lおよ

び科学技術水準のたえざる発展のな

かに生き ているのであ り，発展の法

則性にあった将来計画は，現実性の

あるものにできうる時代でもある。

前者の考え方のうちには，すでに

大高正人氏や菊竹清訓氏らのいう海

上都市や塔状都市の提案があげら れ

よう。また，黒川紀章氏らの新陳代

謝論やコネクター論，あるいはヒュ

マンタイプのパタ ーンによる都市計

画な どもあげら れよう。

乙の海上都市や塔状都市 といって

も，人工のスラブや垂直スラプの考

え方の発展したものに基礎をもって

いる。ヒューマンタイプを骨格とす

る都市構想の考え方は，流動する都

市機能と都市意識をもったものがそ

の基礎になっている。今回の 「アン

ケート 」で示された河合正一氏の 「

人工の山上都市」という 提案は，そ

れ らに 京 ｉｊｾ されたもの かどうかわか

らないが，それら と並んでなかなか

面白いイ メージである。しかも，そ

の構想の前提1[ ，わが国特有の地震

に対する配慮をしたと乙ろが，ひと

つの大きな特長だろう。

一方，後者{ 現実の矛盾のなかから都市

改造を考 えるやり方) のなかには，すで

に 現実の 進展を みてい る都市再開

発，あるいはスーパープロックの建

設といった乙 とがあげられよう。し

かし， 現在の都市を混乱させてい る

もののうち，最大のガンは交通の混

乱にある乙とは指摘するまでもな

い。乙の交通難を救 う乙とは，それ

だけではないにしても都市の混乱を

救う最大の道だと考えられもする。

乙の現実の問題に対し，図師嘉彦氏

は「アンケ ー ト」のなかで， 10m以

上高い空間lζ 新道路網を建設すべ

し，と提案されている。乙れは，日

本の建物は，ほとんどが 1 階 2 階建

で， それ以上は大空間が放置されて

いる。乙の天から与えられた空間

(外国よりも都市再建がしやすい と

いう 意味であろう) を道路網の整備

につかっ て，都市再建のために利用

せよとい うのである。さ らに，乙の

交通問題の解決だけκ とま らず，住

宅問題の解決，商工業の発展，土地

利用の推進，産業立地の整備，福祉

施設の拡充， 上下水道の完備，大気

汚染の処理などといった焦眉の急と

なってい る点などを考えていくにつ

れ， 広域園都市計画という考え方が

194 年代より強く な ってきたのも，

当然であ ろう。マスタープランの重

要性も叫ばれているが，乙れも，恐

らく ，そのひとつに当るであろう。

と乙ろが，いかなる広域圏計画や

7 スター プランがどのようにしてつ

くら れ，それにもとづいて，いかに

都市建設がなされていくかについて

は，まだイメ ージが少なすぎる。乙

の点で，松井昭光氏が提案して い

る「呼応計画」という考え方は，ひ

とつの参考ーになる。乙 の考え方は，

労働生産性の向上( 技術休系の問題

に関連) と，社会集団の意志 ・エネ

ルギーの導入，建設体制の変革を通

じて，広域開発の方法を示 している

と乙ろに特長があろう。

また時閣の概念を導入した 4 次元

都市の構想を考えてい る人も ある。

ζ れらは，先にいった「前者J =  

将来の姿と， r後者J = 現実の矛盾

の解決とを結びつける環であり，す

くなくとも， 1960年代な いし，70年

代には，乙の乙 とがもっとも必要と

されて くる のではないか。

しかしながら，以上のことは，経

済水準や科学水準の問題もさるこ と

ながら，政治の問題とも結びついて

くる。そういう点で，ブラジ リアの

新首都建設や，チ ャンテ' ィガー ル市

( インド ・パンジャ ーブ州の首都)

の建設には，全世界が目を みはっ

た。そ乙で，われわれも，ひとつ考

えてみようじゃないか，新政治都市

をつくろうぢゃないか…・…・・場所は

中原の地「信州J へ…・…・ ( 乙のあ

い乙とばは，なんと乙乙ろよくひび

く乙 とかＩ。乙ｾＧｌは， rアンケー 卜

J での北垣智造氏の提索である。ま

さに，過去の日本の寄生的なるもの

と絶縁した政治都市…・い一 そして，

そしてである。建築家を総理大臣 l乙

( 西原清之氏のアイデア) … 。

乙うすれば，西原清之氏 もいうよ

うに，建築家は建設が仕事であり，

戦争は，破壊をともなうものである

から， したがって軍国主義もな くな

り，世は平和建設のl時代になるであ

ろう。

かく て，建築家のアイデアないし

イメ ージは生かされてくる一 一.....

...。 そう願いたいものである。
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そ の 他・

ピントはずれ 向 井 正 也

皮肉ないい方をして恐縮ですが，私は，乙ういう風な

アイデイアを，と くに建築生産面で性急に求めようとす

るアイデイアそのものが多少ピン トはずれにみえてな り

ません。もちろん世はあげてア イデイア時代ですし，一

方産業面にわたる技術革新の波は，いよいよすさまじい

進展が予想される今日，建築生産函もいろいろの形でそ

のアフリをうけて，いろいろの面で画期的な改良が加え

られると恩いますが，そうしたものは，このよう な形で

安易lζ 生まれて くるも のでしょうか。いわゆる「アイデ

イア売ります」といった風な乙ざかしい知懇や才覚で片

ずくようなものではない と存じます。が，もし乙乙での

「アイデイア」がそういう安っぽいものでな く，もっと

高い立場での「イメ ージ」だとしても，そういうイメ ー

ジなどというものは，大なり ，小な り，荒唐無稽の夢物

語や未来建築風景 とい った風な，いわば子供だましに類

するものに終る公算が大きしいかにも ，もっともらし

くみえ，すぐさま実施されそうにみえるものでも ，実地

との間lζ は深いみぞが横たわるものだと思います。それ

でもいい，そうした夢を買いたいのだとおっしゃるのな

ら，それに対して一寸一言。ここでの夢というのが10年

そ乙そ乙の. いわば実現可能のつよい夢というのなら ，

あれこれを知懇をしぼらずに，もっと手っとり早い，方

法をとる方が賢明です。現在の日本にとって 10年やそ

乙らの未来建築風景なら，何の乙とはない。アメリカを

みればそれで結構間lζ あう乙とでしょう。乙乙でくわし
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く申し上げるまでもなく， 何から何まで生活文化の全般

に関して U.S.A は，乙れからの日本の行く手を指 し示し

ている。そのような体勢が，乙乙 10年やそ乙らぐらいな

ら，かならず続くものという予測は，逃憾なが ら，十分

成立するからです。

• 

何 が ア イ デ イ ア か 三 回 一 男

「アイデアを求むアンケ ート J ? まったく虫のよい話で

はなかろうか ? 大なり， 小なりア イデア売りますでも

ないが，そのようなカタチをとりつつ生計を立てている

私としては，残念ながらまだ主主善事業のできるほどの恒

産も ないし，そこ までの悟りもひらいており ません。

以上の理由により …・ ・アイデアは山ほ どありますが，

ただではお売りできません。

それでは答にならず P.R. のみではないかと読まれるご

仁もあろうかとおもい，次の話題を提供いたします。

「ベン ・ハー」という映画をど覧になりましたでしょう

か ? その始めの頃のある場合でキリスト教が生れかかっ

た乙とについての会話のなかに ……・…・・サブタイトルで

は … ••• •• I新しい思想が生れかけたそうだが・・・・・・云々

」とでているのですが，役者の セ リフは ..

NEW I DEA云々としゃべっ ておりました。

こんなアンケートの受け方は，ニューアイデアではな

いでしょうか?

、
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南船場地区を空からみる (上方 IC計画路線綾工部分がみ える。 手前は御堂筋方面、左は本町線)

いわゆる船場地区とよばれる地域 るかな郊外に移転するのが適当であ て大会社との系列強化が考えられ

の南半分，そ乙は中小企業の問屋街 る。郊外地に共同の加工場，共同の る。したがって現在のまま開業~相

である。 従業員飽設が設置されるのが，好ま { 以商業での共同した場合は混乱をま

南久宝寺町，歩|ニ池筋( どぶ池筋) 1ζ しいーー としている。 ねく，各自はあ くまで独立したもの

代表される，小間物，化粧品，装身 事実世界の商業都市の発展の傾向 である乙とを根本として解決を求め

具，雑貨，繊維関係等の地方向卸問 からみても ，交通の問題をも含んで るべきであるーー との意見である。

屋が，ぎっしりと建て乙んでいる。 乙の方向に進むのは正しい乙とのよ 乙乙で乙の地域 lζ おいて，市の都

今回計画地の総面積は約 169，900 坪 うにも思われる。 市計画実施上および現在問題にな っ

( 内道路面積約 28，2∞ 坪) 南船場 一方，商工業従事者，大阪の経済 ている点をみると，将来計画のなか

全体では，さらに約 100，000 坪増加 界，経済行政舘門クツレープの意見を で一番大きい問題は，築港~深江計

する。 求めると， 乙れはま乙とに多様で， 函線80米道路の，乙の船場地区通路

乙れらの卸売問屋街の整備は，大 綜合した意見は求めにくいのではあ である。大阪港と都市部を結ぶ乙 の

阪の都心部改造にあたっ ては，ま乙 るが，大体の傾向として一一大阪の 線は，大阪市の悲願である大阪港整

とにやっかいな地域になっている。 商業活動の中で，乙れら船場地区の 備と結びついた重要幹線のひと つで

あいも変らぬ混乱したまま ，今日も 商人の占める 比率はきわめて 大き あり，地下鉄も併置される乙とに な

街はいわゆる「にぎわい」をみせて い。良きにつけ悪しきにつけ ，大阪の っている。しかも事業は船場地区を

し、る。
消長は乙れら商人とともにあった。 除いて完成に近づきつつあり，地下

• 
乙の地域の改造に対する解決は， そ乙の商人の生活は船場lζ 存するか 鉄工事も臨港地区』ζ て既』ζ 着工され

M¥市計画家グループの大体の意見と ら可能なのであり ，大阪の船場，日 ている。乙の計画道路に対 しては業

しては，一一乙ういった露庖商の延 本の船場なるが故に商業活動は行な 務地域を 2 分するものとして地元業

長のよう な問屋街は都心部から早急 われている。共同の作業場，共同の 者は困惑しているが，実現するとす

ｬζｾ を消すべきであり ， 商品展示の 従業員施設は，乙れら 中小企業グル れば，乙の計画道路の高架または地

ための窓 口 だけが都心部lζ 残され ープの商業活動の板本にふれるもの 下式による地域通過を希望して お

そ乙に設置されればいい，商品の倉 で実現不可能のものである。彼等の り，計画当局も， 用地買収の困難 お

席，従業員のための住宅，製品加工 結びつきは開業者同志よりも，むし よび地元窓見の調整に苦慮し必要性

場はすみやかに隣接工業地帯からは ろ乙んκ ちでは， 資金面を中心とし は痛感しながら，道路完通の見通し
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は立たない実情にある，別に南側長 互いがどうにもならない完悩が大き

堀川埋立てによる 50米道路の設置お な問題点である。

よび 500 台程度収用可能の地下モー 将来の理想像より形態上の再開発

タープールの設置は近 く着工 される を実施して業務形態をそれに合せる

乙とになっている。 アプロ ーチを とるべきか，現在の営

また，さしあたっての悶組はあま 業形態を一応是認して，乙の形態 l手

り多いが，f E . : 大のものに交通問題が あった再開発を，形態の方で修正を
4・

ある。者MS心部における，通過交通は しつつ，進めるべきか，大阪の問屋

大道路の設置，バイパスの設置で解 街の将来に革命に近い変革をもたら

決もできるが，発生訴をもっ，乙れ すだけに都市計画家~建築家だけで

ら問屋街の交通は，現在商品の発送 は，もちろん解決 しえず，いぜん乙

荷受が丞1 f な仕' j J : であり，先日の 「
んとんとした状況がつづいている。

道路を広く使う運動」も，乙の地域 大阪ではいま，がf，市，公団等J 十

では関係者の努力にもかかわらず，
画期1門，建築部門等，関係者のあい

実現しない現況にある地域となって だで，都市改造Jl i i ! 日会議が持たれ，

おり，おびただしい 自転車 ・スター また民間の団体として商工会議所を

ク，さらに流行の経貨物車から地方 中心とする不燃都市建設促進協議会

巡搬用大型トラックまで， Sll 綜をさ
がある。それらのなかで鶴市計画家

わめている。また倉陀をもった庖舗 のな見と，商人述ヰ1の裂場の芯見の

も少し乙れらを対象に j笥辺点以姻 双方を勘案し，一般的な都心部問屋

凶繊i属地区に大小倉庫を併設した， 術改造の実現可能な斑l ; 1 :1HC近い案 と

: i i l l 送業者がならんでいる ，お互にお して，①各業種，矧似7駐在li C とlζ 専

..... ニ出邑

弁池 ( どぷ池) 繊維問屋街

大 阪 商 船 場 問 屋 街 の 位 置
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門商庖街式の センタービノレを建設し 路で阻み，乙の周辺道路ぞい lζ 荷 内容性格を異lこするので，木訂両か

②そのなかでセパレートされた範囲 受，発送用ピルおよびモータープ らは除外した。

で各自が独立した業務を行ない，① - ) レヒ勺レを設ける。荷受，発送ビ また堺筋以東の約70，000坪は当然

展示出荷集荷荷受等は，できるだけ J レと各センタ ービソレ聞は，地下べ 本ｾＭＡＭｩｩＡｩｩ ｴＨ 含めるべきであったが，現

共同して経費をきりつめ， 0 従業員 J レトコンベヤーで結び，商品発新 況資料不足のため除外した。しかし

用の住宅も最低賃金命IJ，週休制，退 はすべて，乙れを利用する。また ｬｊｾ筋線ぞいは，だいたい現況通り残

職 金共同私立 ｬ ｊ， ｾｊ 等々の制度の整備と 各モータ ープールからセンタービ し，東横堀川との聞は緑地および住

歩調をあわせ， J順次共同アパートに J レまでは徒歩 5 分以内で速する乙 宅地として計画したし、。

持っていくとの，案をだしている。 とができる。 なお計画地内の家屋所有者は 1，292

以上が，乙乙 l乙提案する南船場地 ( 5 ) 製品加工のための作業場は， 戸であるが，家屋内で，分割，共販

区改造計画案の前提ないし背長であ すべて隣接工業都市内に集団移転 所が多いので活舗数については未調

る。乙ういった考えのなかから改造 し，地域内には一切の作業場を設 査である。

案について次の方法をとる乙とにし けない。 乙れの実現lζ は，もちろん巨額の

た。 (1960年 9 月災復) ( 6 ) 製品等の倉庫は原則 として郊 資金を必要とするが，改造後の価

(  1  ) 現在の応舗，事務所はすべて 外地作業場地域 IL設け，本地域え 値，都市計画道路の完通，等々，国

土地建物とも「立体換地」の上， の持込みは最小限度とするが，荷 定資産税，営業収益税の大巾増加が

類似業種別に建てられた数棟のセ 受発送場lζ 併設して共同倉庫をも 考えられ，きわめて短期間K 事業実

ンターヒソレ( 仮称) に統合する。 うける。 現在の運送倉庫関係業者 施者側，商人側両方に償却が可能で

現庖舗を収容して余裕ができた場 は乙乙 lζ 換地収容する。 ある。施行はすべて公共団体が行な

合! 立他の地域の類似業種をも吸合 ( 7  ) 地域内の居住者は，従業員の
うものが適当であろう。

する。 うち単身者のみとし，世帯向住宅
実施の際の問題点として考えられ

( 2 ) 従業員用住宅( 単身者) は現 は郊外地! ( 移す。単身者はすべて
る{ 反伊; 業については z 隣接地の築港

地居住主義をとり，整備により生 給食 ＱＱｾｊ をとり，その施設を共同で 深江80米道路の完了地域の一時使用

みだされた地区の中心ブロックに 設ける。↑ It 帯向住宅のための学校
が考えられ，また現在地域内で商人

設置する。乙乙 lζ は共同のレクリ 施設， コミニテイ施設は 2 次的な
がフル利用している土地，建物等の

エーション施設を併設す る。 ものとしてできるだけ，地域外の
抵当，根抵当としての価値を， 再開

(  3 ) 旧船場地灰中を通過する 80米 施設を利用し，本地域では，と く
発後いかに扱うかは，今後の研究課

計画路線は，乙れを是認し業務地 lζ 考慮しない。従業員のための稲
題であるが，全地域について「地区

域間は地下街で結 ｾｻｯ 80米道路以 利施設，教育施設としてのコミニ
財問J といったようなものを法律化

北現ノド町線との間: 主事務所街とす テイを設置する。
し，その範囲内で，自己の持分を現

る。地下街lζ は，事務所，問屋l乙 ( 8 )  :Ir. 体化によって開放された地
手Eよりすぐれた内容として，営業上

昼間勤務する勤労者のための飲食 域はモ ータープ- J V，緑地等都市
の物権 lζ 利用することを可能とした

庖， ドラッグストアー，小売庖を の空間としてできるだけ開放す
し、。

設ける。現在計岡地内に点在す る る。とくに中心部の従業員用共同
中小企業の問屋街を内容構造とも

乙れ空手応舗を ζ 乙』 ζ 換丸ｾ収容す アパートの周辺はできるだけ余地
l乙脱皮近代化して， 乙乙 lζ 商人の街

る。 をとりレク リエーション施設とし
大阪に，より繁栄をもたらすために

( 4 ) 地威内のすべての地上交通は て開放する。
具体的 l乙代表的な問屋街をとりあ

自転車，スクーターを含めて立入 地域内全体の容積率は 30 % とす
げ，乙の南船場地区改造計画案を提

禁止区域とする。地域周辺には現 る。
案する。

況道路を含めすべて50米以上の道
御堂筋以西の約30，000坪は地域の ( 鍛昔 日本住宅公団大阪支所計画部)
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d

 

n打

長近ヒソレの清掃業者が急激に増加|し 大 阪

だけでもを: I{pi ' Hにのぼるといわれているが，

この右々から「施主がれ刊I} だけでなく. 修理

もやってくれなくては凶るとし、われるので.

今度工作部門を持つ ようになりました … … 」

と挨拶されることがしばしばある ハ このこと

は米関式の 「カストディア J レーサービス 」へ

の移行の m ｾｾ，とも見られるがＮいづれにし

てもピ J レには保全管理が屯要であることをぷ

すものであろう。

_ - }j . 施主やピル管: PJ ! . - - t ' i ーが. ';u米管理W: や

修給1r に対する認識を深め I直後設計にも柿

々注文をつけてくるように危ってきた。

この ようにヒソレの維持行政に対する関心が

作方陣iに峨り上ってきたことは. rピルブー

ムーという経済的事実が1.d，むなしに. その必

要性を認識させてきたものであるが. これに

字先して対応すべき建築界の研究態勢が果し

て充分に整っているであろうか。

元米. 維持管理に必要な研究はー まことに

地味であるために，比較的A く比られずー組

織もでさていないのが実情で. この 「ピルブ

ーム 」に対し研究の足りない部門が多くー

ル管理者が自ら苦心をしてデ ーグーを揃えて

いる状態である 。

このように姐築界の一般的態勢が似めて低

調であったにもかかわらず. 日本建築協会は

すでに7 i 1:: 以前に. この l' l¥j)週を取トーげ. Illl 以

等によって局家に努められてまたことは. 先

党主として高く; ¥' Hill iされねばならない。 こと

に構造 ー 設耐え ｴｦ に ｊｉｾｾ 伝的発以をとげつつある

ヒソレ界; こ順応して. 今般本 Ji- の改訂版を卜. 梓

して民けることは，同 ) j r(l Iの関係者としても

まことに Ｑｲｾ ｦｦＧいことである
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構造設計実例集

昭和35年 6 月に好評担に絶版 とな

った F 鉄骨精進，iI 't，!: と実例J の姉

妹図書 として，11m可135年春より企

画 ｬ こ若手した。内岩手はｾＱＢ ， な 高 ｪ 包

ピJ レを対象lζ その J I'算書 と図而 を

集録して構造; 没，n-fi' の座布の?! と

して価値あるもの と し編集にもがf

しいアイ デ ィアを盛 り込む乙 とに

なっ ている。

本の型
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日 本 建築 協 曾 / 出 版 企 画 図 書 一 覧

建築技術者のための

空気調和設 備

改訂版のねらい・・・ 建築企画者

Ｈ理念の 整 理ＡこＩ、ｾ築設 ￺ｩｩｩ 担 当

名( 実務的なデー タの理解lこ) ， 

設備業者( 入門舟 lこ) 以上の対象

-fi を統ーした内容 とし， 初版に対

する注文，，怠見. 希望を盛り込み

大々的な改訂増flfi をおこない，実

例を多く 挿 入するこ とになった。

執 筆 者

第 1 立 空気調和の基礎科学

前 田 敏男< 京郡大学 >

気 ｾ Ｒ 立 暖冷房の熱負荷

三 村 庁f : <須賀工業 >

占川 照夫< 大阪電気| 凌房>

第 3 7E 暖 房

三 村 i洋

気ｾ 4 .4t 送排気および除霊

上西 圭 治 < 姶材 社>

ｴｲｾ＠ 5  tt 空 気 調 和

柴 田 文 三 < 高 砂 熱 学 >

上西 圭 治 < 建材 社>

古 川 照犬< 大阪電気 暖 房 >

気S6  J$: 自 動 制 御

山武計器

Ａｲｾ＠ 7  :4t 騒音と振動

lii) 川 純一< 神戸大学 >

第 8 _1;1: 建築設備室

高 橋 誠 義 < 大林組 >

ＡＺｦｾ＠ 9  ｝ｾ＠ 建築設備費用の分析

ィヨ黒 次郎< 竹中工務 氏 >

組集幹事会 く50iI 明 >

1": 在 前田 敏男 (京都大学)

f片 '11 高 橋 肢 麓 ( 大林組)

前 川 純一 (事l' μ 大学)

三村 幹 Ｈ須 賀ｬＺ ｾＩ

吉川 照 夫 Ｈ大阪 ｭ ｾ 暖関商会 Ｉ

田本 栄一 ( 高砂熱学工業)

浜田 栄一 <ru. Mm
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建築技術者のための

給 排;]'<衛 生 設備

企画に際して・・・ 空気調和設備

図書の対象者 と同ー として，建築

技何 と設備 との関連性についての

理解，認識を深める。 既刊のこの

和図書と は巡った内容 と し， 実例

( 写真，デー タな ど) を豊富 IL挿

入して実 務 的 な 表 現，読みやす

い，理解 しやす い記述な ど，編集

に意を もちいる乙 とにした。

内 容

第 1 :章

?i 12章

第 3 章

第 4 章

第 5 章

第 6 章

第 7 章

第 8 章

第 9 章

mlO章

第 11章

第 12章

第 13章

第 14章

衛生鐙備原論

水 源

配管とポンプ

給 水 設 備

給 湯 設 備

排水通気設備

衛生器具及び附属品

し尿浄化設備

消 火 設 備

サーピス設備

排 気 設 備

電動機・操作盤

材料の腐蝕と対策

給排水設備の管理・保守

編 集委員会委員 < 50音 駅 >

ｾ＠ 'i' i  田中良太郎 ( 大阪市立大学)

委 員 門山 哲也 (t.l J Hl ! 業)

河 湾 隆之 ( 斉久工業)

谷 川 丈 夫 (西原衛生)

玉田 健 ( 竹中ヱ訪山)

知貝 縫夫 ( 点藤省三商1，5)

富吉志乃武 (日 建設計)

樋 口 成弘 ( 大林組)

福山 竜雄 ( 大阪建物)

本国 知之 ( 大阪電気暖房)

三村 勝 ( 須賀l : X<)

米屋書三松 ( 三担重工業)

渡 辺 道 鱒 ( 渡辺市郡所)



' 61 日 本 建 築 協 曾 / 出 版 企 画 図 書 一 覧

鉄筋コンクリート

施 工 指 針

1961 年度版

執筆者

釘 1 :r;' l 益庖 辰 雄 < 都島て高 >

館 2 i ，' <奥島 正一 く大阪大 学 >

節 3 r.'i 谷 口 尚 武 < 大林組 >

節 4 茸c 大沢徳吾郎 < 1Il! ぬffi 設>

近藤 芳美 < W水辺，段 >

百々 稔 く大成il! 設 >

笠 原 正 幸 < 竹中工必j占>

菅 田 豊 重 < 大林組>

節 5 茸t 六車 照 < 京都大学>

近 藤 芳 美 く清水路投>

高林 利 秋 く 吉 野 却 化 >

中 川 中 夫 < 大成il! 設>

第 1章 材 料

セメント / 什 材 / コンクリ ー ト

混和物 / 混和水/ 鉄筋

第 2章 試 験 法

セ メント / 骨材 / ; 鉄筋

第 3章 調 合

普通コンク リート の調合 / 特 殊

コン ク リー トの調合/ 調合の計

算例 / 調合の管理

第 4章 工 法

材 料の ｬ ｴ ￮ Ｇ 雌 Ｏ 材 料の ［｝ ｦ ｾｨｬ / コン

ク リ ー ト ｩ ｊｴ 線 機械 ｾ 兵 と 混 線 ［Ｑ Ｑ ・

函 / コンク リート 調介 の現湯調

整 / 絞り ) j Ｏ 型わ く 工亨 Ｏ ｾ鉄筋

工・F / illi 搬 / 打込み / 振動打 /

養生 / レデミクストコンクリー

卜/ '1霊iit コンク リー ト

第 5章 特 殊コンクリート工法

ブレ ス トレストコン ク リート f

プ レパクトコンクリ ー ト/ 以 空

コン ク リー ト工 法 / テイ ル トア

ッフa工法

編集委員会委員 く50i ' r-順>

主 抗 奥島 正一

委 貝 笠 原 正 幸

金子 隻

河原 菊夫

菅田 豊 重

谷 口 尚武

百々 稔

( 大阪大学)

(竹中T . OHl j )

CW水量J! 投)

(鹿島i l ! 設}

( 大林組)

( 大林組)

( 大成i l ! 設}
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新し ｌ 、建築材料 ｾｩ ヰ 第 Ｒ 集

建 築 用 加 工 板

新しL 、建築材料節 2 ;J，ξ として 市

以に{ E る建築用加工似のあらゆる

商品を集録して. 建築技術者に設

計，施工の際商品の採択. 購入そ

の他の利便 lて直接供するよう，編

集その他に研究を丞ねている。

内 容

概説 製造工程 : J  I  5 規絡 : その

他の規格 : 胞工法 :

セ メン トボー ド/ 木毛板 / 合板

/ 軟質繊維似 / 硬質繊維仮 / ;{.i

nボー ド/ 合成樹脂仮 / ロック

ウー ル / アルミニウム / liI' i子繊

維 f その他

商品名一覧 (約1000商品)

r{ij 品れ / 製造会社計 / 材質及び

友 ｪｾ 凶 ｩ 仕 上 り ｆ 使用個所 Ｏ 吸背

性 断熱性 / i耐火防火指定等級

誌準法材料指定 耐水及ひ'耐

湿性 / i耐{民性 /l IHJ 方法 / 塗装

方法 / 製造定J U最終単価

製造会社名一覧 (約200社)

会社名 / 本社 ・支!万 ・営業所 ・

所在地 / 電話

販売庖名一覧 (約700社)

会社名 / 所在地 / 電話

商品名製造会社名 r 販売庖 / 用

途別商品名: 索引

資 料 ( 広告)

新しい建築材料

資料作成小委員会 (50 tf W.il J  

-lo  1i 矢 野 豊 作 ( 桜木工必 f，!j )

委 員 岩 本 尚 三 C)-"; i.，liJ

喜多 重 泰 ( 人 日本土木)

領内 豊島男 ( 坂内 'IT務所)

鈴 木 洋 也 (u! 焔 ']1務所)

平田 泰次 ( 大成主E投)

広 頑 修 三 ( 小笠原 'Jl 必所)

宮 本 幸一 ( 大成ffi 投 )

山本 茂 ( 太田本 ι 木)
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内 壁 。〉 仕 上

ｲ ｬｾ ミのｻ上 上 ｊ に引絞いた ー 仕上材

料についての. 実務家向 きのH閃

容。現在編集中。

執筆者 (50 肖11m

伊 藤 幸 一 (前 ;]<J t ;設〕

大井弘治郎 (大) 1:・] ｾ扮所 Ｉ

北山二十三 (竹中工ml ，l;)

小 泉 勝 也 ( 大成建設)

斎 藤 四 郎 ( 内外木材)

後 川 春 雄 (大阪が窃所)

谷 口 尚 武 ( 大林組)

豊 田 三 郎 ( 塗料工業会)

山 田 章 一 ( 大阪市人: )

建築基準法並に

関 係 法 規 一 覧

特殊建築物との対象を U こした関

係法令の Ｍ ｾｊＮＮＦＮ と して実傍に参考

とな るよう初版 (1Y，1干:n261， 1:.) を主主

礎に 建築に関係のある以も新 し

い法律 ・規則 ・政令 ・各地) ) の条

令をも掲4在する。

内容 / 建築物及び工作物に関する

法規一覧表 / 特殊建築物に関する

法規一覧表

執筆者

西島 勇 Ｈ 大ｼ坂 ｾｾＧｊｾ 務所 Ｉ

砂各図書は編集の進行につ

れて詳細をお知らせいたし

ます。

砂本会で出版の図書は，会

員には特価でお頒ちしま

す。



l  近代建築調査会一日ー た ｾ ｉ

里 人 館 鹿 児 向 Ili

所 : ( E 鹿児鳥市芹野II1JI議 よりさき文久 Ｒ 年 ｬζ は生麦 ｾ ｊｈｉＺ ， 3  

工 期 起 工 不IY1 ｻｉ ーには時 ｾＳ 定戦争があり，失ｼ叫と除隊

竣 工 慶 応 3 1:j:: 3  JJ 務とのPcrHζ 紛争が起 っているため失

設 計 者 英 人 技 r : r[ j 詳細不| りj 同人が隊 I撃を殺伐な，野蛮| 斗である

構造規模 開口60尺l 寸，奥行60尺1 として恐れたのは1!! 国! もないことで

寸 2 階建，建J千104. 06 あ った。そのためプラ ァト会れでは

坪，延208. 12J :，¥， ，毘般阿 技r: rli を派遣するに あたり ，生命の保

1' 1: 造瓦百， 小尾車l[ 羽l小尾 ; 正を強く要望 したので， 務では災人

沿 革

幕末，隊flf 務は他青春 lζ 率先して丙

欧文明の輸入に努め，近代的産業の

興降を図 ったが，そのー深として応

津斉彬は回上村と 永吉村κ 水車官官を

設け，木綿紡*ti業を起し た。手M; '!工場

をさらに近代化する計闘は芥彬の死

後も継承せられ ， ついにｻ設にが ｬ￯ＪｾＨ 工

場を設立. する 運びにな った。すなわ

ち ｾｫ［ 元 Ｑ Ｑ Ｐ ｜ 倒学生 として 隣ｬｴｦＮ球より

新納久修 ，J i . 代友厚がi度架すること

にな ったので ，藩では乙の二人に-; J i ;

同におい て紡績機械を購入する乙と

を命じた。二人は渡英するやマンチ

ヱスタ ーのプラ ッ ト兄弟から附刷機

その他の機械を購入した。 このため

総械のt制寸け操業などの指導のため

英| 司から技師が鹿児島K . 来る乙とに

なり ，慶応 2 年11月頃，司長イ ー ・

ホーム，i / リングフ ォー ド，サ ッチ

クリフ，ハリ y ; / などの技印¥i が 到

折，同月勝手方御用人松岡政人，作

業奉行折田年秀の監倍の下f [ . ，1蜘乙

工場の建築が着工され，翌 3 年 1 )-J  

lζ は工務長ジョ Y ・テ γ トロクほか

技r: iji 2 名が機械と ともに到着，同年

5 月工場本館が完成して操業を開始

するに至っ た。これがわが国におけ

る近代紡績工場のはじめである 。

さて薩摩落では ，乙 のようにして

英人技師を招き紡績工場の設i?，' 1L成

功したが，乙れ ら英人のための宿合

を建設する必妥にせまられた。乙れ

のため工場内外で常lζ 設術をつける

第 l 関 竣工当時の異人前( 1 ，品古I I ! 成館所厳)

第 2 図 全 民

など| 分の i Lむをはら った。夫人の

ためにわざわざ悩合を建設すること

にな っ たのも彼等を歓刊し，工場長ｾ

設の!Iki 調な; W: j - j を: 合、阪iするからにほ

かならなか 司た。

似て? ? は工場の西 K 践して設けら

れ， (1 ペ γ キ塗，木造 2 階建内洋館

で，工場の本館落成』ζ 先i ' ! : つこと 2

カ)J の度比; 3  ir 3 )1 Iζ 完成した 。 乙

乙lι 7J.i: 人技r : r¥i 7 名が白む乙とにな っ

たわけだが，当¥I ;y と してま ったくモ

ダ- ; / な西洋建築が 111 の il 日をあ

び，話題をまい た乙とはいうまでも



第 3 図 玄 1児

近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告 13 異 人 館

第 4 関 l 僻 廻 廊

100 

‘ 申

ない。英人技f : iji の作宅であるため技

f:lli/占館と呼ばれたが，いつの間にか

災人館の通称をも って呼ばれるよう

にな った。当初Ys: 人投f : i li の原入期間

は 2 ヶ年間であ ったが，後l ζ3 カイド

1(. 延期された 。 しかし ，ｬｉ ｾｦ あた かも

維新の改変に辿辿し ，凶内が動指し

たことと除隊務でも同事多難のため

紡紋事業を顧る l阪がなか った。これ

らの事情から英人は不安を感じて 1

カ年で帰国 してしま った。紡績工場

のために外人技師がその後iζ おいて

異人館がどのように使用さ れたかは

詳らかでない。記録に残る と乙ろで

次1(. 異人館の名がHJ てくるのは明治

5 i f の明治天主の行学であ る。すな

わち明治天日は明治 5 年 6 月22 日か

ら7 月 2 EI まで鹿児島 lζ 行ザーされ，

その|間 6 月24 EII被の紡紡工場を視察

された 。その際浪人館で休息され，

中食を とられたのであ った。現;(-El議

鉄道踏切と国道とに近く ，IYJ 治天皇

ｾｊＺ僻跡記念同 Ｑ が建 っ ているが，乙の

地点は異人館f;!(l 血の東南隅 Iζ 当ると

乙ろである。

IYJ 治17i l三館丸城跡 lul' 学造士飴が

設けられる乙とにな ったが，ζ の際

災人fri1は磯から純丸城跡、 lζ 移建さ れ

た 。 造士宮ｾｻがのちに ｴｮ 七高等竿絞造

士宮17. と変 ってからも間建物は七高本

館として職員室，事務室などとして

長く佼! 日されたが ，/I (j 柄111年その建

物の filli11!:( が再認識されて再び磯の 11-1

地点に移伝され， IYJ 治天虫行幸記念

館として鹿児局市の管FJ! すると ζ ろ

とな った。第二次大i践にも無事戦災

を免かれたとの建物は ，終戦後進駐

軍の按収すると乙ろとなり ，進駐軍

宿合として使用されたが，昭和26年

秋1(. は返還され，いま鹿児島市管卸

のもと κ 呉人frij として保護の手が加

えられている 。乃UEは本館は何等使

JTJ されておらず，竹- 丑E人が別紙lにあ

って管践している 。なおH白羽134王1:: 2

)J 25日1: F l の重要文化財の指定をうけ

fこ。

概 況

;K.ii'i 2  ｾ持越， 1土l ペンキ塗の西洋飢



階

で! A 人の設計にな るもので，わが同

における西洋建築の初期のものであ

る。椛造は間口 ，奥行とも 60尺 1 寸

ずつの正方形で ，正面玄関とその階

上とがつき出ていると乙ろにまず特

色がある 。また，1 ， 2 階とも閤りは

廻似li (幅 6 尺 5 分) であり 1 階はア

ーケー ド式廻廊でその床は石笠であ

ると ζ ろにも特色がある 。 2 階の旭

川 Ｑ Ｑ の窓は現在四周 ｾｊ＼ 全部引逃ガラス

: 告とな っているが，竣工当時の写w

(河川 図) から 見 ると， 2主建兵はあと

からとりつけたものらしい。部屋; 切

りは 1 階は玄関から入 って正面中央

lζ 廊下が通じ， 左右 l ζ2 室ずつ合計

4 室 と，小さな物IG: が 1 室，各室の

扉ーは廻廊側は二重 とな っていて外側

は鎧戸両開き，内側は両引 戸，中央

廊下側の扉は片聞き 2 階 l乙も間以

lζ 廊下があり 左側は大 きな 1 室，右

側'1は 2 室に分れている 。 2 階各室の

扉は ，廻廊側は両引戸 ，rl' 央Jrtli 下側

は l 階同様片開き ，七高時代は乙れ

を 1 階は庶務室，会計課，教務室，

応接室，2 階は校長室，教員室，会議

室 として使用した。 乙れらの部屋の

区切りは異人館建築当時のままであ

るといわれる 。戦後進駐軍の宿舎と

して佼用され Ｍ ｦｾｩｬ はベニヤ板の壁を

もって間仕切りされたが， 乙れは間

ト 一一

貫15 凶 県 人 間I プ ラ ン

単に撤去できるものである 。 乙の建

物の用材は良質であり ，極めてJ ; ; . 定

感のある堅牢 な建物である 。鹿児島

市に移管されてから ，ペン キの塗経

えなどの補修工事を行な ったた め，

現在の保存状態は比較的良好である

が，進出J:I IT . 使用後内部荒廃のままな

ので 目下修理伎を 国に申請 '1' ，近々

修理予定 とのことである 。なお乙の

建物の設 ': 1ーはすべて夫人のて「ーにな っ

たため， '.火， ，吋の単位が採川されて

いる 。 乙の ため尺 ， 間単位の ｮａｾ の

用料では ，補修などのとき忠わぬ不

都合が生じがちであ ったといわれて

いる 。

なおこの主主物には，炊事場，仏I ! 所

などもな いが，異人館の裂に二f!liの

家があり ，その哀にさらに乗馬小屋

があ ったといわれている 。 したが っ

て，炊引など一切，月I j 株で行な って

いたものと忠われる 。また 当時にお

ける異人館の総敷地は699. 58TI'ーであ

った。現在の敷地面積は 295. 7 上l' で

ある 。

( 脱児島大 ・ 大 石 健 次 記)
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建 築 教 育 の こ と

!II川"""""""""""" """ """" """ """，川|会 員 の 声 111111' 川11111111川川川川川川川111111川11111111'

大都市への人 口集中は，近付ます

ますさかんに なるばか りである。そ

のため. * ボはすでに交i湿地獄を0 :.

じ， ニ ｹ チ も サ ｹ チも ｾＩ ｊ きがとれな

い状況であっ て 都心部では車l乙来

るよ りも歩いた方が速いとい う現象

を呈している。立体都市，高架道路

も考えら れて いる が，何のためにそ

んな乙とをし なければ ならないの

か。要するに人口が多す ぎるからで

ある。しかも，政治的 にも，社会的

にも そうした傾向をます ます助長す

るよう な政策をとっ て いる のであ

る。そのひと つに学校行政が あろ

う。学校の都市集中 ということ が，

都市の人 口増加 に，一層拍車をかけ

てい るのではなかろう か。地方にお

れば，それがよく 分るのである。少

し成紛がよく学資 lこ恵ま れたもの，

否，ｽｊＮｻまれてい な いものまで ｾｾ ｉＺ Ｂｊ ￭Ｎ し

て中央の大学への進学を!; H一目般に

するのである。かく して大仰市に集

結した学'1.: はどうか，生活の磁場 lζ

不満を持ち， 学生 らしから ざる乎来

へ). Eをli1i み込み. Ｂｬ ＺｾＨ こ 困 っ て ア ｊ レ

ノ、 イ 卜するのはまだしも ，中にはJg

の道へ入 ったり，危険な，思似のとり

葛 西 重 男

乙と なり，学生らしから ざる政治巡

1iI J( こまでど る結果 となっている ので

はあるまいか。

いまの 白木の社会は，あまりに中

央集権的であ る。学校にしても，所

3背後良校というものが，中央 (C 集中

しすぎている。 優秀な教授を集め 2

IJ.i:ま れた研究 費 ( 比較的) であれば

向然よい研究のできる のは，当然で

同 じ大学といい ながら，地方大学の

一学科の予算は. 11:lfli' l大学のー講座

の予 ｾ ｾ Ｈ ζ もおよば な いという不合理

は一体 ど乙からくる のであろう か。

教官定員 においても，まる で比較に

ならない。乙 れらの悪条件は，ます

ます学校差を作る原l習であ ることは

いうま でもない。そのため に地方の

大学は研究が低調になるのは当然で

あり，優秀な教官は地方へでてる乙

とをいとい. かくして同 じ卒業する

ならよい学校 という背 I，+，- の希望 も.

あながち純国では ないのである。し

か しこの傾向は決して歓迎すべ きも

のでは な し 否 む し ろ青壬ドのため に

将来の IJ 本のために悲しむべきこと

だと 思 う。 Ａ日 ｬ 泌をｾ築 教育 というせ

まい純凶にしぼっ てみよう。建築の

教育は大建築の最も 集中する大都市

が教育の場 としてもっとも適当 と考

える一面の理由はある。しか しそれ

が全部では ない。青年の休位向上，

生活のゆとり から いえば，それは反

対である。私の主張から すれば，学

園はすべからく 静かな政境にある べ

きだと思う 。大都市の狂騒のなかで

勉学する乙とは，あ まり神経的lζ 疲

れすぎるであろうし，学問研究をす

る前に社会の とぎつい感化を受けや

すい。乙と に20才前後の年令とい う

ものはもっとも勤き易い不安定な情

況にあ るのである。 現代の学生が社

会にでて往 欠々点として批判 される

点は， 困難をいとい，またそれに く

じけ易いという乙と . i慨して打算的

だと いうこと なとである。乙う いう

点はむ しろ地方の学生のブJ が純であ

り，耐久性があると 白負 している。

以上のような理由で地方( 乙優秀な

学校を作 るというこ とは決して我田

引水ではな いと 思 う。 下の表をみて

いただ きたい。いかに教育の場と い

うものが. 偏在であ り，そのため に

人口の大都市への流れを助長するか

そして予算 と陣符の上lζ 新11;11と11:1 11i lJ 

の!日J'ζ. いかに大 きな絡差があるか

をよく 理解して いただき たいのであ

る 。 ( 市 者 広 応大学教綬)

地 ブj ＩＩ ｉｊ 大Ｇ下 建 築学 生数 および 関係ｾ築 状 態 と の 比 ヰ‘
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箸悠( i )

錆 止 メ 塗 装 は

実 施 致 し ま し て

ボ ン デ ラ イ ト を

焼 付 塗 装 を

完 全 防 錆 を

尼崎新工場稼動
期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株 式 含 痛 ま 岩 悠 鎗 Z 双

本社及本社工場

尼 崎 工 場

〈厄孟量孟画面〉

ド界ーテZ ν 0製=望株式会・t占ＧｾＢＢ｟ｕＡ柿 ｚ 、宮署 ｚ
本 社 工 場

巽 工 場

東 京 支 庖

福 岡 出 張 所

名 古 屋 出 張 所
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日 豪斤

特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長冷工法で施工出来る

接 着 剤

ハイダ7 クセメント N  0， 1 ジョイ ント用

ハ イ ダ イ ン No.  2貼 付 用

。

E - 時 園 田 - 圃 園 田E ・E ・ 園 田 園 圃 置 組 - - ・ - ‘ 副 院 - 暗 闇 世 沼 田 園 園 ・ ・

母

a  一 一

圏内の気温較差の著しい

所に於ても能くその荷酷な

条件に抗して老化せず 特

に寒冷地に於ける技術的困

難 は 殆 ん ど 解 決 さ れ た と 云

つ で も 過 言 で は あ り ま せ ん

お部屋のポイントは

4*オから

j惑多 4ヲ仇Lい、モム.ドド

• 

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ製 造元

コニ 業 株 式

ｾ＠
:z三. ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3 T  E L 東 京 (888) 2101- 9  

大 阪 営 業所 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l 丁目 40 T  E  L 大 阪 (53) 5281- 3  

出 張 所 名 古 屋 T E L 名 古 屋 (54) 9996 ・ 広島 T E L 中 (2) 1019  

九州、I T E L 福 岡 (5) 0768 ・札 幌 T  E  L  (5)  6885 



| 定 時 評 議 員 会 |

. 6.  

Z 文

25日 121時40分ー 1 1時 於 会 館 集 合 室

出席者五十嵐，寺島正直IJ議長外評議員 13名

委任状出席49名 合 計64:?;

岩崎理事外4理事

議 事 ( 1  ) 昭和36年度評議員選出数決定の件

( 2 ) 内事欠員補選延期承認の件

10日 4 時半- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尾 崎 会 長 外 5 理事

議 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2  ) 阪神都市園調査報告書lζ 対する意見申出

の件

( 3 ) 要望書提出の件

( イ) 建築研究所支所設置に関する件

( ロ) 大阪市の地域指定の修正に関する件

( 4 ) 午餐会開催の件

( 5 ) 忘年懇親会開催の件

( 6 ) 建築学会の大学卒業設計展示会後援の件

( 7  ) 本会の年中行事K 関する件

( 8 ) 入退会者承認の件

( 9 ) 報告事項

4 日 5 時半- 7 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 崎 委 員 長 外 9 委員

報 (11月分〉

議 事 ( 1) 忘年懇親会の件

( 2 ) 昭和36年 1 月の事業の件

( 3 ) その他

小委員会 ( 忘年想親会)

Ｒ 日 正午ー Ｑ 時半於会館会議ｾ

lH席者 政問主査外8委員

15日 正午ー 1 11寺 於 会 館 会 議 室

tB席 者 政 岡 主 査 外 5 委員

22日 正午ー 11時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 政 問 主 査 外 6 委員

忘年会の実施について協議

小委員会 (新建材資料作成)

14日 5  f時- 9 1時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本主査代理外 6 委員

28日 5 1時半- 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者鈴木主査代理外 5 委員

調査表の検討並K 編集について協議

小委員会 (若い会員の集，¥)  

30日 正午- 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松 村 主 査 外 3 委員

1 月一 3 月の事業企画について協議
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総 事 会

2 日 5 時半- 7n寺於会館会活宝

出席者 JR. 幹事外 2 幹 't:j:

11 日 4 時- 6 時 於 会 館 会 議 室

［ Ｑ｜ 席者上ｾＪ副委員長外 Ｖ 幹事

正月「アイディア特集」号について審議

委 員 会

12日 4 1時一 7 時 於 会 館 会 議 雫

;1' ，席有 森， 上林i E 副委員長外 3 安只

;義 白拝( 1  ) 経過報告

( イ) 12fj  ￭ 児 ｬｩｾｪＺ 稲祉施設特集」口

( ロ) 正)i i アイディア特集」 り

( ハ) 2 月「民間地位物特集」 月-

( 2 ) 木モセメン卜板l乙関する投稿原稿の措置

lζ 関する件

( 3 )  3 月号企画の件得議

( 4 )  4 月号企画の件審議

( 5 )  5 月以降の特集テー? について

小委員会 ( 表紙デザイン)

18日 4H寺- 6 1t !j 於会館会議室

;11席( 1 山本，佐久間，小);，'j各委員

20日 12時一 1 1時半於会館会議室

Il ¥席者 山本，佐久間両委員外 2 氏

昭和36年 1 月よりの表紙デザインについて協議

衛生設備図書出版準備会

10日 2 1時半- 4 1時半 於会館集会室

出席者 m中主査外 8 委員

28日 2 時- 5 時半 於会館会議室

出席者 問rl' 主査外 8 委員

給排水及ひ1m生設備図書の編集項目その他について

手軽議

鉄筋コンク リート 施工指針編集委員会

16日 正午ー 1 時半 於会館会議室

;t¥席者 奥L九千査外 5 委員

;1¥1仮工程 ，1fi. ! ' J 収支予算しその他 γ ついて審議

29日 4  n! j - 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者石川委員外 7 委員大阪府及市の監査

係官 2 氏

議 事 ( 1  )  1f mi ! l 提出報告の件

( 2 )  ｾ反建築是正に関する 件

大阪府及市並』ζ 市消防局担当官から 違反

建築の実態について説明を聞き，是正策

lζ っき検討

団 関査委早会|

17日 3 11与半- 6 時 於 会 館w会室

出席者滝沢委員長外10委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( 2 )  3月号発表建物の件

(  3 ) 府沼地建物特集号の件

(  4  ) 先日伝より訴を間く企画に関する件

7

U

0 1V'7 01方フk 塗 料 /

. 世ニー/ . ，・セメント・ぺイシト

ヲ ｾＢＮｏ ・匂勺今ＮＮ，ＮＮ

レり一一 ｾＺＱ 2: ｾ惨水谷ペインド
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18日 6 時- 9 時 於 会 館 * 会 室

出席者 佐野委員長外 6 委口

今回プロデューサー外

議 事 ( 1  ) 委員並に委員長委l以の件

( 2 ) 第 字次放送企画に関する件

( 3 ) 放送時間 l乙関する件

24日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席 者 佐野 安員長外 Ｖ ｾ 員

今 回プロデューサ一

議 事 ( 1) 12月放滋企画の件

( 2 )  1月以降の及活テー γ と分担省の決定

| 高 校 町 イ ン コ ン ク ー ル 入 選 者 表ぜ |

11 日 2 時一 3 11寺於会館集会室

出席者 中原教育委員長. {J tJi案審:fHf : 員長

杉本，長沢恭査員入選者 9 名

中原委員長から表彰状及び記念品そ交付し. {J J Ji返事

査委員長が審査報告立立にi握手Fを行った。式後座談会を

/J rJ 催 しなお宮士銀行ビ J レ，高麗柿 ピJ レを見学。入選者

中東京，横浜 からの出席者もあった。

| 展 覧 会 |

「新しい都市と建築展J

期 間 10月31 日一- 11月13日

会 場 大阪国際貿易センター

共 催 大阪不燃都市建設促進協議会

近畿六府県建築士会協議会

大阪建設業協会

日本建材協会

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

u本悠築学会近畿支部

U本池築家協会関西支部

本 会

「ル・コルピユジエ大阪展J

期 間 11 .FJ 6  1:1一一12月18日

会 場 大阪市立美術館

共 催 大阪市立美術館

日本建築学会

日本建築士会述合会

日本建築家協会

LI 本建材協会

大阪建設業協会

綜合デザイナー協会

近普段デザイナー協会

Il!: 界デザイン会議

本 会

「建設省建築研究所支所設置に関する要望書j

大阪府主主築士会 大阪建設業協会

11本建材協会 ｌｉＪｾ 築学会近畿文郎

LI 本建築家協会関西支部 本会の Ｖ 公 ｾＺｅＮ

提出 LI 11 )] 10 日

提出先 内 閣 総 理 大 臣

大蔵大臣及同省関係官

雄投大陸及同省関係官

参議院正副議長及関係常任委員1-<

自民党三役

「用途地域の改正及び防 (準防火〉火地域の拡大指

定に関し要望の件」

1. 提出日 11 月12日

1. 提出先 大 阪市長 大阪市会議長

大阪市会消J妨建設委員長

Ａ庖純化学工業鰍ｾ曾侃
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i午餐会と映画会 |

29日 午 餐 会 正 午 ー 1 a寺於大阪建設会館

映画会 1 時半- 3 時 於 向 上

本年国家褒章を受けられた会員と， 26 日早朝帰国さ

れた本会欧米建築事情観察団の団員を招待して開催。

受本者出席 4 名。視察団出席 8 名，一般会員の出席34

1"，。

映画「海lζ 築く製鉄所」天然色 16mm

八憾製鉄所提供

I  ｾｾ，会員句、 ｼ

見学と批評の会・近鉄学園前登美ケ丘分譲住宅

12日 1 時- 6 時

大林組提供の貸切パスによっ て開催。

参加者 160名

第20回工場見学会

「ニッカウイスキー西宮工場見学会」

18日 2 時一 4 時 参加者 27名

「大阪神鋼ピル・北海道拓殖銀行北浜支庖・大井ピ

見学会」

設計監理 三菱地所株式会社

飽 工 清水建設株式会社

24日 3 時一 5 時 参 加 者 26名

古建築見学会

「日本民家豪落博物館見学会」

26日 1 時半ー 4 時於服部緑地公園

大阪市大浅野教授の解説によ って見学。参加者 9名

特総防災シヤーッター金般

-HIιι: ・

| 後 援 し た 会 |

「全国都市不燃化大阪大会」

1 日時 11月9 日 1 時半- 4 時

1.会場 大阪朝日会館

1.主催 大阪不燃都市建設促進協議会

l 後援 本会外関係官庁，公団，公庫，団体

「全国大学卒業訟計展示会」

1. 日時 11月19 日 20 日

1. 会場 大阪工業大学工学部

1.主催 日本建築学会

111"111 11111111 11 111111 11" 1 11111111 1111 11 11 11111 111111111111 111 111111 111 11 111 11" ' 1111 11111 11111 " " ' 1111111II I 11  

編 集 後 記

新年おめでとうございます。 1961 年がさらによ き年になりますよう

に，心から願ってお ります。 みなさまのと犠斗とと随践をいのってやみ

ません.

きて ， rアイデアを求めるアンケート J でwまっ たアイ デアを盤思し

て，なんとか正月のこたつ K あたりながらの続物にでもできたら・・とい

うアイデアの発組はよかったのだが， きて， これがうまく成功したかど

うか。どうもはなはだ心もとない感じである。

“ 世はまさにアイデ7 時 代である" とかはつられたのではないにして

L アイデア負け をしたのではないか" ・「アイデアはただでは売りま

せん」ときめつけられては，どうもやるせない 色のである.

しかし ，ij1築の発展する方向へ， しかも ，社会のしくみ. なら びに生

産上の しくみの法則にの っとったアイ デアが生れにな らば. すばらしい

ことである。 こういう怠味で fこんな る思いつ邑とかでなく ， 建築の発展

にあった賞mなアイデアないしイメー ジ を若干頂織したこと は うれしい

限りである。

また， でるべくして， でないア イデアが沢山あったにちがいは L、. こ

れらは，もっ と遣った形で 紹介 されるべきものであった. 決してアイデ

アの貧困ではなかったととを ことわってお孟たい。

それか ら，漫画を入れてより面白くしようとしたが， なかはか，面白

い漫画がえられず， これはどうやら失敗だったよ うだ。

なお，版図書んの 「問屋街改造計商」は ， 特別提言拒として独立して南

っかわせていた fごいた.

「アンケート J ｉ ｃｃ 協力いた ｔ ごいた方 ｾ I.J. らびに総論やまとめ を般

m していたfごいた幹事の方々に厚くお礼を昨l します。

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ ソ ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ y ター

Ｚｾｉ ｊｬ 俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区若 松 町 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・ 鴻 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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52tt 大島化学のひふくτっばんを

ｅｬ ｩｓ ｴｾｾ 仇ｾｾヨ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ル

縄開補議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の104 @3679 ・ω81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市・広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

スチールザ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

岡田中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第 一 工 場 東 京 都 ・ 田 区 飾 品 町 1 - 25 

東京第二工会・ 東 京 都 ・ 田 区器 繍 町 東 ‘ - 122

小 量 工 場 福 岡 県 小 倉 市 轟 紙 上 町 市37

川 崎 工 緬 神翁 川 県 川 崎 市 東 漉 回 3 - 43 

札 幌 出 鑓 所 北 海 道 札 幌 市 北 上 過 東 4 丁 目 4

盛 岡 代 理 底 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏柑 ・ 東ヨE建 設 【線 〕

名 古 腫 代 理 底 ｾ知県名古恩市西区西菊 井 町 Ｒ Ｍ ＱＲ 岡 田建材 ｋｋ
米 子 代 理 底 鳥 取 県 米 子 市 祇 聞 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 底

長 崎 代 理 底 長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西 工 業 ( 有 )

T E L 大 陪 蜘06341 ( 代表) ・白骨6 3 4 2

T E L 東京 (623) 代 表01偶 - 01曲 ・(622)07町、

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 貨 価53 ・2833

T E L 川崎< I D 4540 

T E L 札 幌 ③ 6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 屋 恒3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 柑 83

T E L 長 崎 ② 印 柑

株 式

会 員 商 庖

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 (34) 207- - 8・4836- -7



止安

士

一

ω

有者業

三月a

己又建

組沼浅

式

社

株

A  

ヱミ

⑬ 
浅 沼 猪

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表@730 ・737- 9番

居 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 (351) 4141- 4番

名古屋市中村区太閤通 リ一丁目 ・電話(54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山・奈良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

士

口之取締役社長

本

支

所務工新

式

社

株

よ』

:z::s¥ ru 
新 順

本 庖 ・大阪市北区曽根崎中一丁目四三 ・電話代表大阪 (34) 9151番

支 居・東京都千代田区神 田猿楽町二丁 目七 ・電 話 代 表 (291) 3741 

出 張 所 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 奈 良

取締役社長

安 藤 組 大 阪 支 庖

雲管室 瀬 川 博

株 式

会 社<$> 

e  

組林大

式

社

株

A  

:z::s¥ @  
大 林 芳 郎

居 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 大 代 表 (94) 8  6  1 番

支 庖 ・東京・札幌・仙台・横浜・名古屋・岡山・広島・福岡 ・高松

出 張 所 ・神 戸

取締役社長

本

2  



組奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 居 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 電 話 奈 良 県 下 回 局 477

営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町一丁目 五 一 電 話 大 阪 ⑪ 0336代表

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

出張所 ・奈 良 ・堺 ・西 宮 ・光 ・ 松 山 ・楠 岡

株式会社

@  

設 株 式 会 社建島鹿
苅

助

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 の 三 三

電 話 大 阪 (77) 代 表 3 7  3  7 番

之守島鹿
長会

本 社

大阪支庖

呂 組 大 阪 支 底勝

式

社

株

会

⑨ 
大阪市東区石町二丁目五十番地 電話 (94) 6861 ・6862番

本 社 ・静岡市日出町一ノ二 電話静岡 (2) 7171- 5番

支 居 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・ 福 岡 ・札 幌

営 業 所 ・会津若松 ・沼津 ・岐阜

出 張 所 ・滋賀 ・広島・八代 ・熊本・鹿児島 ・宮崎 ・函館 ・北見

神 崎 組 大 阪 支 底

株 式

会 社令

市

阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (34) 7  8  3  7  - 8 番

庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6 - 3 電話代表姫路2020

繁西大
取締役支庖長

大

本

熊 谷 組 大 阪 支 底

株 式

会 社@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電話大阪@1726 ・1926番〉

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 ( 市 外 専 用 12.・ 4800- 2)

営 業 所 東京都新宿区築土八幡町二二番 地 ( 電話大代(332)5111番〉

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡・札 幌

出 張 所 横浜 ・仙台 ・静岡 ・佐久間 ・下関 ・神戸 ・岡山 ・福井 ・長野

青海 ・山形 ・高知 ・宮崎 ・旭川 ・鳥取 ・高松・諌早・北山川

3  



4  

6診

@  

。

株 式 会 社 鴻 池 組

本 庖 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

電 話 代 表 @ 2  6  3  1 番

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 広 島

佐 藤 工 業 顎 大 阪 支 底

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 大 阪 支 庖 長 北 村 平 作

大 阪 市 東 区 北 浜 ー ノ 二 五 億 語 大 阪 ( 23) 6731- 3.  7293 

本 社 ・富 山 市 総 曲 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都市央区 日本橋本町一ノ二 本 社 分 室 ・ 同 左

名古屋支庖・名古屋市中区仲ノ町一ノー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

札 幌 支 后 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

出 張 所 ・神戸 ・横浜 ・岐阜・三重 ・仙台 ・盛岡 ・宇都宮 ・浦和 ・横須賀 ・静岡・四日市

春 日井 ・金 沢 ・高 岡 ・新 潟 ・今 庄 ・川口・和田川・ 黒 部 ・御母衣 ・岩清水

清 水 建 設 株 式 会 社

株

よ』

" : A 

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常 務 取 締 役 支 庖 長 城 戸 七 太 郎

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ ー

予話 (44) 1531 (10) 夜間専用 ( 44) 1531- 32 

式

社 銭

I;::::t 

I司

取締役社長 銭 高 輝 之

組

本 庄大阪市西区阿波座上通三丁目 二 番地電話代表大阪 ｾＸ ＱＷＸ 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

福 岡 支 庖 福 岡 市 箔 屋 町 一 六 悉 地

山 張 所 札 幌 ・盛岡 ・仙台 ・前橋 ・新潟 ・千葉・神奈川・ 三島 ・京都

神 戸 ・岡山 ・広 島 ・徳 島 ・松山 ・小倉 ・熊本 ・長崎 ・沖縄

。大 成 建 設 株 式 ｾ＠ 社

常務取締役

石 井 源

大阪支庖長

大 阪 支 居 大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁 目20番 地 ( 有楽ピノレ内〉

電 話 大 阪 (25) 0778 ・4254( 代〉



⑧

 

大日本土木株式会社大阪支庖

取締役支庖長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電 話 @ 代 表 5931

神戸営業所・神戸市生田区下山手通八丁目四二番 地 ノ ー 電 話 元 町 ④2114番

和歌山営業所 ・和 歌 山 市 小 松 原 通 一 丁 目 一 番 地 和 歌 山 ③9869番

本 社 ・ 岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三番 地 電 話 岐 阜 @ 代 表6141- 6145番

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋

③ 

式

社

株

会竹 工 務 底中

本 庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大 代 表 大 阪 (312) 1  2  5  1 番

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋

京 都 ・神戸・広 島 ・高松 ・岡山・ 福岡・八幡

⑥ 大 錨 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地

電 話 @ 1  7  1  - 5 番

支 庖 大阪 ・天王寺 ・津 ・名古屋 ・米子 ・福知山

① 
鉄道建設興業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 西 島 尚 義

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地〈天六阪急 ピノレ七階)

電 話 (35) 6830 ・883 ・2427 ・2693

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 三. 崎町二丁目六番地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

⑧ 
雲 を 戸 田 組 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 石 丸 正 名

5  



去を大阪支居

武 藤 幸

産 建 設日@  

取締役支庖長

社本

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 底

⑮ 
雄逸

東京都港区芝西久保桜川町13番地

大 阪 市 東 区 釣 鏡 町 2 丁 目41番地

電 話 大 阪 代表 (94) 8  4  3  1 番

原姥取締役支庖長

ネ土

庖

本

支

応支阪大組間

株 式

会 枇@  
勝

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二丁目七O 番 地 ( 電 話 @ 代 表 5 0  3  5) 

居 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地( 電話東京 (408) 代表2171)

庖・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

手リ村牧取締役支庖長

本

支

底務工木藤

式

社

株

会@  

庖 ・大阪市東区両替町一丁目一三 電話 (94) 451- 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 張 所 ・ 津 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・ 徳 島 ・京 都

本

支

藤 田 組 大 阪 支 庖
株 式

会 社@  

受注 2 村 島 良 雄

大阪市北区堂島 中二丁目 三八番地 電話( 代表) @0757⑧5379

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 庖 ・横 浜 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

6  



。別 子 建 設 株 式 会 社

社 長 斎 藤 武 幸

専 務 取締役 上 野 正 夫

( 大阪支庖駐在)

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2

雲 を 呉 柄 組 大 阪 支 唐

聖書室 漆 村• 重

電話⑪1272 ・1273 ・1274番

電 話 金 沢 代 表 @ 1266番
社

庖

所業

本

支

営

組村松

式

社

株

よ』

ヱミ

。
土

口

本 社 ・ 大阪市東区京 橋二 丁 目 二 八番地 電話 代表大阪ｾ 3 1 1 1  

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京 都 ・福知 山・ 岡山・ 呉 ・高松・八幡 ・大分 ・沖縄

雄村松
取締役社長

電 話 大 阪 (44)代表 8951

電 話 東 京(241)代 表3261

島 ・福 岡 ・大 阪

山・ 奈 ， 良 ・岡 山

三 井 建 設 監 大 阪 支 底

聖書室 伊 豆 倉 武

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本橋室町二ノー( 三 井 ピノレ)

支 庖 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋、 広

支 居 管 轄 営 業 所 京 都 ・神

⑥ 

⑨ 庖務工山

三 位

円

株 式

会 社

来

地

原

市 北 区 茶 屋 町 3 7 番

大 阪 間 1 3  1  4 ・1 3  1  5 番

湯代 表取締 役

阪

話

大

電

7  



組上井

式

社

株

ム
。

蔵

電話@0530・2823・40沼・4782

電 話 葺 合 ② 0 9 1 4  

福上

大阪市都鳥区東野田町二丁目一五番地

神 戸 市 生 田 区 加 納 町三丁目一番地

井代表取締役

本 庖

出張所

組西
A  

E  

式

社

株

会

松

電 話 ⑪ 8231- 3

電話 (341) 4 4  7  6  

電 話 @ 6 0 6 0  

電話富雄 3 0 9

電話芦屋 2 2  2  6  

佐 藤 音

大阪市天王寺区上本町七丁目三四番地

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地

神戸市生田区下山手通四丁目四番地ノー

奈 良 市 学 園 町 南 二 丁 目 九 一 五 番 地

芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地

取締役社長

本 社

支 庖

出張所

出張所

営業所

グ琴、

，，Ｋｾ＠

組岡
@  

三 郎

電話大阪 (312) 0776 ( 代表) - 0779番

電話 (86)  4  1  5.  2  1  8 番

屯話大阪 (37) 5  4  9  3 番

株 式 会 社

取締役社長 岡

大 阪 市 北 区 堂山町八九番地

京都市右京区嵯峨明星町一

大阪市大淀区中津本通二丁目

本 庖

支 庖

工 作 所

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

勇

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 一 丁 目 三 一 番 地 電 話 @ 代 表 5801

東 京 出 強 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 橋 栗 本 鉄 工 所 内 電 話 (271)代表6371

和 歌 山 出 張 所 和 歌 山 市 関 戸 高 松 二 五 六 番 地 電 話 ② 8 7 7 7  

上村取締役社長

組井坂
式

社

株

メL

Z 又

⑮ 3  

治

電話@9331- 4

電 話 @ 3 9 2 8  

盛

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 八 三 番 地

京都市上京区寺町今出 川下ノレ扇町二六七

崎
l

 

i

 

'

E

E

S

F

 

代表取締役

本 庄

出 3長 所
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。
大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義

本 居 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 郷 町 五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・3問。

支 庖 和 歌 山 市 南 材 木 町三丁 目 二 番 地 電 話 和 歌 山 @3  2 2 5  

営 業 所 京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 屯 話 京 都 @0  4  7  9  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 電 話 泉 大 津 1 6 7 5  

G  
雲 を 大 末

末

組

取締役社長 山 本 男

本 社 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5 匂話松原526 ・黒山135 ・61

大 阪 事 務 所 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 沼話⑮代0555 ・臼45 ・6346

東 京 支 庖 東 京 都 豊 島 区 池 袋 東 1 の 4 3 電話 (971) 3 6 5 8 ・3 9 5 8

出 張 所 神 戸 ・奈 良

。》 株 式

西 田 工 務 庖ｾ＠ 社

取締役社長 西 田 義 良R

本 ネ土岸和田市加守町六二六の一番地電話岸和田貝塚②代表7221

大阪営業所大阪市浪速区元町四丁目二二七の一番地電話@ 代表 4 4 5 4

和歌山出張所和歌山市新堀 北の 丁 三 丁 目 一 七 番 地 匂 話 ② 9 4  
。

4  

@  
株 式

会 社 長 谷 川 工 務 庖

取締役社長 長 谷 川 武 彦

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 五 丁 目 二番 地 電 話@7646- 9・3200・8239・7650

東京支庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 二 電 話 (231)  1  5  9  1  - 8  

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 庄 野 勝

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 電 話 @ 代 表 4 7 7 1 - 7

東 京 支 居 東京都中央区銀座東八丁目四番地 〈燃料会館内) 電話(541)5711- 21・直 通0967

神 戸 営 業 所 神 戸 市 灘 区 大 和 町 一 丁 目 六 番 地 電 話 QD 9  6  0  5  

9  



社組 株 式 会JII 谷長
@  

長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (77) 9  0  4  4 番

取締役社長

社本

工 作 場

支 庖
株 式 4

会 社 J 、

水 野 久

水 野 正 三

大阪市北区太融寺町120 電話大阪 ( 34) 2107 ・2816 ・(36) 3987

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 71 電 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庄 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部町17 電話(37) 8052 ・8277

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

阪設野 建

取締役支底長

水

⑥ 

株 式 会 社建 設月望
⑬ 

良日太月望取締役社長

電話@614- 5 ・羽05 ・7883 ・7913

電 話 @ 1  1  5 ・1 1 6 番

大阪市北区堂島上ー ノ一八

豊 中 市 庄 内 東町 2 丁目 37

本 社

工作所

底木 工 務

八 木 一 郎

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

電 話 ⑪ 1626 ・5772 ・9256 ・.8990

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎町 3 丁目 10番地

電 話 ⑪ 1 0  5  3  

大 阪 市 住 吉 区 加 賀 屋 町 3 - 5

を入

取締役社長

倉庫 ・工作場

株

会

Fご¥

¥以}

株 式 会 社建 設島矢。

号
取締役社長 矢 島 高

東京都千代田区内幸町一丁目一番地

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地

常務取締役

仁 平 信

支 庖 長

支庖 ・営 業 所 仙 台 ・名 古

助

電話東京 (591)代4181番

電 話 大 阪 @ 代5837番

郡岡 ・蒲

也

屋 ・福

本 社

大阪支庖
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@  

田三二主一一生ー竺一一竺.
エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー

ホイスト・リフト・ クレーシ・エスカレータ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ビ ル

電 話 大 阪 (35) 3 8 1 2 ・4 9 8 7 ・9 3 3 9 ・7 0 7 1

東 京 営 業 所 東 京都 台 東 区仲 御徒 町 1 - 6 6  電 話 東 京 (831) 7949 

工 場 大 阪市東淀川区小松中通 5 丁目6番地ノ 2 電 話 ( 38) 0 3 6 3

.酔

最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カ ー ペ ッ ト 、 タ フ ト ン ..r、 ・ 鍛 通 、 モ ケ ッ ト

- -* 
椅 子 張 地 、 カ ー テ ン 地 : ‘ . : 別 珍 、 紡 毛 糸

佳 江 織 物 株 式 会 社

本 社 大阪市南区安堂寺橋通 4 (御堂筋) (電) 大阪 (25) 代表81番

東 京 支 腐 ー 東京都港区芝田村町 4 番地 ( 電) 東京 (431) 代4166番

専売特許 ワ カ 式 化 学 防 水 工 事 グラヲチ ング防水工事

グ ナ イ ト 工 事 アスファ ノレト防水工事

薬 液 注 入 防 水 工 事

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 町 42番地 電 話 南 ⑮2595 ・2572 ・@5486番

支 庖 名古屋市中区和泉町一丁目九番地 電話本局@5 0  7  5 ・1 0 4 8 番

防 水 ・ 防 熱

石 綿 ス レ ー ト 工 事

式

社

株

会井 上 浄 夫 商 居
シ ズ ヲ

本 社 大 阪 市西区江戸堀下通リ 一丁目七 電話大阪@8351- 5番
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一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

ム
一
念
五

株式

会社

設 計 施 工

22大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸場南通一丁目三七番地

m 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 ｾ＠
東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山・ 高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・領井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話村i戸@5892

庸ロ城代表取締役

庖

所

支

出強

曜冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 ( 201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 大 同 ピ ル714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピノレ522号 電 話 中 局 @1  7 6 6  

創 業

大正二年

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式J レーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

底

庖

広

株式

会社

東 京

阪

幌

大

キL

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)1限度町通ー丁目四四番地

電話大阪@代表4496- -8 ・4993- 4番

東京都千 ｾｴｴ 田」区丸ノ内 Ｒ ノ Ｘ 仲 ＱＲ 号館 Ｕ 号
ー電 ロ2泡1) 局 6505- 8番

金 沢 営 業 所 金 沢 i n高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高松出張所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

名 古 屋 庖

l暖房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

段 計 施 工

暖冷房 ・環袋衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 後 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐掘通 1 丁目 14番地

3 話 @ 代 表 5 1 7 1 審

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話ω1) 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下J レ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 文 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

支 庖

大阪市東区高麗織三丁番壱番地 ・む話代表26局{ お51

l 3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

業 大 阪エ機
一
一
一

空気調和装置・塗装乾燥装置

設 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置 エ

株式

会 社
社

支 庖阪

材

大

建
西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

株式

会社

大 阪 市 北区中ノ島 二丁目( 新朝日 ピノレ5 階)

電話大阪@ω 41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 一

話大阪@3415

話東京(451) 5281

i芯話広島③7544

電話福岡②5389

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99の1

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9

祐徳ピノレ

本社及東京支底

営 雛 所

株式会社

本 社

出張所

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六Q1 l 7031@6793

東京都中央区宝町二 ・六( 村幸ピル2附)β 61)5441

名古屋市中区新栄町二丁目 ー @ 1820

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

布。i 岡 市 養 巴 町 二 二 @1l 58

12 

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水道・衛生・環境衛生装置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9  4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

包 @ 1  7  7  8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 包 話 @ ω6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (9U ) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 匂 ② I 3 7 5

営業所

出張所
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内〉

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

后

場

本

文

エ

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

4

4

-

)

番

3

番

)

番

岡

・

噌

A

E

H

v

h

v

h

ν

置

一

一

引

]

の

]

υ

6

耳

F

L

L

η

L

n

w

d

L

L

R

b

引

利

一

一

ラ

バ

会

伏
一

九

U

桐

い

い

所

一
円
、
け

工

じ

U

M

w

m
，

絡

C

-

討

P

(

C
の

C

連

置

・

げ

施

.

.

.
 

是

代

谷

代

別

代

装

一

・

・

味

宗

阪

神

京

即

京

』

s-

シ

作

事

内

ヘ

ム

整

タ

ツ

区

大

区

東

日

U

束

十

調

・

サ

製

畿

北

北

剖

似

度

目

・

・

帯

電

電

区

電

・

町

ヒ

は

計

市

都

糟

屋

芯

・

列

鋼

阪

京

矧

古

・

'

レ

設

j

大

東

東

名

房

:

U

J

暖

ァ

チ

冷

フ

ス

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁目 4 6 番 地

; 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

支后出強所
所

暖

温

調陸

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 脂 東京都港区芝浜松町 2- 7 m【431) 7 3 4 1 - 5

北海泡出張所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374.5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五滅的レ〕電② 8 D6 1・③ 9Z 61

名古屋出張所 名古屋市中区疎開町 6 - 5 電 @127 0 ・1484

広 島 出 張 所 広 島 市 大 手 町 8 ー155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 薬 研 町 3 電 0 0788 ・⑤ 0296

生

置

営

社株式会社

. 6.  

Z 玄
株式会社

庖

本

支

神戸出強所

京事事出強所

三沢出強所

温湿度調整・暖冷房 ・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中京区両替町通リ声li 小路上ノレ

電話@ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰)

電 話 @ 8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 匂 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 初 電話大阪@ lo読まJ;私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

m- 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

m 話 ③ 2 8  9  3  

仙 台 支 庖

媛 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 段 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 橋 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 田 三 浪 速 ピノレ六階

包 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9851- 9 ・9951- 9

東 京 都 千 代 間 区 西 神 田 町 一 ノ 八

包 話 東 京 (291) 8  -0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 ー務地

包 話 大 阪 ⑮ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生困区下山手通八丁 目三三 m話元町0 3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通三条下J レ 電 話 よ③お69番

背 議 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 話 大三沢36番

社

大

京E巨

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

屯 話 大 阪 ⑧ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 ( 路6) 7 6 8 3 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ピ ル 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

日

本

東 京 支 后

13 

出張所

高官官営割健所



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は み ; 欄 を ど平I] m の 粍 お願 い 数 し ます一一

社

各 種 電 気 工 事 股 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 ー 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 ( 481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

. d.  

コ玄株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

東京支社

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

' ; z3;  式株気電藤エ

営 業 所所業

ｾ＠

邑

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
. 6.  

' ; z3;  

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

鵬

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝町二五番地

電話大阪ｾ 8131代表 - 4 @7263 

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村今取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門 ピノレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・ 八 幡

福 岡・ 富 山

一
吉
ロ，

a

q

E

 

原栗取締役社長

. 6.  

' ; z3;  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (刈 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(54 1)7464

大阪南 ・北海道・名古屋・四日市 ・福 山 福 岡

ｾ＠

ヌLト 電マヤ株 式 会社

龍本山取締役社長

キ土

東京営業所

本

盤
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ぴ

作

社
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叫
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附
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川
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東
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虻

配
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チ
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瞳

帆

港

区

有

一州

中

市

川

町

川

用

・

監

ッ

醤

圃

訓

都

港

市

阪

市

(

三

作

控

置

村

一

京

話

時

話

阪

詮

E

A

操

判

装

ワ

タ

E
唱

著

書

雀

大

電

名

電

一
強

電

広

動

一

樹

動

.

む

-

1
社

場

后

所

所

所

白

方

自

ロ

れ

・

千

本

支

蛾

張

張

機

遠

度

フ

-

剥

川

監

出

出

動

動

湿

種

r

j

京

阪

胡

岡

島

電

自

温

各

ワ

森

東

工

大

名

福

広

p/T 張出

事

工

工気

計 ・

電

設

電 気 工 事 設 計 施 工

ｾ＠ " 凋白 ・.f&o . . 6.  

ヌ¥ ｾ＠ エ } 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 C大 代 表)

世銀所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表 ) - 3  

出強所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

社

施

電陽朝

会 v 社式株機電宝一ー

一

取 締 役 社 長

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50(堂ピ J レ3 階)

電 話 。12) l 4 7 1 (代) ー 5

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 (45) 5 1 4 8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 4 丁目 10番地

機関ピル 3 階) 電話 (551 ) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 闘 7 1 4 6  

庫

底

本

倉

支

営業所

電気設備工事 ・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 @5143 ・5373 ・9594 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目一 一 三

電 話 ③ 2 1  9  3  

4 合』

ｾ＠

明

式

正

株

本

. t:= 

ヌL

中

電

取締役社長

本

社

中

本

社
. 6.  

' %1; '  

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株気電東

社

本

支

j工

機器工場

資材倉庫

出彊所

14 



|  鈴 木 り 竺 三 土 三 三 一 |

ゆ

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商
. d.  

ｾ＠

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出E置所 東 京 ・岡 山 ・門 司

器磁翻

婦、 商 月 報 無 料 送 呈

。 井 田 商 事 採 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七醤地湖周輸入号門前

電話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

青写真とマイクロフィルム

株式会社 内 外 写 真

製図 ・ト レース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T  E  L  @  9055 ( 代表)

PAI NT I NG CONT RACT OR 

株式

会社

塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

電 話 @ ∞98 ・5837 ・8729

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

本 社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 ⑧ 7 4  1  8 ・6 0 9 ・6 5  7  5  

工 場 神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木古堂町 53

包 諾 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南掲江上通一丁目三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

電 気 工 事 設 計 施 工

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

T E L  大阪 (301) 1757 (代) 名古屋 ⑤ 5980

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市東住吉区田辺東之町 3- 109 電大 阪 @ 9  0  8  6  

営業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川1:町 3 - 5 4 電 大 阪 @ 4370 ・7“。
出 張 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1 1 8 0 電広島 o 4  9  6  7  

出張 所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 電東京( お1 ) 5298 ・5264

15 



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

m 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 衆略ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱ビノレ) @3048 ・4593

福岡市楠口町15番地の 1 ( サンピノレ 3 階) ④8825 

本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ァ
u

p

 

-ン
ツサ

ム

ス

ゥ

レ

江

ン

ル

テ

ア

ス

タツ
チ ー ル シ ヤス

犬家耗:tp療託・
各種瓦葺工事請負業

25 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京橋前之町 2 ( 市電京阪東口停前)

話 ⑧ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 ・1 5 2 8 審

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

プ ロ ッ ク

セ ン ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 后

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 綬 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入) 電話大阪 ｾＱ ＲＷＴＭＶ

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

得う〉

梅若・錬' 1.t .l -&i苦

べ ｾｦｴＭ＿ＭＮ ｶＮ 鴻寸し

曾

t

m

商

此引

い

幸

官

一

一

一

加

問

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4 0 9 8

( 近日移転先}

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話奈良4098

出強所奈良市春日町尾回組内 電話印11 ・ω1 2

本 郷 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

予

許

式平

.⑩-

特

松

立体登喜毒含傾

向ーべライト

F UT ABAY A DE COR AT OR S， LTD.  

事

事

式

工
エ
一

作

飾

類

造

装

物

等

内

敷

舶

室

・

船

具

物

物

建

織

築

具

外

建

家

内

副

m

v

m

J

一
段

u

v

判

別

輔

君

叩

4
M
m
一

語

工場大阪市住告区西加賀度町4丁目81

電 話 往 舌 (67) 5109 

@  

⑨ ( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話・A宮 西北 2 丁)

メーー 3321 - 3 ・3臼O

16 
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一

め
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醐
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刷

町

3

引
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w
崎

お
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虐

・

2

E

M

一

ツ

掴

頃

山

吉

回

日

開

制

斑

多

額

大

だ い わ

大 和 洋

雨風に強く緩勾配 lζ 最 適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

組 大仏瓦，各種和洋瓦

工 事 情 負 一 式

京都市東IJ I区今熊野池岡町九 ⑥ 3555 

大阪市東区内淡路町一丁目 @  975 

瓦

発 売 元

仏

前獅常阪

大

本大

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピノレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 務

張出阪大

ナニワ緩勾12罵

止
防

キ

洛

量

奈

風

軽

入

耐

定

運

搬

安

局

決然えない建築資桜

Ea昆置遇置: 1

ド

シ

捌

~

一

銭

需

ケ

ト

市

Y

A

一

附

~

7

ガ

釦

官

晴

月

イ

'

w

厄

M

F

U
生裂亀

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

圃

拡

大

需

浪

謹

一

首

干

目

七

回

ニ

農

五

口

六

五

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 野里霞停前

製造元東京サシヒ ッ ト商会 電 大 阪@0417・4091

タイ対ー印

凶 ｩ 闘ｾＮ［Ｎ｡
キーンズセメント

各 種 焼 石 膏

告野宿膏太阪支庖

本

吸

音

テ

ッ

ク

ス

‘  

支 庖

17  
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ｾ旬、
綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイヤ モ ン ドトラス・ ジグザグ トラ

ス・ 平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T.O式 ( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、 広明4

地質審日 ボーリ ンク.・ 建築物基礎工 "  v  

事の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋 かきがら町 3 の2 電 話 ( 671) ω4 3 ・7∞7 ・7062

. て.'

/ 鍋 a!-. 唾

λ  * 化学館維の特長を旬、した高紐化粧壁材/

ｾｩｾ ｬｉ［ＧＧｩ＠ .  Ｎ，，ｾＭＮＭ
Ｈ カタログ の ーお申込みは全国有名 ｾｍ 底 へＩ * 純和壁の最高級・・ H ・H ・- …

E I 場支喧重

* 日本座敷に優美な・… ...・ H ・-

株式会社新興建材工業所 盆需. . J : 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・.. ...

1 d;51ZETAMEJE(出品;; ω オ Y 望室



年新賀謹

( いろは順)
建 材 信 和 会昔からの建材庖ゆるがぬ信用

大阪市東成区東今里町四丁目

40  

電

社

t .  

ヱミ式株

フ巳

業

岩

工フE岩
ト

置

↓

料

イ

タ
装

一

材

-
フ

レ

イ

風

汁

築

ヵ

通

い

戸

建

ス

式

式
占

元

-

元

山
石
山
石

0 6 1 6 - 7  ⑧ 話雄費員長社
ル
出{

 

のそ

大阪市西区新町北通一丁目 53

7  2  @  話電

社

t .  

: A  

績

式株

場

材

井

工

長

新

ネ土

日
③印ノレ ー フ イ シ グ ・フ ェ ル ト

⑤ 印 砂 付 ノ レ ー フ イ Y グ

⑤ 印 石 綿 ク エ J レドループイ γ グ

陸屋根 ・地下室防水及耐酸工事 責 任 錨 工

衛 生 陶 器 ・同附 属 器 具 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 32

東 洋 陶 器 芸誌 大 阪 営 業 所

中 松 電 億 @ 4 5 1 8 - 9 ・1424 明通長所売販造軍出

大 阪 市 天 王 寺区大道三了目

125  

電 話

社会式株瓦洋洋東
瓦

瓦

瓦

型

ユ

田

崎

sν

陶

工

.

施

ツ

瓦

・

瓦

任

チ

ニ

型

f

y

パ

;

売

ν

L

ι

，

阪

フ

J

日

進

洋

洋

洋

製

東

東

東

3 0 7 6 - 8  

大 阪 市 北 区 高 塩 町 1

⑫ 

究 所

友

研

木

口

育

城

長

阪

社

大
株 式

会 社

暖 冷 房 ・給 排 水 ・換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 置 ・ 大 正 便 所

設 計 ・ 施 工

式

喜

株

津

重

奥

-

飾

河

村

装

7 5 7 5 - 7  

g 1 4 4 3 ・50 6  6  

1  2  1  2・1 6  67 

@  

大阪市西区立売堀北通一丁目

24 

電

話

話

電

庖

平

商

蔵

庸

甚

口

弥

野

城

野

長

長

社

ネ土

式

社

株

会接

物

圧

金

ス

築

ガ

建

大 阪 市 北 区 木 幡 町 56

衛 商 庖兵奥

株 式

会 社

骨

ス

ス

プ

式 軽 量 鉄

式 リ ブ ラ

式 メ タ ノ レ ラ

式 ク 3 ッ

進

進

進

進

回

以

口

M

口

M

口

M 4 1 3 1 - 3  

大 阪 市 北 区堂島上一丁目 24

@  話電

社

衛

t 、

: A  

兵重村長社

津河

室 内 装 飾 設 計 施 工

窓掛 ・リノリ ューム ・アスタイノレ

オリエンタル' クロス ・ニッポンクロス

カ ラ ー ク ロ ス 製 造 発 売 元
1 3 5 1 - 4  

@  話電
助之長社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

g 4 9 5 7 ・4958

0178 - 9・4161

式

社

株

会
業工学

b

r

u

 

，a
q

，

 

酸耐

プ ラ ス チ γ ク 防 水 耐 酸 工

各 種 ν ヂ γ ラ イ ニ γ グ

ベ プ コ グ リ ッ プ デ ッ ク

ダ ク ラ テ ッ ク ス 5 6 0 話電彦邦井松長社

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町25

社

t .  

: A  式株業産置
玉

石 灰 ・ セ メ ン ト ・ 壁 材 料

競訪れ とiiお 代 理 庖

コガネライト( 姪石) 製 造 販 売 5 6 7 5 - 7  @  鱈竃
良日太孝置

玉
長社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 78式

社

妹

会
業工装塗林竹

事工装塗般

6 4 3 1 - 3  
@  話電

昭林竹長社業

各 種 ベ ニ ヤ 板 丸 徳 製 品
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市清木鈴長社
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大阪市西区阿波陵中一丁目 5
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ク ス 床 材 の 決 定 版 /

TL宅ザ--r1J .7日・，) グ

TL軍ザ11'1・7

1

0‘y lJ

食 フ ロ ー リ ン グ は ラ ンパーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が 一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

* ブ ロ ッ ク は タイル式でコンクリ ート や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ま す 。

. ( 各々樹種はなら、さくらがございます)

製 造 元 天 塩川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理庖 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 繊 堀 6 丁目 2 1 電 話 大 阪 ⑧ 1 0 2 5 ・5 1 2 7

特 別 広 告 目 次 ( 順不同〉

大成建設kk ・・ H ・H ・. .......・ H ・-…. . . 9  kk淀川製鋼所 ・… H ・H ・-… H ・H ・-… 23 東洋リノリュ ームkk ….. .・ H ・-… 29

kk戸 図 組 … …....・ H ・. . …. . . . . ・H ・10 田島応用化工kk …...・ H ・. . ……… 24 大建クォ ーノレボード工業kk . … .30 

kk奥村総・…… ....・ H ・- ……・・…. . 11 日本板硝子kk ... .・ H ・...・ H ・.... ・H ・. 25 kk熊取谷石材庖…. . . . . ・ H ・.... .... .30

kk竹中工務庖 ・・ H ・H ・-・…・ ・…・… 12 近藤金属工業kk …・ ・H ・H ・....・ H ・..26 kk室谷商庖・・・ H ・H ・- … H ・H ・..... 30

kk大林組・… ...・ H ・-…・・・・ ・・ H ・H ・.13 kk矢橋大理石商庖 ・H ・H ・. ...・ H ・'..26 石産商事kk ・・ H ・H ・...・ H ・..… .. .. ..31

kk間組 ・・ H ・H ・..... ..・ H ・....... ... ....14 関ケ原石材kk …・・…… ....・ H ・- …. 26 朝日石綿工業kk ...・ H ・..… H ・H ・... 31 

kk浅沼組. . . . ・ H ・....・ H ・- …・・ .. .. ..15 浪速建材工業kk ・H ・H ・. .....・ H ・.. .. 26 淡陶kk . . …. . .・H ・...・ H ・-… H ・H ・.. .32

kk長谷川工務庖… … H ・H ・. .. …・ 16 大阪三越. . .・H ・.............・ H ・... … 27 山武ハネクエノレ計器kk ....・ H ・-… 32

栗本建設工業kk ・H ・H ・-…..，.・ H ・・ 17 kk三木塗装庖 …・・…. . . ・ H ・- …… ..27 須賀工業kk …一・…. . . . ・ H ・...・ H ・. 33

不動建設kk .. ..・・ H ・H ・.. ...・ H ・.... . 18 日本油脂kk .... …・ ・… ...・ H ・...・ H ・. 27 kk大阪電気商会大阪暖房商会… 34

kk銭高組…一・……. . . . . ・ H ・..... 19 高島屋大阪支庖装飾部 ...・ H ・... .. 28 高砂熱学工業kk … .. ....・ H ・H ・H ・..35

清水建設kk ……・・・・ H ・H ・・・ H ・H ・..20 能美防災工業kk大阪営業所 … .. 28 kk熊平製作所 ・・……・・…. . . . ・H ・...36

kk竹中工務庖・…. ..・ H ・....・ H ・..… 21 日本ドアーチェック娘造kk .. … 28 kk 目立製作所 ・・H ・H ・- …. . .・H ・. .. 37 

kk大阪硝子庖. . .. ・H ・- … .. . … ..22 j也硝子kk ......・.. . …・…・・…… .. .29 新晃工業kk … ・……. . . . ・ H ・- …… ..38

不 三サッν 工業kk大阪支底… … 23
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防 水 工 事 施 工 に 望 む

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の

良否は建築物の死命を滞IJ すると 言 っ て も 過 言 で は な い。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経

てはじめて表われると 言 う理由で不当な競争の結果組雑な

工 事 に 趨 り 或 は 一 部 に 防 水工 事 は い く ら で も 安 〈 出 来 る と

云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極 め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上

を阻害 すること甚しいものである。

アスフ アルト防水工事は今更こと新しく言うまでもなく

適切な材料の選択は勿論その施工が最も大切であり、 しか

も そ れ は 明 確 な 責 任 を 伴 う も の でなければな らない。

蕊に三星 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合 が 「 ア ス フ ァ

ル ト 防 水 工 事 ・ 年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 」 な る 冊 子 を 発 行 し

責 任 の あ る 防 水 工 事 の 実 態 を 詳 説 致 します 。

建 設 省 阪 建 22号認可
出資金 600万円

亙西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 l ノ 1 4 T E L @附 表5951 夜 間 管 理 人室 用 臼4) 9910 

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 ( 田島応用内) T E L  @ 代 表 1 1 8 1  

北 陸 ・ 東 海 ・ 近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州

• 
21 



( カ デ ロ グ 進 呈 )
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燃 え な い 家 を 造 り ま し よ う

わ が 国 で は . 毎 年 火 災 の た め に 4 0 0億 円 に 近 い災 大 な 損 失 と . 大 き な

不 司 会 を 生 じ て い ま す 。

私 i重は. 一 白色 1. 1 < こ の よ う な ニ と か ら 解 放 き れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 挫 築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社 で は . こ の 要望 に 応 え る た め に . 級 i直 の 建 築 材 料 と して . す で に

欧 米 で 大I誌 に 使 用 き れ て い る 「 較 屋 形 鋼 」 を， 当 社川 崎 製 鋼 所 の 新 鋭 技

術 で生 産 し て お り ま す 。

この「軽昼形鋼. J 1. 1 ，続〈て丈夫 な 「樽 鋼 板 」 を 冷間 成 型 し て， 各 組

の 形 鋼 を 大I孟 に 生 産 す る も の で 価 絡 も 低 師 匠 で す 。

.  

角 形 鋼 管

「 鋼 管 を 素 管 と し た

継 目 角 形 鋼 管 」

形 鋼 を 組 合わ せ て 溶 接 し た 角 形 鋼 管 と 比べ ると

均 質 で 、 経 量 で 、 経済 的 な( 高級) 継目角形鋼管

。
住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表}大医 位7) 2201 

宜 社東京都千代図区丸ノ内 1丁目8ノ刷新住宜ピル) 電話( : k 代量) 車京 (211) 2211

樋 阿 世 嵩 所 福 岡 市 天 神 町 5 8 番 { 天神ピル 8 階 ) 電 略 幅 削5回l 叩ーお位

広 島 骨 量 所 広 島 市 眠 量 町 8 暑 地 (a ; 電ビル内) 電話広 111217471 .  7596 

4 古島骨量所 名古屋市東区久島町5・9 (住宜商$ 名古畠ピ，レ) 電醤名古量制14曲 位 盟

仙 台 骨 量 所 仙 台 市 東 1 番 町 1 J 車 1 番丁 ピ ル 内 電話柚歯切且501. (512643

札 幌 官 富 所 札 幌 市 北 大 通 西4丁目 6(住友生命札幌ピル内} 電話 札幌 (41 0 3  7  8  



.f・電気工事

太

本 応大筋討対口玄南扇町12 電 話 ( 対 匂!10大阪3 J . 2- 1al l

支 窟 * 支 壮 大 阪 北 ・ 大 阪 商 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・奈 良

和 歌 山 ・滋 賀 * 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 京

藤f左

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

是 非 当 社 へ

取 締 役 社 長

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に贈 る新工法. ノ

賦霊長

ドライフu，べ外Z置

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ ド ラ イ ブ ピ ノ

ドラ イ ブ リベッター ・ ドライブリベッ卜

製 造 元

日 旗 ド ラτ 7・f ・・，ト株式会組

東 京 ・大 阪 ・ 名古 屋

3 4 - 6  4  4  4  

3 6 - 8  7  0  9  
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も

、
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、
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に
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に
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リ
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。

大 阪 市 北 区 絹 笠 町11 T E L  
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アザノ lく E Z翌E

B窓包メント株式会お

関西事務所大阪市北区梅田町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6 階 電 話 大 阪 (36) 3351"寸

本 社 東京都千代田区大手町 2 丁目 9 番地

事 務 所 北 海 道 ・東 京 ・ 関 西 ・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・高 知

包 装 所 釧路・函館 ・青森 ・下板橋・横浜・ 新潟 ・名古屋 ・小倉

• 

ヨ-*ヨ-セメント

| 大阪窯業セメント株式会社|

本 社

東 京 支 唐

名 古 屋 支 底

工 場

大 阪 市 北 I実 官 全 日 似 通 l 丁 目 2 5 新 大 ピ ル 内

東 京 都 千 代 間 lヌ: 丸 の 内 鄭 船 ピ ル 内

名 古 屋 市 中 村 区 住 友 銀 行 名 古 屋 駅 前 支 府 ピ ル 内

大 阪 伊 吹



ポノレ トランドセメン ト

ポノレトラ γ ドセメシト

ポノレ トラシ ドセ メント

セ メ シ ト

セ メ シ ト

セ メ ン ト

ポノレ トラン ドセメシ ト

セ メ シ ト

普 通

早 強

ダム用( 中庸熱)

ν リ カ

高 炉

フラィア ッν ュ

白 色

カ ラ ー

小 野 田

小 野 田

小 野 田

小 野 田

小 野 間

小 野 田

小 野 田

小 野 田

田

Jll 野主セメシト

禄
丘皇

.5:l!.. 
藤安長ネ土

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

東京本部

大阪支庖

二

抑

制

し

だ

い

説

明

舎

急

送

し

ま

す

宇都セメント令

宇都超高級セメント

宇都中庸熱セメント

宇都普通セメント

字部ポゾランセメント

( セメント jg利材 Fl y As h) 宇都ポゾラン

セメント・石炭・化学肥料・カプロラクタム・機械

宇 都 興 産

( 混合セメント )

⑫ 
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- 新じい建築資材ｱｾ 亨最高の品

日 乗 = ラ ヌ ボ ー ド

日乗ポ. ード用プラスター

リ フ " つ . レ り ク ヌ

ヨ り 〆 リ フ " ラ ヌ

ャ ハ ヌ ， . = ラス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フェルト・ルーフインク"

園 自 ・ 圃E・li i i l Ej j l・

------

田柄画審連羽部
受診

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材

ト

ト

ト

ル

磐城セメシト株式曾批

ンメ
セ

リ

レ

ポ

ン ド

ク

ス

J レ

-

フ

ン

ル ト

コ

形

イ

ボ

生

波

パ、J

V
，置、

取締役社長 斎 藤 次 ，郎

本 . 社 栃 木 県 安 蘇 郡 葛 生 町 電話葛生 4 5 0 - 5

東 京 支 社 東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 田T 1  3  電話浅草 (841) 8  1  2  1  - 9  

大阪営業所 大阪市東区北浜 4 丁目 2 6 新日本汽船ピル 電話北浜 @7246- 9・7072・4973

出 張 所 君子森 ・仙台 ・金沢 ・名古屋・小倉

26 
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吸 音 断 熱 耐 火 材

8卒7スべストa新建松

時イ ｻＢ，ｾ［ｒ は

- 脅かな f

・; J 涼しく冬B葉れ sf

Ｎ、Ｊｾ長う ｌ ない ｦ

軽い耐火板建築基準之定

ＷＷｾＷｩＢＺＭ ド
_ ' "  日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

厚 さ (m m) . 4.  6.  8.  10.  12 

大 さ (m m) 9  1  0  x  1  8  2  0  

1 2 1 0 x 2 4 2 0  

吸音板 3 0 3 x 3  0 3  

大さ ( m m) 9  1  0  x  1  8  2  0  昌司毎逗き 本 社 東 京 都 中 央 区 銀 臨 西 6 丁目 3 番地

N. A .K  仮 事 務 所 東 京 都 港 区 芝 公 麗 5 号地12番地 9 号

電話 ・銀賂 (571) 5 7 0  1  ( 代表)

大 阪 支 庖 (25) 5 4 9  1 ・九 州 支 底 (4) 1 7 4 7

名古屋支庖 (32)  6 5 9 1 ・札幌出張所 (3) 5 2 0  

釘打 ・鋸引 ・取 付… … 施 工 容 易

重量・ ... ..…・・ ・・ .. . ..... . .. 木 材 以 下

本誌名記入お申越次第資料を送呈致します。

最 も 新 し い 防 水 工 法

強 靭 、 耐 薬 品 性 で 老 化 し な い

火 熱 を 要 し な い の で 施 工 容 易

責 任 施 工

耐 酸 化 単 工 業 株 式 会 批

大 阪 市 北 区 高 垣 町 八 十 蕃 地 電話代表@0  1  7 8 ・4 1 6 1 番 @4  9  5  7 ・ 4 9  5  8 番

27 
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株 )

大阪市北区神山町26 ( 富国ピル) @ 6 5 0 1  

朝 日 建 材 エ 業 ( 株) ( 株) 建 鋼

高 松 市 木 太 町 洲 端 2 1 6 9 高 松 ③ 3 1 8 1 広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広 島 ③ 6 6  1  6  

旭 鋼 鉱 エ

大阪市城東区野江西之町 1 ノ“

麻 村 サ ツ エJ ユ

大阪市城東区野江東之町 1 ノ12

尼 鉄 建 材 工

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0

( 株) 岩 住 鉄

大阪市西淀川区千舟東 2 ノ31

栄 進 鋼

大阪市城東区野江西之町 1 ノ44

業 ( 株)

@  3 5 6 1  

エ 業 ( 株)

@  3 3 5 1  

業 ( 株)

@  6  3 0 1  

エ 所

@  5  1  2 3  

業 ( 株)

③ 8 2 6  1  

一一 機 エ 業 ( 株) 大

一
大阪市東区高股橋311 ( 東綿ビノレ〉 @  2  9 5 1  

昭 和 鋼 機 ( 株) 大

大 阪 市 西 淀 川 区{ 田町21 ノ155 @  1 4 4 1  

谷 山 鋼 機

大阪市城東区野江東之町 2 ノ2 @  7 1 2 5  

中 国 理 研 サ ツ エJ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 町612ノ 1 広 島 ③ 2 0 8 1  

東 京 銅 鉱 工 業 ( 株〉 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆楽ピノレ) ⑧ 9  1  5  4  

( 株 ) 栄 進 社 大 阪 営 業 所 I ( 株 ) 中 本 鉄 工

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 ⑧ 7  1  7 0  I  大阪市福島区海老江下 2 ノ74 @  6 4 6 4  

阪 機 エ ( 株) I 浪 速 建 材 工 業

大阪市大淀区豊崎西通 l ノ4 @ 0 6 6 4  I  大阪市城東区野江中之町 1 ノ9 @ 1 1 7 1  

阪 建 材 工 業 ( 株 ) I 日 本 建 鉄 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6  (022) ②3323 I  大阪市北区堂島上2ノ39(毎日産業 ピノレ) @6758 

( 株 ) 大 阪 鉄 工 所 | 日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株 )

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4 ③ 1  2  5  4  I  大阪市東区傍後町( 綿業会館) @ 8 5 6 2  

阪 理 研 工 業 ( 株 ) I  ( 株 ) 汎 建 製 作

笠 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 @ 0 6 6 1  I  大 阪 市 此 花 区 思 貴 島北之町11 ⑬ 2 9 0  3  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株 ) I 不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 生 野 区 中 JII 町 3 ノ15 ⑬ 1  0 2 0  I  大阪市西淀川区御幣島中 3 ノ 4 @ 1 4 5 4  

川 鉄 建 材 工

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎

( 株 ) 関 西 鋼 業

大阪市城東区野江中之町 2 ノ 5

業 ( 株) I  ( 株) 三 詰 製 作

(08) ③4343 I  大阪市東淀川区西中島町 7 ノ69 @  1 7 5 4  

製 作 所 l 理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町 1 ( 大阪ピノレ)

守
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てあります。 29



古きLL手ミと斬新な技術をSをむ大銀製品

株 式 @ 曾 紙

大 阪 鉄 工 朕

営 業 品 目

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

スチール T・71
7 ルミ I ， 

取 締 役 社 長 冨 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 田 町 一 丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 @ 1254 ・4615 ⑪ 0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 三 四 番 地 屯 話 大 阪 @ 1 4 1 8

"・.・

'，'  

.'， 

ー 本 社

『 叫、- ‘ 網臥』一晶」 、- 、 司眠、A

甥 工 場

出 猿 所

.・

.・

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

包 括 大 阪 6 7 - 6751  ( 代表) - 4 ・1590

m市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

電 話 餅 ① 1 2 1 3 ③ 1  3 2 2  

福 岡 徳 島 ， 

一一一一
ｾ＠ Ｂ，｟ＮＮｾＮＮ・・ＮＮＮ， .-. .:  .  .，: _...'"・_" ｾＮＮ＠ ＢＧ｟Ｎ・・・ｾ

・. . . ーー・・ E ー，・ ・ー .・・ー
-・ 1 三三. . . . . . . _.  :・ "13. 1三' :. . "'_"'. ＮＮ 玉三ｾｾょＮＮ，・・・ Ｑ ・、 εＮＮＮＺ .; .・ .・:.: ｾ・〉・Ｚ ; !  •.• Ｎ，Ｚ・ Ｒτ ・ＧｾＭＭＭＺ｟ＭＧＺＺｾ｟Ｎ ・ Ｎ .・.・・

、

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末斉IJ でその健水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ ー口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、 表面滑らかで美 しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります 。 ( 符当り材M ￥ 950) 仕上り厚き約2 協程度

学校、工場、病院、事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

に 最 適 で あ り ま す 。 ( 求 代 理 広 )

ケ イ セ イ ー

慧 精 業 株 it ふ 社 大 阪 市 此 花 区 間 島 旭 川 一 3

精 工 I  玄 T E L 大阪( 必) 3  5 9 4  

30 



、ー

ｾ＠

サッシ ｬＮ 阿国Ｎ抑 ｉｾ Ｇｩﾭ

民話 隠 I ｵｦｩｾ 主唱四品司
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

4 i 語 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

<@> 

ア ル ミ ニ ウ ム の 総 合 メ ー カ ー

加ル; の押出型材

寄

内 外 式 バ ー チ カ ル I  

ベ ン チ レ ー タ ー I

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピル ) T  E  L  (44)  3983 

工場 大阪市城東区天王 田町 1 の141 T  E  L  (98) 】149

木 貼 床 板

フ ロ ー リ ソ ゲ
施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤフラ ッν ュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ Y ダ ー 床 削

6 2 2  寄 木 商

. 6.  

ｾ＠

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掲 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

. . 基調陣迭にフリーパスのガラス星稜

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラ ッ トホ ー ム ・

体 育館・アーケー ドに愚 適

内 外 式

コンチ= アスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ 一

般 酎 施 工

31 



7
11

リヂヌトン(j )

%. I W' - ' I ヲ ト

ｾ＠ ，Ｆｾｴｦ，［＠ ｦ［Ｎ Ｑｾ存 ＡＧｩｩ 斜

ｖ スヲ ＱＷｽｾ ト
防水工事. 耐酸工事

最も進んだゴムのクッション

T  E  L  (94)  ＸＱＲＵｾＸ ・ ＰＷＶＱ Ｈ 夜間用Ｉ

四月王E 示企

I I . G. C武

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

…断三量発院と⑥技術

y. c. コンべス( リ仰イド)

大 阪 ヨ レ ベ ス 建 材 批

本社

工場

志、 t互の

じ百貨ミヅシマ

， 6  1 年 型 ミ ヅ シ マ マ ッ ト

ユ ー ピ マ

ラ イ ン マ

マ ジ ッ ク ラ イ ン

ニ ュ ー ラ イ ン

ビ ニ ー ル

おそう

也

T E L (53) 3  5 1 4 ・ 8 2  4  6' 

T  H  E  (22)  5  3  6  3 ・ 0 2 1 4  

T  E  L  (3)  2  7  0  6  

T E L 包4) 1 6 9 7  

T E L  (53)  9 3 4 7  

Vfoテ"ザゲンP ミ勺シママ' 91-

キ土
A

E

 

式株

唐商島水
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1  

‘  

、4

官

標 準 セメン ト防水材・特許ニッポン

特許ニ ッポ γ 防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

Stdndard 

(国立大阪工業試験所創製) セメシト防水材特許権実

施工場

i大 阪 管 獅) 北区 芝 田 町 六 八 電 話 大阪8 7川

本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸③2723

フ タ ノ て 黒 板

周申州支障里5JJマ
且ーーーーー

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風巴

国 申 風 呂 難 儀 京

大阪市浪速区元町1丁目 742 但 ν 賑 橘 電 停 前 電話⑧5313 ・8128

窓掛、椴帳、 日除、壁紙 室 内 装 飾 級 車、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロシ鍛通と繊麗発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  353 -- 5番

ｅ ヨヨ ｾｈＭ］］Ｂ｜Ｎｾ

l大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 ( 64) 5750 ・8444

東京工繍 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 篭( 741) 0160 ・1733

J I，ヨレ
熱海 莱 の 宮 ホ テ ル 全 重 装 備

大 阪 市 東 区 今 橋 ー ノ ー 0

製 造 元 株式会社 メ ル コ ン (朝 日生命ピ ノレ ) T E L 大阪 @ 5110

33 



.圃.

* 田タイル
， 

F  

岩 元 式

( スカイライト並開ベンチレ111

社
会

川

引

式

駒

川

株

加

山

業

蹴

⑧

;

肺

茸

耐

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水 工事襲

撃 ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイノレ工事 S

譲耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

y  

電

大 阪 耐 臣 会 乏 業 A

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪( @1333番
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地

由ド

-

- 黄綬褒章受賞

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

雪‘・1"11ミ・陪111帯

コーパータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571 ) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

浪建式

アルミサwシュ・ドアー

スチールザ・，リシ，:1.ド7-

シャ''19-. ; tベレーター

j トカライジ〉タ調理I獄減

一製造販売ー

浪速建枚Z業様式会批

醐 捌 |

全国線代理屈 I  

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 回 楠 峰 町 四 一 番 地 電 話 大 阪 @ 6153 ・ω: u番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木投館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541)4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ンピル内 } 電 話 福 岡 ④ 8462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6 番
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連 築 j宥 の 接 着 争j だ/ 式

｀ｩｉｴｾド
オて 工 用 ボ ン ド C H 2 ハ ー ド ボ ー ド用 ポ ン ド C V2000

芸 ツ ク ス 用 オミンド K  イ七 粧 キ反 用 ボ ン ド G s

ー ド

七メントモルタル

埼玉ンド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

ボ ン ド G I00

補 強 用 サ ラ ン その千也

宕ク142ト 用 ボ ン ド E 木 材 構 造 用 ボ ン ド K R 1 7 0 穫量

製 造 元 22 小 西儀 助 商 庖 ボ ン ド工 場

見 本 力 タ ロ グ 進呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 定 話 ( 23 ) 2047 .  2057  (代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 (241) 5 5 2 4- 8 .  

分 室 ・東京 都 中 央 区 日本 橋 本 町 1 丁目 7 番 地 電 話 (241) 21 91- 4 . 2541  

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 通 り 8 丁目 2 1 番 地 電 話 ( 53) 7  1  8'  3  - 4  

工 場 大 阪 ・ 東 京

‘ 1  

、

JUベ建築ド・

大 建 の

局 b量移匂塁フ

住 友 軽 金 属 工 難 株 式 会 社 と 握 携

t 、

オ ー ト メ ー シ ョ ン 娩 付 塗 装 ラ イ ン に 依 る

⑮》 / /  大建の 2重焼付塗装で

V 営点 摺J f 枝 元 鰐 ・部材で 1 回、 成品で 1 回

暗

<d 

36 



昭和36年度版会員名簿についてのお願い

さきにど配付申しあげました昭和36年度版会員名簿につきまして，下記箇所lζ 変更，訂正がど

ざいました。ま乙とに恐縮ではどざいますが，下記のとおりど訂正願います。

( 個人正会員)

頁 | 氏 名 | 出 身 校 | 出 身 地 | 勤 務 先 又 は 職 業 | 住

I  .  I  昭 35 I  I東区大手前之町 l  

110 I西附 bU夫| 大 市 大| 大阪| 大阪府企業局宅地開発部 | 布施市中小阪579

建設課 ( 94- 2附〉

所 IｾＱｉｩ＠ )'j. 

( 記入洩)

昭 12 I東区京繍2- 28

140 I村仏 彩| 京 大| 東京| 岡松村組設計課長加- 3171) I阿倍野区阿倍野筋2-51 ( 記入洩)

昭 5 I東区京様2- 28

140 I村瀬鉱ー| 関西工| 大阪| 岡松村組工務部次忠- 3171) I布 肺 菱 屋 西1佐宅2 - 0 9叫 IC記入洩)

間 l u I  ｉｾ じ区曽根崎新地 Ｑ Ｍ ＲＱ I  

140 |村 瀬 文 雄|岐阜 2 工| 滋賀| 倒神的組大阪支庖工事部F 東淀川区 元 今 里 南 部-63 I  C記入洩〉

( 団体正会員)

頁 | 名 称 | 畑 | 代 表 者 | 所 在

172 I三建設備工業側 |管工 |白 井 徳 閥 東 区 伏 見 町2-22

|  大阪支底I I  I  

( 個人正会員)

ｾ三 ｌ 称 | 一 一 正

地 | 電 話 |備 考

青山ビルI @0542 ・5779 IC記入洩)

8746 

誤

26 I  .l k  

西 区J; I : 町掛通2 12 

本 光 | 坂D準三建築研究所

戸畑市明治町2- 3 大林組戸畑工品

事務所

( 記入洩)

熊本大学教授

熊本市黒髪町字留宅212

Mt 区J; I:繍3- 22

大阪郵政局建築部設計切: (!J 4  u15 1) 

宅
ム

L

A

，

sι
 組

刊

は

'
広
川

r

q

4

M

授

毛

プ

教

留

5

部

{

子

町

学

町

納

工

髪

清

学

黒

市

大

市

橋

博

本

本

t

‘

、

同

】

V

F

N

K

E

N

-，
J

「
i

〕

h

u
刀

a

H

un

鉱

4

d

E

H

 

修は
レ
ヘ

3

a

q

 

E

J

 

n

t

 

26 I 浅 野 新

【14 -0022)  

32 I 石 井 法 光 | 石 井 建 光 l 石 井 健 光

区中之品1 I 港区西市[ 湖町1 5  

35 I  出 水 A 良| 大阪市計画局整地部移転補償課 | 大阪市計画局経地郎港土地区凶鎧迎

【23- 5551】| 事務所 ( 57 則 的

38 I  :兎 本 精 ニ | 兎 本 精 二 | 兎 木 精 二

ヲ |上 里 宏 、

東京邸地区芝新編2. 30 

吉 I ( 倒東京輿業貿易商会

福岡市上辻堂ナ V ヨナ ノレピル

( 倒東京興業貿易商会福岡支応

43 I 小 架 賛 否 | 小 架 賛 否 小 架 賛 吾

、
ノ

ー

〆
・
、



称 | 正 誤

43 I 小 架 治 平 | 小 栗 治 平 小 葉 治 平

47 I 大 賞 啓 嗣 | 南 区 南 炭 屋 町 32 日光商事ー内 芦屋市平田町44 大阪ガス寮

47 I 大 野 勝 三 郎 | 鹿 島 建 設 側 鹿児建設側

52 I 押 川 新 宮崎市老松通1-8 宮崎市栄町2- 1

52 I 加 J議 毅 夫 | 近 畿 電 通 局 建 築 部 新 営 課 調 磁 係 長 | 近畿電通局建築部灯管課調整係長

53 I 狩 野 隆 貝塚市大字半田675 ! 自住41号

55 I 片 山 紀 明 | 溜E諒iEh1叩 6

名古屋市東区新出来町1 35

57 I 制l 谷 光 市 | 大 林 組 柏 友 察

( 出身校〉阪大

61 I 木 地 |晴 彦 I ( 附竹中工務庖設計部

( 出身地) 和歌山

61 I  ; ; j 三 卸 勝 二 | 岸 和 田 市 加 守 町626- 1

( 附西田工務庖

61 I 木 村 勝 一 | 橋本市首蒲谷952

62 I 鈎 J也 克 | 建財設品工あ( 附

(1;').(/，. 2 - 7221)  

岸和国市五軒屋町346

枚方市中宮50- 1

京都市左京区間 中里之内向 10

大工大

側竹中工務庖見積部

福井

布施市中小阪560

l建材設計工務似)

64 I  J じ III 二十云 | 本 塚市米谷東 ILi 26 い い ) I附 f 区相生通3 3D 【6“ :' :bυti)

65 I 汲 川 圭 司 | 狗泉市太闘J41 28 

66 I 黒 田 忠 哉 1; 枚方市香里ケ丘3 B4-508 

68 I 小 西 岬| 西区阿波座南通2-60

271 I  附 田中小西 | 西区阿波座南通2-60

建築事務所

69 1 小 林 周 一 郎 | 堺市" Ｑ ￌＧￏ ｾＱ 北附 ＱＹＶ

(  2  )  

大阪府泉北部信太村聖附11

芦 屋市公光町16

西区阿波座下通2-28- 1

西区阿波座下通2-28- 1

| 東区南新町 2- 19



頁|名 正 誤

71 1 神 前 良 治 | 附 春 本 鉄 工 所 専 務 取 締 役 附春本鉄工所常務取締役

74 1佐 藤

東区京繍3- 22

徹| 大阪郵政局建築部

東区制後町1

( 94- 6151)  I 東郵便局会計課

74 1 佐 野 正

附安井建築設計事務所代表取締役 | 附安井建築設計事務所取締役

( 西宮 2:"' 1569) - -- - I  ( 西宮1569)

75 1  : 坂 内 幾 三 郎 | 池田市畑町78-6

771 沢 井 平 一

( 茨木 0262-2871)  

(65-6251)  ( 自宅)

79 1品 川 二 三 男 | 福井市原下H汀1-2-6

81 1下 良 之 克 | 西宮市東町3- 17 上月方

点区南本町4- 2日 有 楽 ピル

84 1 鈴 木 崎 二¥; 1 大成建設岡大阪支応

87 1 回 土 春
枚方市大字山の上538

吹田市大字垂水42-3

88 1 田 中 弘 成 | 大 林 組 花 壇 祭

阿倍野区文の里1-

89 1 田 辺 正 雄 | 岡 田 辺 工 務 問

89 1 田 辺 昭 1 (11¥斗校) 兵 庫 工

90 1 多 屋 幹 夫 | 多 犀 幹 犬

93 1 竹 内 潮 1 (691-2347) 

93 1竹 l阪 敏 縄 | 春 日 井市労町122

94 1竹 村 吉 高 | 伊丹市稲野7-38

西淀川区野里東3- 13

( 茨木0734)

福井市明里町32

神戸市灘区弓の木町 4-21

弓の木荘17

東区釣鐘町2- 29

{ 凹2白5一→4叫山2目5叫i

西宮市甲子関 口2-21 1

( 47- 0129)  

( 94- 032 1) 

寝屋 川市字邸1322 大林組香里苦笑

( 77- 2132)  

阿倍野区松崎町5ー 189

附田辺工務町

第 1神 工

多 尾 併 夫

春日井寿町 122

( 77- fJ797)  

宝塚市米谷飛松14- 1 児島方

東区淡路町2- 34 I 東区京様2- 28

94 1 竹 本 文 太 郎 | 岡安井建築設計事務所 ( 26 - 2839)  I 附松村組設計課 ( 94- 3171 

95 1武 田 光 好 | 吹田市大字片山921 大林組豊津寮 | 池田市大字片山921 大林組豊津波

(  3  )  



頁|名 正称|

| 東区J;r様3- 75

95 1 棚 橋 正 清 | 附 大 林 組 ( 94- 0861)  

l 吹田市字垂水42-2 大林組花坦寮

961 玉 置 明| 大阪府建築部指導課

東京冊中央区宝町2- 1

96 1 玉 只 秀 雄 | 清 水 建 設附取締役 ( 561- 4181)  

東京都台東区上野桜木町23

97 1  i孝 副l 俊 二 | 東 住 吉 区 平 野 大 通3 3 3 ， 勺 ｕｾ ， 付

98 1 佃
忠 夫 | 京都市伏見区深草瓦町35 4  

98 1塚 本 定 治 1 (97 1830)  

雪ID

117， 

り

絞

め

加

組

叩

一

林

一

(

大
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色

山
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屋

新

開

古

区

間

名

東

d

l

e
吊

-m

市

津

霊

山

四

丸

山

町

ふ

一

附

名

大阪府建築部営繕諜

一
一

長

(

(

k

h

 

F
l

'

 

+

X

 

M

川

n

U

1

U

4

f

l

 

，

吋

a

ノ

A

t

'

役

入

締

汐

1

取

町

昭

一

側

新

町

子

設

商

品

川

建

市

剛

一

味

澗

掘

に

持

住吉区東長所l町36 小谷方

神戸市垂水区舞子町公問束舞子団地

7- 309 

(75-5830)  

105 1 中 沢 1111 二| 東京都杉並区荻窪1 - 1 19 常盤方 | 東京都杉並区西回 II1J1 439 山岸プJ

東区釣錦町1- 27

107 1中 村 直 治 郎 | 関 西 不 破 戸 襖 販 売 所

西区江戸姻下通2 38 西船地ピ ル

加 - 199 ' ) ，関西不破戸懐販売i Y T ( 44- 2898)  

110 1西 川 鈎 吉 | 西宮市甲子園町85

東京都治区芝南佐久間町1 46 

112 1野 崎 謙 三 | 岡山下方郎設計事務所 ( 同 1 - 2461)

113 1野 中 昭 成 | 尼 崎 市 上 の 民451

114 1被多j ! f 康 彦 | 八 尾 市 大 字';7振710

116 1浜 ITI 和 夫 I (11! J械) 鹿工専

↑ 17 1  -早 i 'f Ｇｾ ｉ＠ ( 54-6717) 

118
1 原 間 貞 雄 | 原 m 貞 I4fi

118 1  n  潔| 伊丹市伊丹2併 1

119 1伴 野 貞 三 | 守 口 市 豊 秀 町2- 67

↑20 ' 平 内 祥 央 I ( 出身校〉大市大

(  4  )  

西常市鳴尾町西 ｉ Ａｬ ｊ ｦｊｉ ｾＱＰＵ

* 京都千代田区丸ノ内2- 8 仲12号6

剛山下寿郎設計事務所 ( 281- 8551)  

尾山市市上元民451

rt 面市箕面町半IIIJ522- 3

鹿児1:I 'j 工

( 44- 5885)  

駅 間 JT 雄

伊丹市284-1

守口市愛秀町7- 67

JH大



頁 | 名 称 | 正 誤

1221 扶 ) 11 明

大昭工32大 何昭1) 芯27工

122 I  ; 福 井 多 嘉 夫 伊丹市稲野住宅3号地 伊丹 市御願塚勘定締450-96

125 藤 原 巧
奈良市菅原町963-232 ( 住所)

128 前 田 浩 輔 吹田市高畑町1437 城東区西田島野町3- 472

130 増 田 建 太 郎 増 悶 建 太 郎 増 田 健 太 郎

131  I 松 井 義 孝

附刈名古竹谷屋市中市工畳中区務間菅庖自原名動田IJ2織古- 屋機11 支前庖竹中工( 23務- 庖7181内)  北大和区鉄歌茶工山屋市業町5側位8 江679 ( 36- 0171)  

131  I松 岡 通 夫 | 西 宮市里中町3-31
浪速区下寺町3-30

133 I 松 谷

弘! 鱗堺市J I ! 保之町西需1要5 専 務 取 締 役 伽31叫

4-6 ( 排3 - 1733)

(堺附市松材谷木工町点務4-庖7 専務取締役 ( 堺3699)

135 三 浦 久 男
東住吉区長居町東7-45 公住38-316 最中市本町4- 140 菅瀬阪方

135 三 原 治 敬 { 卒業年) 昭 30 | 昭 11

135 三 宅 吉 明 東淀川区淡路木町2- 17日 { 住所1

137 南 広 吉
京占古市東山区本町19丁 目

京都市東山区本町1丁 目

137 I 笈 dlJ 在 信 |  附東京竹事事中江工東区務深庖川建平井築町技3 -術5研究乳- 3 2附

東附京竹都中千工代田務区庖大東手町京1支- 6庄

( 231- 0131)  

横浜市神奈川区斉藤分町74 仰 - 1 1 7 2 ) 東京都江東区深川平井町シ3

139 I 宮 脇 和 正| 神諏戸訪市山生県公田会区下11号山手 4 福島市松淡町71

140 I  *"J 問 i [ ｾ主 吹田市千里山南之閃IJ 122 吹田市千里山122- 1

140 I 村 井 健 三

点伊区吹南設久宝計寺事町務2-所56 竹間ピノレ

( 27- 8071)  

浪剛速泉区設元町1- 742 藤本ピノレ

計事務所 ( 54- 5196)  

140 I 村 田 武 綾部市青野 緩部市青野

141 I 村 野 i依 再 宝塚市米谷蔵座西1 - 1 宝塚市米谷蔵座西24

(  5  )  



頁|名 称| 正 誤

142 I 森

心由 一 I  村阿(倍野西野森宮区2建阿-倍8築6野事1筋7務)2- 所31  (17ー0926)
村阿(倍野西野森宮区5建阿1倍築17野事)筋務2- 所5  ( 77- 2352)  

142 I 森 間 武 夫 | 神 戸 市 東 灘 区 御 影 町 掛 田1157-9 神戸市長岡区天神町2- 18

144 I 矢ノ 上 滋 郎 | 目黒区下目黒3-652 西部荘( 住所)

146 I 薮 中 良 彦 住吉区南住吉町1-44 東住吉区 山坂町4-59

148 I 山 田 為 行

岡福岡高市島三屋宅銭工通作1五所五福岡工場 1西附成高区島線屋南通工7-作5所

(65- 0665)  

154 I 吉 村 忠 男 ( 出身校〕 大工芸高 大工大高

157 I 渡 辺 幸 蔵 兼喜産業側 普喜産業側

157 I 渡 辺 典 雄

(小制牧大市林j じ組外山小字牧早工蛸初事日5々 務所 |  岡富士大市林制組2富ー1士工事与 務所

157 I 渡 辺 啓 之
東東京急都柴調崎布団地市金76子町1896 | 東京都大田区御関2-30

159 I 沖 中 健 ( 出身校) 京大院 京大

160 I 小 林 義 春 大阪鉄道管理局大阪建築区 国鉄大阪工事局設計課

162
1 吉 増 盛 夫

吉 用 盛 犬 古 増 盛 夫

( 団 体 正 会 員〉

167 I 附 岡 組 | 側(代)0776 |@2967 ・2984

7720 ・9496

170 I 附 互 光 商 会 。 ｊ ｾ ＴＹＵＸＨ 代 Ｉ g 3附

3064 

170 I 小山設備工業側 神戸市葺合区布引町2-3 神戸市布引町2-3

172 I  (附斉藤省大三商阪底底 I 知長れE歯 師i見、J 会回宰義ー寸 ・ 夫
社斉(業長種) 建材

藤 省

173 1附新興建材工業所| 福社長 頼 圭 蔵
社福長 瀬 圭 蔵

(  6  )  



頁| 名 正
誤

称|

174 I 新 生 電 業 側| 広島市二葉の里1

広島支庖 |

| 所長

179 I 東 洋 陶 器 附| 中松通明

大阪営業所 |

| 代表者

181 I 日本金具製作所 | 赤郷留吉

大阪出張所

181 旧本ゼニスパイプ| 西区京町堀上通2- 26

制 大 阪 営 業 所|

| 日曹マスターピルダーズ附

182 I 日 本 曹 達 附 | 大阪出張所

大阪支庖 | 所長

l 高 木 稔

183 1阪急電気工事側 I (301 - 1757)  

広島市二葉町里1

所長

中村通明

赤堀富吉

西区江戸堀北通1 - 18 小谷ビル

底支阪大
出

別途

誠

歯

固

E

本

師

団

日

お

吉

@5474( 代)-6

184 I東日本化学工業側| 南区j脱皮町通4- 32 南区11民陵町1-5

大阪支庖

185 I 附平安建材商庖 | 京都市中京区河原町通夷川上ノレ | 京都市河原町通夷川上ノレ

部長 ! 所長

187 I 三菱電機(制大阪 | 岡崎二郎 | 伊藤泰雄

営 業 所 施 設 部 I I  

188 1八 幡 製 鉄 側| 八幡市校光814- 1 八幡市枝先814- 1

八 幡 製 鉄 所

( 准会員・学校)

198 1 ，l j  村 11iI 昭 I ( 先 制 ) 名 城 大

2山 本 立 昭 1;1山錦鮒仰釧111

一附一工判叫|…)

( 業 者 案 内 欄)

276 1附 今 西 組 l支庖東京都新宿区内藤町 1

| 支 庖 和 歌山市南材木町3- 2

280 I 大洋建設工業(附 ! 京都営業所 @0479 

大工大

門

川

u

r

h

d

 

γ

J

 

岡

山

一
供

。

旧

民

白

川

H

U

1

，
ハ

V

淀

弱

点

(

東京都渋谷区南平台町12

本 庖 和 歌山市南材木町3- 2

③ 0470 

(  7  )  



誤

291 磐城セメン卜(制 大阪営業所 @4973 @4975 

314 11制 諏 訪 商 会 ｾＨ代 ＩＹＹＵＱ Ｍ Ｓ @  @3687 ・5733

9802 1053 

351 1 東洋空気調和(閥 東洋空気調和(附 | 東京空気調和(附

369 1 附 塩 田 工 業 所

特3営6許業年積5出月願回よ中りKS K⑥式(代竪)8温19水1缶K 変製更作据付I 特付治出中願 K S K 式竪耐水道製作似

384 1 オリエン製タル - 型 状の欄( 上から21行自〉

l 長さ 60% 
メ タ ル 造附 長さ 60m

417 1  (，附 平 田 タ イ ル マークが上下逆

99 1 角 田 栄| 東京都大田区田園調布 3-352 東京都千代田区田因調布3-352

100 1 寺 島 三 雄 | 阿 倍 野 区 阪 南 町 中 1 - 12 阿倍野区阪南町1 12 

83 1 菅 陸 ニ | 阿 倍 野 区 文 の 里3-105 (住所)

119 1 伴 野 政 治郎 | 岡 大 林 組 附 大 村 組

(  8  )  
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日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 8 T E L東京 (201) 0341 (( t )  

大阪常業所 大阪市北区堂島上 2 - 3  9  T E L大阪 (36 ) 6758(代 )

守j 仕

悌

録; ' }

日本建築協会優震謡明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

ヲ元- f J イ1- 8雪

脳会祉日本セメント防水剤製造所

匝 2 - 31 ( 船組ヒりレ ) 屯 お ⑧ 2626 直 通 )

・名古尾⑫ 1 3 3 1

ータ イト 式 防 水 L' lr 仙 台 ③ 0 7 2 1 ・札 帆 ⑤

大 二 仁ｾ ｾＺｍ 公 ② ＸＶＹ Ｗ 安藤工事 柄 問 ③ 5 7 6 5

ｾ 永 建材 広 島 ④ 3 5 6 7
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22油 脂 化 工 社本
社 東京都品川区二糞町 1 一44“l 電 話東京 (σ78創1) 171η15言

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 * 所 大 阪 市 東 成 怪 西今塁町 2 一4ω8 電話1 @ 4釘76“5 . 0鵬0伺63占言
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建 築 と 社 会
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建燃方言定法

，ム-

弓コ
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昭

和

三

十

六
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一

月

二

十

日
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U

昭

和

三

十

六

年

一

月

廿

五

日

野

伺

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 神 山 町 四 六 電 話 大 阪 @ 話 器 2需品

車 京 銀 座 七

東 京、 慣 浜 、 名 古 屋 、 岡 山 、 新 居 浜 . 門 司、 札 幌

東 京、 情浜、山梨、名古屋、大阪、岡山、 門 司 、 宮埴

朝 日

大 阪 世 議 所

本 社

営 議 所

工 場

朝日スレート
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宮

冗

縮

刷

⑩ 4  4  6  8  

テ パ ヤ シ 商 r . s

.r I : J 市 下 京 区 大 宮 通 四 長 下 ル 電 結

田 建 材 株 式 会 社

名 古 風 市 西 区 西 鋤 井 町 2 ノ 1 Ｒ 喧 ｅ 誕 ｾＰ ＱＲＱ ・ ＲＰＵＷ

タ株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 開 通 5 ノ 3 5  

電 話 @  5 4 0 8 ・5 • 8  6  

商 庖

砂 町 5

電 話 ⑧ 0207- 8 ・. 8珂 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 刷 江 大 通ー l の 19 1世話< 9 1 6 1 6 1  - 4  

部，-

金

百

五

十

円

(

送

料

共

岡

f果

区

株式会社 久

太 阪 市 北

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 ＱＱＡｾ，時事 Ｑ ＳＲＹ ・ Ｒ ＱＰＶ ・ ＲＸ Ｑ Ｗ

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ ; r . 肯 属 中 区 東 j { 町 3 9  電 話 ⑮ 6 1 7 6 - 9

植 皐 出 張 所 ・ 雌 阜 市 竹 屋 町 2 7 屯 1l(f> 2 2 0 1 ・2 3 6 0

合 名 会 社 利 倉 幸 蔚 庖

^ 阪 市 南 区 品 踊 綿 筋 2 ノ20(泊柏鋼電悼附)

電 路 ⑮ 加 71 - 2・0371 @  76刷

京 都 営 揖 所 京 附 i!il !' 京区河凶町l . l ! 川下ル 電 話 ③ 3  2  7  7  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社・ 広 貼 市 鉄 砲 町 1 0  8 旬 開 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・岡 山 市 東 凶 町 3 m: l { p 7 9  1  1 ・8 16 9

福 岡 ・福 岡 市 J j 行 寺 前 町 1 4 m 話 ③ 1 2 2 5 - 6

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 同 区 日 本 嶋 筋 2 ノ 3 6  

ｭ ｮ ｾ＠ ｾ＠ 0 1 3 7  @  3 2 8 6  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 夜 間 関r 1  

電 話 ③ 2  6  9  7 ・2 1  4  0  

矛日

石

関西三星タイル会員

電 信 北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

掻 嘗 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ・ ・・

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


